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温泉熱有効活用に向けた
コンシェルジュ事業
地域や他施設への展開・波及を見据え、温泉熱利用導入を
検討している団体（自施設だけでクローズする場合は対象外）と、
過年度支援団体（内容等によっては、「フォローアップ支援」での
対応）を無料で支援します

応募申請書（下記ウェブサイト）をダウンロードし、
温泉熱利用の検討を進めているなら、検討状況のわか
る資料（利用対象温泉の温泉分析書、対象地域や対象
施設の配置図、既存設備のシステム図・配置図、事業
計画等）を併せて提出

温泉熱ポテンシャルや熱需要量の把握方法等の検討や具体的な温
泉熱等有効活用のアクションプラン策定・事業化検討に向けた技
術的助言、温泉熱のポテンシャルや活用方法等に関する相談・助言、
既に温泉熱を活用している施設等における課題への助言、対象地
域に適すると思われる熱利用方法の助言、導入効果の概算 等

専門家派遣支援

温泉熱等の有効活用に向けた勉強会やワークショップ等の開催支援

ArcGISの最新動向を紹介

気候物理的リスク
（SSBJ対応）

サプライチェーンの一括調査

【お申込み QR】

水リスク、海外拠点の
保護地域近接調査
（CDP対応）

―環境・インフラ・経営管理の最前線―

◇
石
原
環
境
相
「
水
俣
市
長
に
は
し
っ
か
り
伝
え
た
」

初
の
健
康
調
査
も
被
害
者
の
声
に
寄
り
添
っ
て
…
２
面

◇
第
10
次
水
質
総
量
削
減
「
総
量
管
理
」
に
転
換
を

　

中
環
審
が
答
申
、
制
度
見
直
し
へ
…
…
…
…
…
３
面

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
特
集
…
…
…
…
…
…
…
…
４
面

◇
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
未
来
を
拓
く
①

　

堀
内
康
隆
ブ
ッ
ク
オ
フ
グ
ル
ー
プ
Ｈ
Ｄ
社
長
…
５
面

◇
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
・
再
資
源
化
技
術
推
進
で

14
団
体
が
Ｃ
Ｅ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
…
…
…
…
６
面

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
火
災
対
策
特
集
…
…
７
面

◇
「
下
水
疫
学
調
査
」
社
会
実
装
へ
支
援
策
検
討

　

国
交
省
・
石
井
上
下
水
道
審
議
官
…
…
…
…
…
８
面

の
延
長
線
上
で
は
な
い
バ
ッ

ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
手
法

に
よ
っ
て
、
あ
え
て
こ
の
高

い
目
標
を
掲
げ
た
狙
い
は
ど

こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
強
調
し
て
お
き
た
い

の
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
で
掲
げ
た

目
標
は
「
総
電
力
需
要
」
で

は
な
く
、石
油
や
天
然
ガ
ス
、

石
炭
ま
で
含
め
た
「
総
エ
ネ

ル
ギ
ー
需
要
」
の
８
割
を
再

エ
ネ
で
賄
う
と
い
う
こ
と
で

す
。
政
府
の
第
７
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
な
ど
は
、
実

質
的
に
は
電
力
の
話
に
終
始

し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
と
は

根
本
的
に
異
な
り
ま
す
。
現

状
の
電
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
化

石
燃
料
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
全
て

脱
炭
素
化
す
る
た
め
に
は
、

フ
ォ
ア
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
で

は
な
く
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ

ン
グ
の
道
し
か
残
さ
れ
て
い

な
い
の
で
す
。

　

現
在
、
日
本
の
化
石
資
源

依
存
率
は
２
０
２
４
年
度
で

80
％
に
達
し
て
お
り
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
大
部
分
を
海
外
に

依
存
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

近
年
の
不
安
定
な
中
東
情
勢

を
見
れ
ば
分
か
る
通
り
、
ホ

ル
ム
ズ
海
峡
で
危
機
が
起
き

れ
ば
ガ
ソ
リ
ン
価
格
は
高
騰

し
、
ナ
フ
サ
が
途
絶
え
れ
ば

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
化
学

製
品
す
ら
作
れ
な
く
な
る
。

供
給
が
途
絶
す
る
と
い
う
リ

ス
ク
が
顕
在
化
し
た
現
在
、

そ
の
影
響
が
国
民
生
活
や
産

業
活
動
全
体
に
及
ぶ
こ
と
を

バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン

グ
で
描
く
「
脱
・
化
石

資
源
依
存
」
へ
の
道

　

―
―
プ
ラ
チ
ナ
構
想
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
２
月
に
発
表
し

た
「
２
０
５
０
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
、
２
０
５

０
年
に
「
総
エ
ネ
ル
ギ
ー
需

要
の
約
８
割
」
を
国
内
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
供
給

し
、
日
本
を
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
国
家
」
に
変
革
す
る
と

明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
状

恩
賜
財
団
済
生
会
理
事
長

炭
谷　

茂

https://www.fujiyoshi.co.jp

　

中
東
情
勢
の
影
響
で
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
や
化
学
製
品
の
原

料
と
な
る
ナ
フ
サ
が
高
騰
し

て
い
る
。
こ
の
状
況
を
受
け

指
定
ご
み
袋
の
供
給
が
不
安

定
に
な
る
こ
と
を
想
定
し
た

宮
城
県
の
大
崎
地
域
広
域
行

政
事
務
組
合
は
、
４
月
20
日

か
ら
１
カ
月
間
、
市
販
の
ご

み
袋
が
使
用
で
き
る
よ
う
に

ル
ー
ル
を
緩
和
し
た
▼
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
法
に
よ

り
、
自
治
体
は
市
民
の
協
力

で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
回

収
を
進
め
て
い
る
が
、
回
収

し
た
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
指

定
ご
み
袋
と
し
て
再
商
品
化

し
市
民
に
提
供
す
る
こ
と
で

分
別
回
収
の
成
果
を
示
し
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
。
指
定

ご
み
袋
の
安
定
供
給
、
地
域

資
源
循
環
の
構
築
の
面
で
、

一
般
廃
棄
物
か
ら
回
収
し
た

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
ご
み
袋

を
商
品
化
す
る
動
き
が
も
っ

と
増
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
▼

そ
れ
に
し
て
も
化
石
燃
料
依

存
率
が
８
割
を
超
え
る
日
本

は
、
１
９
７
０
年
代
の
過
去

２
回
の
石
油
危
機
の
こ
ろ
か

ら
中
東
情
勢
の
影
響
を
も
ろ

に
受
け
る
。
今
後
、
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
や
廃
タ
イ
ヤ
を
原

料
と
し
た
代
替
ナ
フ
サ
に
期

待
が
集
ま
る
が
、
い
ず
れ
に

し
て
も
欧
州
の
自
動
車
産
業

が
車
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部
品

に
再
生
材
の
使
用
を
義
務
化

す
る
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
近

い
将
来
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
奪
い
合
い
が
起
こ
る
か
も

し
れ
な
い
。
燃
料
費
高
騰
な

ど
、
石
油
危
機
に
よ
る
不
安

要
素
は
払
拭
さ
れ
な
い
が
、

せ
め
て
今
回
の
件
が
、
廃
プ

ラ
再
資
源
化
を
後
押
し
で
き

れ
ば
幸
い
だ
。

（
平
）

　

環
境
省
は
４
月
30
日
、
再

資
源
化
事
業
等
高
度
化
法
の

認
定
制
度
に
基
づ
き
、
高
度

再
資
源
化
事
業
（
類
型
１
）

で
石
坂
産
業
（
埼
玉
県
三
芳

町
）、
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
関
西
（
堺

市
）、
高
度
分
離
・
回
収
事

業
（
類
型
２
）
で
浜
田
（
大

阪
府
高
槻
市
）
の
計
３
社
を

認
定
し
た
。
２
０
２
５
年
11

月
に
完
全
施
行
さ
れ
た
同
法

の
認
定
制
度
で
の
認
定
は
、

今
回
が
初
と
な
る
。

　

同
法
は
、
効
率
的
な
再
資

源
化
の
実
施
、
再
資
源
化
の

生
産
性
の
向
上
等
に
よ
る
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
の
削

減
効
果
が
高
い
資
源
循
環
の

促
進
を
図
る
た
め
、
再
資
源

化
の
た
め
の
廃
棄
物
の
収

集
・
運
搬
ま
た
は
処
分
の
事

業
の
過
程
の
高
度
化
を
促
進

す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る

こ
と
に
よ
り
、
環
境
の
保
全

お
よ
び
国
民
経
済
の
健
全
な

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
適
正
処
理

に
主
眼
を
置
く
廃
棄
物
処
理

法
に
対
し
、
同
法
は
産
業
競

争
力
を
高
め
国
家
戦
略
に
掲

げ
る
「
循
環
経
済
」
を
実
現

さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。

　

同
法
の
認
定
制
度
は
、
再

資
源
化
事
業
等
の
高
度
化
の

促
進
を
目
的
に
、
再
資
源
化

事
業
の
高
度
化
等
に
資
す
る

取
り
組
み
を
行
う
事
業
者
を

国
が
認
定
す
る
制
度
。
認
定

を
受
け
た
事
業
者
は
、
廃
棄

物
処
理
業
や
施
設
設
置
の
許

可
が
不
要
に
な
る
な
ど
の
措

置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
認

定
制
度
は
事
業
の
特
性
に
よ

り
、高
度
再
資
源
化
事
業（
類

型
１
）、
高
度
分
離
・
回
収

事
業
（
類
型
２
）、
再
資
源

化
工
程
の
高
度
化（
類
型
３
）

の
３
つ
が
あ
る
。

　

石
坂
産
業
の
事
業
で
は
、

建
設
現
場
等
か
ら
発
生
し
た

混
合
廃
棄
物
を
受
け
入
れ
、

破
砕
お
よ
び
選
別
処
理
を
す

る
こ
と
に
よ
り
回
収
し
た
ポ

リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
（
Ｐ
Ｐ
）
を

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
約
８
割
を
海
外
の
化
石
資
源
に
依
存
し
て
い
る
日
本
。
イ
ラ
ン
戦
争
に
よ
る
中
東
情
勢
悪
化
で
わ
が

国
が
抱
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
安
全
保
障
の
脆
弱
性
が
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
中
、
プ
ラ
チ
ナ
構
想
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
小
宮
山
宏
会
長
（
三
菱
総
合
研
究
所
理
事
長
）
は
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
総
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
８
割
を
国
内

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
賄
う
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
国
家
」
へ
の
転
換
を
提
言
す
る
。
政
府
の
計
画
を
は
る
か
に
凌
駕
す

る
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
単
な
る
環
境
対
策
で
は
な
く
、
国
家
の
生
存
を
か
け
た
安
全
保
障
戦
略
と
い
え
る
。
化
石
資
源
を
掘

り
起
こ
し
て
使
う
「
採
掘
文
明
」
か
ら
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
賢
く
使
う
文
明
へ
の
転
換
を
日
本
が
先
頭
を
切
っ
て
取
り
組

む
べ
き
だ
と
説
く
。
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
手
法
で
描
か
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
小
宮
山
氏
に
聞
い
た
。

自
動
車
製
造
業
に
、
金
属
を

金
属
精
錬
会
社
に
供
給
す

る
。
こ
れ
ま
で
焼
却
処
理
や

燃
料
化
と
な
る
こ
と
の
多

か
っ
た
建
設
系
廃
棄
物
内
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
か
ら
、
有
用

な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
回
収
し

て
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル

を
進
め
る
。
事
業
区
域
は
茨

城
県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
、

埼
玉
県
、
千
葉
県
、
東
京
都
、

神
奈
川
県
、
山
梨
県
。

　

Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
関
西
の
事
業

は
、
廃
充
電
式
小
型
電
子
機

器
類（
ハ
ン
デ
ィ
フ
ァ
ン
等
）

を
破
砕
処
理
す
る
こ
と
で
、

内
蔵
さ
れ
て
い
る
充
電
式
電

池
を
回
収
し
、
金
属
精
錬
会

社
に
供
給
す
る
。
安
全
を
確

認
し
た
破
砕
処
理
を
す
る
こ

と
で
、
従
来
の
手
解
体
よ
り

効
率
的
に
充
電
式
電
池
を
回

収
で
き
る
事
業
と
な
っ
て
い

る
。
事
業
区
域
は
三
重
県
、

滋
賀
県
、
京
都
府
、
大
阪
府
、

兵
庫
県
、
奈
良
県
、
和
歌
山

県
。

　

浜
田
の
事
業
は
、
太
陽
光

発
電
所
等
か
ら
発
生
し
た
太

陽
光
パ
ネ
ル
を
受
け
入
れ
、

剥
離
お
よ
び
選
別
処
理
を
す

る
こ
と
に
よ
り
回
収
し
た
ガ

ラ
ス
を
ガ
ラ
ス
製
造
会
社

に
、
セ
ル
シ
ー
ト
を
金
属
精

錬
会
社
に
供
給
す
る
。
他
の

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
者
も
実
施

し
て
い
る
セ
ル
シ
ー
ト
か
ら

の
銀
回
収
に
加
え
、
高
度
な

技
術
に
よ
り
剥
離
し
た
ガ
ラ

ス
を
板
ガ
ラ
ス
の
原
料
と
し

て
ガ
ラ
ス
製
造
会
社
に
供
給

す
る
な
ど
、
他
の
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
者
と
比
較
し
、
よ
り

一
層
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク

ル
を
進
め
る
事
業
と
な
っ
て

い
る
。
同
社
の
京
都
Ｐ
Ｖ
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
（
京
都

府
八
幡
市
）で
処
理
を
行
う
。

石坂産業、ＤＩＮＳ関西、浜田の３社を認定
環境省 「再資源化事業等高度化法」の第１陣

の
会
」
と
い
う
民
間
の
有
志

の
集
ま
り
の
顧
問
を
仰
せ
つ

か
っ
て
い
る
。
き
っ
か
け
と

し
て
、
中
学
生
の
時
の
理
科

の
教
師
で
あ
っ
た
水
上
哲
夫

先
生
が
、
県
内
の
自
然
環
境

の
悪
化
に
よ
る
ホ
タ
ル
の
減

少
を
憂
え
、
生
前
、
ホ
タ
ル

の
保
護
、
繁
殖
活
動
に
熱
心

に
取
り
組
ま
れ
た
。　
　

　

こ
の
活
動
の
効
果
が
実
を

結
び
、
姿
を
消
し
て
い
た
ホ

タ
ル
が
県
内
の
各
地
で
復
活

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ

が
評
価
さ
れ
、
環
境
大
臣
賞

を
受
賞
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
活
動
を
広
く
持
続
的

に
続
け
る
た
め
に
、
賛
同
者

を
集
め
て
「
富
山
県
ホ
タ
ル

の
会
」
を
結
成
さ
れ
た
。
私

は
専
門
家
で
な
い
が
、
先
生

の
思
い
を
支
援
す
る
た
め
、

顧
問
に
就
い
た
。
今
で
も
先

生
の
遺
志
を
継
い
で
同
会
の

活
動
は
続
い
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
活
動
が
被
害
地
で
も

た
く
さ
ん
行
わ
れ
れ
ば
嬉
し

い
と
思
う
。

　

ち
な
み
に
、
宮
本
輝
の
芥

川
賞
受
賞
作
で
あ
る
「
蛍
川
」

は
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
蛍

が
乱
舞
す
る
切
な
い
小
説
で

あ
る
が
、
モ
デ
ル
に
な
っ
た

川
は
富
山
市
中
心
市
街
地
を

流
れ
る「
い
た
ち
川
」で
あ
る
。

　

環
境
産
業
の
振
興
は
、
環

境
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も

に
、
雇
用
や
富
を
も
た
ら
す

こ
と
が
で
き
る
。
前
回
は
、

ア
メ
リ
カ
の
チ
ャ
タ
ヌ
ー
ガ

市
、
イ
ギ
リ
ス
の
ヘ
イ
・
オ

ン
・
ワ
イ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
ギ
ュ
シ
ン
グ
と
外
国
の
例

を
挙
げ
た
が
、
日
本
に
も
成

功
例
は
多
い
。
人
類
史
上
最

悪
の
公
害
被
害
地
で
あ
る
水

俣
市
で
は
、
環
境
モ
デ
ル
都

市
づ
く
り
を
宣
言
し
、
１
９

９
８
年
（
平
成
10
年
）
に
は

日
本
の
環
境
首
都
の
認
定
を

受
け
て
い
る
。

　

水
俣
市
で
は
市
民
に
22
種

類
に
廃
棄
物
を
分
離
す
る
よ

う
に
求
め
て
い
る
。
こ
れ
は

市
民
に
と
っ
て
相
当
の
負
担

に
な
っ
て
い
る
と
推
察
す
る

が
、市
民
は
協
力
的
で
あ
る
。

高
齢
者
に
対
し
て
は
近
隣
の

人
が
助
け
て
い
る
が
、
住
民

の
つ
な
が
り
の
醸
成
に
役

立
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
22
に

分
け
ら
れ
た
廃
棄
物
は
リ
サ

イ
ク
ル
産
業
に
回
さ
れ
る
。

　

私
が
関
係
し
て
い
る
栃
木

県
小
山
市
の
障
害
者
就
労
施

設
パ
ス
テ
ル
で
は
、
桑
の
木

を
１
千
本
以
上
植
え
て
い

る
。
桑
の
葉
を
採
取
し
て
乾

燥
さ
せ
、
お
茶
、
パ
ン
、
う

ど
ん
の
原
料
と
し
て
販
売

し
、
好
調
で
あ
る
。
繭
づ
く

り
に
も
進
出
し
、
製
作
さ
れ

た
繭
は
、
業
界
で
は
高
い
品

質
と
の
評
価
を
得
て
い
る
。

　

桑
の
木
は
成
長
が
早
く
、

自
然
の
回
復
に
は
効
果
的
で

あ
る
。
次
々
に
育
つ
葉
を
採

取
し
て
利
用
す
る
こ
と
は
、

地
球
温
暖
化
に
貢
献
す
る
。

　

こ
の
事
業
は
、
イ
タ
イ
イ

タ
イ
病
被
害
地
に
近
い
富
山

市
八
尾
町
の
福
祉
施
設「
フ
ォ

レ
ス
ト
」
の
事
業
を
モ
デ
ル

に
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、

き
っ
と
同
種
の
試
み
は
こ
の

地
で
も
検
討
に
値
す
る
だ
ろ

う
。イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ

社
会
の
形
成
へ

　

第
３
は
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
社
会
の
形
成
に
向
け
た
行

動
で
あ
る
。
イ
タ
イ
イ
タ
イ

病
は
発
生
当
時
か
ら
厳
し
い

偏
見
・
差
別
を
受
け
た
。
原

因
が
分
か
ら
ず
風
土
病
と
か

業
病
と
か
呼
ば
れ
た
時
代
に

私
は
、
富
山
県
で
小
学
生
時

代
を
過
ご
し
た
。「
あ
の
地

域
に
近
づ
く
な
」
の
よ
う
な

大
人
の
言
葉
が
耳
に
入
っ
て

き
た
。

　

今
日
で
は
こ
の
よ
う
な
こ

と
は
少
な
く
な
っ
た
と
思
う

が
、
時
々
「
イ
タ
イ
イ
タ
イ

病
の
真
相
は
〇
〇
だ
」
と
い

う
言
説
が
飛
び
交
う
。

　

近
年
、
経
済
・
社
会
構
造

の
変
化
や
情
報
社
会
の
進
展

等
に
よ
り
、
社
会
的
排
除
や

孤
立
化
が
激
し
く
な
っ
た
。

公
害
被
害
者
だ
け
で
な
く
、

障
害
者
、難
病
患
者
、認
知
症

高
齢
者
な
ど
多
数
の
人
が
排

除
さ
れ
、
孤
立
化
し
て
い
る
。

　

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
は
、
人
と
人
と
の
結
び

付
き
を
強
化
し
、
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
社
会
を
形
成
す
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に

は
前
述
の
水
俣
市
の
よ
う

に
、
環
境
関
係
の
活
動
は
効

果
的
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
人
々
は
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。

考
え
、
国
民
に
優
れ
た
環
境

を
提
供
す
る
こ
と
に
力
を
尽

く
し
、
成
功
し
た
。
こ
の
イ

タ
イ
イ
タ
イ
病
被
害
地
に
お

い
て
も
、
同
様
の
挑
戦
を
期

待
し
た
い
。
す
で
に
そ
の
萌

芽
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
２
は
、
環
境
活
動
や
環

境
産
業
の
振
興
で
あ
る
。
公

害
被
害
地
の
経
験
を
生
か
し

て
住
民
が
参
加
す
る
環
境
活

動
を
活
発
化
す
る
。
環
境
学

習
や
自
然
保
全
活
動
、
リ
サ

イ
ク
ル
活
動
な
ど
た
く
さ
ん

の
活
動
が
考
え
ら
れ
る
。

　

私
は
、「
富
山
県
ホ
タ
ル

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

実
現
の
方
策

　

前
回
ま
で
述
べ
て
き
た
よ

う
に
２
月
８
日
、
富
山
県
立

イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
資
料
館
で

開
催
さ
れ
た
「
イ
タ
イ
イ
タ

イ
病
を
考
え
る
県
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
で
、「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
」と
題
し
て
講
演
を
行
っ

た
が
、
こ
の
時
の
内
容
を
基

礎
に
し
て
本
稿
を
執
筆
し
て

い
る
。
講
演
で
は
イ
タ
イ
イ

タ
イ
病
の
被
害
を
教
訓
に
し

て
、地
域
社
会
で
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
を
実
現
す
る
た
め
の

方
策
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
具

体
化
す
る
た
め
に
３
項
目
の

方
策
を
話
し
た
。
第
１
項
目

と
第
２
項
目
は
前
回
述
べ
た

が
、
全
体
像
を
把
握
し
て
も

ら
う
た
め
、
重
複
を
避
け
な

が
ら
こ
れ
に
つ
い
て
若
干
述

べ
る
こ
と
に
す
る
。

　

第
１
は
、
優
れ
た
環
境
の

創
生
で
あ
る
。
イ
タ
イ
イ
タ

イ
病
は
、
環
境
に
筆
舌
を
尽

く
し
が
た
い
ほ
ど
の
被
害
を

与
え
た
。
環
境
の
重
要
性
を

誰
よ
り
も
知
っ
て
い
る
の

は
、
被
害
地
域
の
住
民
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
被
害
を
回
復

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
他
の

地
域
の
模
範
に
な
る
よ
う
に

優
れ
た
環
境
を
創
生
し
て
欲

し
い
と
訴
え
た
。

19
世
紀
後
半
に
イ
ギ
リ
ス

で
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト

の
創
設
者
の
一
人
で
あ
る
オ

ク
タ
ヴ
ィ
ア
・
ヒ
ル
は
、
環

境
が
健
康
の
基
盤
で
あ
る
と

環
境
福
祉
か
ら
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
見
る

環
境
福
祉
か
ら
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
見
る（（
1111
））

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
社
会
が
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
推
進

環
境
福
祉
学
講
座 191

踏
ま
え
れ
ば
、
現
行
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
需
給
構
造
は
、
も
は

や
経
済
合
理
性
の
み
に
よ
っ

て
正
当
化
で
き
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

我
々
が
掲
げ
た
目
標
は
、

単
な
る
環
境
対
策
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

を
輸
入
か
ら
国
内
生
産
へ
と

切
り
替
え
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
国
家
」
へ
の
変
革
は
、

国
家
の
生
存
を
か
け
た
安
全

保
障
そ
の
も
の
な
の
で
す
。

　

気
候
変
動
問
題
が
深
刻
な

状
況
に
あ
る
中
、
化
石
資
源

を
掘
り
起
こ
し
て
使
う
「
採

掘
文
明
」
か
ら
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
賢
く
使
う
文
明
へ

と
、
日
本
が
先
頭
を
切
っ
て

転
換
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。徹

底
し
た「
電
化
」こ
そ
が

最
大
の
省
エ
ネ
手
段

　

―
―
50
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

需
要
を
、
電
気
自
動
車
（
Ｅ

Ｖ
）
や
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
に
よ

る
徹
底
し
た「
電
化
」に
よ
っ

て
23
年
比
で
30
％
減
少
す
る

と
試
算
し
て
い
ま
す
。
一
般

的
に
「
電
化
が
進
め
ば
需
要

は
増
え
る
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
な
ぜ
電

化
が
こ
れ
ほ
ど
の
省
エ
ネ
を

も
た
ら
す
の
か
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　

確
か
に
「
電
力
需
要
」
自

体
は
増
え
ま
す
。
我
々
の
モ

デ
ル
で
は
、
現
在
の
発
電
量

の
２
倍
超
の
電
力
が
必
要
に

な
る
と
見
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
そ
れ
以
上
に
「
そ
れ
ま

で
使
っ
て
い
た
化
石
資
源
」

が
劇
的
に
減
る
た
め
、
総
エ

ネ
ル
ギ
ー
需
要
は
３
割
減
る

の
で
す
。
理
由
は
単
純
で
、

電
気
機
器
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
変

換
効
率
が
、
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン

ジ
ン
な
ど
の
熱
機
関
に
比
べ

て
圧
倒
的
に
高
い
か
ら
で

す
。
例
え
ば
、
ガ
ソ
リ
ン
車

の
エ
ン
ジ
ン
効
率
は
約
30
％

し
か
な
く
、
残
り
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
熱
と
し
て
無
駄
に
捨

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

Ｅ
Ｖ
に
替
え
れ
ば
、
モ
ー

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
わ
ず
か

５
％
（
25
万
㌶
）
を
活
用
す

る
だ
け
で
、
現
在
の
総
発
電

量
の
３
割
、
３
０
０
テ
ラ
㍗

時
と
い
う
膨
大
な
電
力
を
生

み
出
せ
ま
す
。
下
で
農
作
物

を
作
り
、
そ
の
上
で
太
陽
光

発
電
を
行
う
営
農
型
は
、
景

観
上
も
美
し
く
、
地
域
と
の

共
生
も
容
易
で
す
。
千
葉
エ

コ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
実

験
で
は
、
野
菜
栽
培
と
発
電

の
併
用
が
十
分
可
能
で
あ
る

こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
ま

す
。
作
物
に
よ
っ
て
は
、
適

度
な
日
陰
が
プ
ラ
ス
に
働
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、

牧
草
で
あ
れ
ば
タ
ン
パ
ク
質

含
有
量
が
増
え
る
と
い
う

デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、

夏
場
の
家
畜
の
熱
中
症
対
策

に
も
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
重
要
な
の
は
経
済

効
果
で
す
。
１
㌶
当
た
り
の

農
業
収
入
が
３
０
０
万
円
の

土
地
で
、
売
電
収
入
が
２
千

万
円
入
っ
て
く
る
計
算
に
な

り
ま
す
。
現
在
、
日
本
の
第

一
次
産
業
の
規
模
は
約
10
兆

円
で
す
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸

入
に
支
払
っ
て
い
る
30
兆
円

を
国
内
の
農
家
に
回
せ
ば
、

産
業
規
模
は
40
兆
円
に
増
大

し
ま
す
。
こ
れ
な
ら
若
い
人

た
ち
も
喜
ん
で
戻
っ
て
き
ま

す
よ
。
第
一
次
産
業
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
産
業
を
併
設
し
て

ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
さ
せ
る
。

こ
れ
が
私
の
狙
い
で
す
。

（
２
面
へ
続
く
）

タ
ー
の
効
率
は
９
割
程
度
で

す
。つ
ま
り
、Ｅ
Ｖ
化
に
よ
っ

て
電
気
の
消
費
は
増
え
ま
す

が
、
そ
の
増
分
は
削
減
さ
れ

る
ガ
ソ
リ
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

３
分
の
１
程
度
で
済
む
の
で

す
。
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
も
同
様

で
、
投
入
す
る
電
力
の
３
倍

以
上
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
３
以
上
）
を
生
み
出
す

こ
と
が
で
き
、
ガ
ス
よ
り
も

電
気
の
方
が
３
分
の
１
近
く

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
少
な
く

で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
需
要

側
で
の
効
率
化
に
加
え
、
供

給
側
で
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ロ

ス
の
大
き
い
火
力
発
電
（
熱

効
率
40
〜
60
％
）
を
再
エ
ネ

に
置
き
換
え
る
こ
と
で
、
ダ

ブ
ル
の
省
エ
ネ
効
果
が
生
ま

れ
ま
す
。
電
化
こ
そ
が
最
大

の
省
エ
ネ
手
段
な
の
で
す
。

一
次
産
業
を
40
兆
円
の
巨
大

産
業
へ
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド

　

―
―
供
給
側
で
は
太
陽
光

発
電
、
中
で
も
「
営
農
型
太

陽
光
発
電
（
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
）」
を
柱
の
一
つ
に

挙
げ
て
い
ま
す
。
日
本
の
農

地
が
巨
大
な
発
電
所
に
変
わ

る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
通
り
で
す
。
今
、
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
適
地
は
枯
渇

し
、
景
観
破
壊
な
ど
に
よ
る

地
域
住
民
の
反
対
も
根
強

い
。
そ
こ
で
注
目
し
た
の
が

農
地
で
す
。
日
本
に
は
約
５

０
０
万
㌶
の
農
地
、
牧
草
地

の
ほ
か
耕
作
放
棄
地
な
ど
が

プ
ラ
チ
ナ
構
想
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
長

小
宮
山
宏
氏
に
聞
く

２
０
５
０
年
、日
本
を「
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
国
家
」へ

総
需
要
の
８
割
を
再
エ
ネ
で
供
給
す
る
国
家
戦
略
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再
資
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化
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衆
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過
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ギ
ー
危
機
に
核
融
合
で
対
抗

�

欧
社
・
機
関
が
連
名
で 

欧
州
全
域
の
戦
略
策
定
訴
え

医
療
施
設
の
気
候
変
動
対
応

Ｗ
Ｈ
Ｏ 

強
靱
な
施
設
へ
ツ
ー
ル
開
発

焼
酎
と
コ
ー
ヒ
ー
が
エ
ネ
循
環
で
タ
ッ
グ

�

都
城
市
×
霧
島
酒
造
×
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス

石原環境相

脱
炭
素
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
／
環
境
総
合

「営農型太陽光」実装し成功事例を積み上げる
安全保障としての再エネ国産化を

話
す
」
な
ど
と
応
じ
た
が
、

そ
の
後
の
記
者
会
見
で
「（
本

人
が
）
目
の
前
に
い
た
の
で

発
言
し
た
が
現
実
は
難
し
い
」

と
述
べ
、
患
者
団
体
な
ど
か

ら
反
発
を
受
け
て
い
た
。

　

12
日
の
会
見
で
は
、
言
葉

足
ら
ず
だ
っ
た
こ
と
を
釈
明

し
た
後
、「
要
望
は
今
後
も

さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
し
っ

か
り
と
市
に
伝
え
て
い
き
た

い
」
と
、
患
者
側
に
寄
り
添

う
姿
勢
を
示
し
た
。　

　

水
俣
病
は
公
式
確
認
か
ら

70
年
を
迎
え
た
。
原
因
不
明

の
脳
症
状
を
示
す
患
者
が
入

院
し
た
と
、
水
俣
市
の
保
健

所
に
報
告
が
あ
っ
た
の
は

１
９
５
６
年
５
月
１
日
。
だ

が
、
原
因
企
業
チ
ッ
ソ
の
工

場
か
ら
海
に
排
出
さ
れ
た
メ

チ
ル
水
銀
が
原
因
だ
と
の
公

式
見
解
を
国
が
発
表
し
た
の

は
12
年
後
の
68
年
だ
っ
た
。

チ
ッ
ソ
に
よ
る
隠
ぺ
い
や
行

政
対
応
の
遅
れ
に
よ
っ
て
被

害
は
拡
大
し
た
。

　

企
業
活
動
の
制
約
が
高
度

経
済
成
長
へ
水
を
差
し
か
ね

な
い
と
の
懸
念
も
背
景
に

あ
っ
た
。
チ
ッ
ソ
が
生
産
し

た
肥
料
や
化
学
製
品
は
戦
後

の
食
糧
増
産
や
工
業
化
に
大

き
く
寄
与
し
、
国
民
全
体
が

恩
恵
を
受
け
た
。
反
面
、
生

じ
た
ひ
ず
み
で
一
部
地
域
の

住
民
は
取
り
返
し
が
で
き
な

い
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。

　

そ
し
て
今
も
、
解
決
し
て

い
な
い
。
当
事
者
は
高
齢
化

が
進
む
。
水
俣
病
を
巡
る
患

者
認
定
や
、
救
済
対
象
者
の

線
引
き
を
巡
る
訴
訟
が
各
地

で
続
い
て
い
る
。

　

国
が
77
年
に
示
し
た
患
者

の
認
定
基
準
は
、
感
覚
障
害

や
視
野
狭
さ
く
な
ど
複
数
の

症
状
の
組
み
合
わ
せ
を
求
め

る
。
厳
格
化
で
申
請
の
棄
却

が
続
出
し
、
こ
の
頃
か
ら
訴

訟
が
相
次
い
だ
。
こ
れ
ま
で

　

石
原
宏
高
環
境
相
は
12
日

の
閣
議
後
記
者
会
見
で
、
福

祉
支
援
を
巡
る
水
俣
病
患
者

の
要
望
に
対
応
す
る
意
向
を

示
し
た
後
、
一
転
し
て
「
現

実
は
難
し
い
」
と
発
言
し
た

こ
と
に
関
し
て
、「
水
俣
市
長

に
は
し
っ
か
り
と
伝
え
た
。

（
そ
の
後
の
）
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
は
各
地
方
自
治
体
の
判

断
に
な
る
」
と
述
べ
た
。

　

今
月
１
日
に
営
ま
れ
た
犠

牲
者
慰
霊
式
に
合
わ
せ
て
熊

本
県
水
俣
市
を
訪
れ
た
石
原

氏
に
、
胎
児
性
患
者
の
金
子

雄
二
さ
ん（
70
）ら
が
、
同
市

の
障
害
者
支
援
事
業
に
よ
る

訪
問
入
浴
介
護
の
利
用
申
請

が
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
る
65
歳
以
上
で
あ
る

こ
と
な
ど
を
理
由
に
退
け
ら

れ
た
こ
と
に
善
処
を
求
め
た
。

石
原
氏
は
「
私
か
ら
市
長
に

に
患
者
と
認
定
さ
れ
た
の

は
、
熊
本
、
鹿
児
島
、
新
潟

の
３
県
で
約
３
千
人
と
延
べ

申
請
者
数
の
１
割
に
満
た
な

い
。
政
府
は
２
度
に
わ
た
り

一
時
金
の
支
給
と
い
っ
た

「
政
治
決
着
」
を
図
っ
た
も

の
の
、
そ
の
枠
組
み
か
ら
も

漏
れ
る
人
が
相
次
い
だ
。
政

府
の
一
連
の
対
応
に
は
、
救

済
対
象
を
絞
ろ
う
と
す
る
傾

向
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
一
定
の
基
準
が
必
要

だ
と
し
て
も
、
居
住
地
な
ど

に
よ
る
線
引
き
に
は
無
理
が

あ
る
。
訴
訟
が
続
く
の
も
救

済
が
不
十
分
だ
か
ら
だ
。

　

ま
ず
急
ぐ
べ
き
は
、
09
年

に
成
立
し
た
水
俣
病
被
害
者

救
済
法
に
も
定
め
ら
れ
て
い

る
住
民
の
健
康
調
査
だ
。
国

に
よ
る
健
康
調
査
は
一
度
も

実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
環
境

省
は
今
年
度
か
ら
千
人
規
模

　

筆
者
が
か
つ
て
勤
務
し
て

い
た
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
は
、

郵
政
省
（
当
時
）
の
委
託
で

情
報
流
通
セ
ン
サ
ス
の
計
量

化
を
行
っ
て
い
た
。
放
送
、

新
聞
・
雑
誌
、
電
話
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
、
郵
便
等
に
お

け
る
情
報
の
発
信
・
消
費
等

の
量
を「
ワ
ー
ド（
単
語
数
）」

と
い
う
単
位
で
計
量
化
し
、

メ
デ
ィ
ア
間
の
比
較
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
た
。
し
か

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
情
報
流
通
が
飛
躍
的
に
増

加
し
、
他
の
メ
デ
ィ
ア
に
よ

る
情
報
流
通
量
を
圧
倒
し
た

た
め
、
こ
の
計
量
は
意
味
を

な
さ
な
く
な
っ
た
。そ
の
後
、

第 25回

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
普
及
が
急
激
に
進
み
、
さ

ら
に
コ
ロ
ナ
禍
で
の
オ
ン
ラ

イ
ン
ワ
ー
ク
、
そ
し
て
Ａ
Ｉ

の
高
度
化
と
普
及
が
あ
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情

報
流
通
量
は
指
数
関
数
的
な

増
加
を
し
て
き
て
い
る
。
総

務
省
の
最
新
統
計
に
よ
れ

ば
、
日
本
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
者
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
の
ト
ラ
フ
ィ
ッ

ク
は
２
０
２
０
年
頃
か
ら
増

加
を
始
め
、
コ
ロ
ナ
前
後
で

お
よ
そ
３
倍
に
膨
れ
上
が
っ

て
い
る
。

　

人
・
物
・
情
報
の
う
ち
、

戦
後
の
高
度
経
済
成
長
期
に

は
、
人
口
増
加
と
物
質
消
費

が
経
済
成
長
を
牽
引
し
て
き

た
。
し
か
し
人
口
も
物
の
消

費
も
頭
打
ち
と
な
り
、
代

わ
っ
て
情
報
量
だ
け
が
拡
大

を
続
け
る
時
代
に
入
っ
て
い

る
。
い
ま
や
人
類
の
脳
が
処

理
し
き
れ
な
い
量
の
情
報
が

生
産
・
蓄
積
さ
れ
、
そ
の
多

く
は
「
情
報
ご
み
」
と
化
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
情
報
過

多
の
環
境
の
な
か
で
浮
上

し
て
き
た
の
が
、「
注
意
経

済
（
ア
テ
ン
シ
ョ
ン
・
エ
コ

ノ
ミ
ー
）」
で
あ
る
。
注
意

経
済
と
は
、
情
報
そ
の
も
の

で
は
な
く
、
人
々
が
そ
れ
に

向
け
る
「
注
意
」
を
希
少
な

資
源
と
み
な
し
、
そ
の
獲
得

量
が
広
告
収
入
や
売
上
、
社

会
的
影
響
力
を
左
右
す
る
と

い
う
経
済
原
理
の
こ
と
を
指

す
。
こ
の
発
想
自
体
は
目
新

し
い
も
の
で
は
な
い
。
１
９

　

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
観

点
か
ら
見
る
と
、
注
意
経
済

に
は
少
な
く
と
も
３
つ
の
問

題
が
あ
る
。
第
１
に
、
注
意

を
ひ
き
つ
け
る
た
め
に
は

常
に
新
し
さ
が
要
求
さ
れ
る

こ
と
の
弊
害
で
あ
る
。
新
し

い
製
品
の
開
発
が
促
さ
れ
、

そ
れ
へ
の
関
心
喚
起
が
駆
使

さ
れ
、
消
費
が
拡
大
さ
れ

る
。
つ
ま
り
、
古
い
も
の
や

長
く
使
う
こ
と
の
価
値
が
低

下
し
、
買
い
替
え
が
促
進
さ

れ
、
環
境
負
荷
が
増
大
す
る

の
で
な
い
だ
ろ
う
か
。
第

２
に
、
時
々
の
細
切
れ
の
娯

楽
や
炎
上
に
関
心
が
向
け

ら
れ
、
し
っ
か
り
と
学
び
、

じ
っ
く
り
と
考
え
る
べ
き

社
会
問
題
へ
の
注
意
が
低

下
す
る
危
惧
で
あ
る
。
長
期

よ
り
も
刹
那
的
な
思
考
が
高

ま
り
、
ま
た
熟
慮
の
機
会
が

希
薄
化
し
て
い
く
と
、
社
会

構
造
に
由
来
す
る
問
題
の

根
本
的
解
決
は
ま
す
ま
す

先
送
り
と
な
る
。
第
３
に
、

注
意
を
集
め
る
対
象
が
特
定

の
ア
ク
タ
ー
に
集
中
す
る
こ

と
で
、
注
意
外
の
ア
ク
タ
ー

が
ま
す
ま
す
周
縁
化
す
る
。

注
意
を
集
め
る
の
は
大
企
業

や
有
名
人
、
羨
望
の
対
象
と

な
る
人
々
に
な
る
だ
ろ
う
。

そ
の
結
果
、
周
縁
に
い
る
ア

ク
タ
ー
は
ま
す
ま
す
周
縁
化

さ
れ
、
注
意
経
済
の
恩
恵
を

得
る
こ
と
が
な
く
、
格
差
が

拡
大
し
て
い
く
可
能
性
が
あ

る
。　

　

で
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
。
注
意
経
済
が
は
び
こ
る

情
報
環
境
の
中
で
、
情
報
と

自
分
の
状
況
を
俯
瞰
的
に

捉
え
て
客
観
視
を
す
る
力
、

す
な
わ
ち「
認
知
的
自
律
力
」

を
市
民
一
人
ひ
と
り
が
高
め

る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
そ

の
力
を
高
め
る
た
め
の
学
校

教
育
や
社
会
で
の
学
習
機
会

を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
情
報
の
提

供
側
に
お
い
て
は
、
特
定
の

情
報
を
増
殖
さ
せ
す
ぎ
な
い

よ
う
に
、
お
す
す
め
表
示

の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
見
直

す
こ
と
も
必
要
で
は
な
い

か
。
滞
在
時
間
や
ク
リ
ッ

ク
数
だ
け
で
な
く
、
情
報
の

多
様
性
や
公
共
性
、
利
用
者

の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
へ
の

影
響
と
い
っ
た
観
点
を
評
価

軸
に
含
め
て
い
く
仕
組
み
を

つ
く
る
こ
と
が
、
注
意
経
済

と
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
両

立
さ
せ
る
た
め
に
求
め
ら
れ

る
。

時
間
、
ク
リ
ッ
ク
数
、
コ
メ

ン
ト
数
と
い
っ
た
指
標
で

ユ
ー
ザ
ー
の
注
意
の
量
が
細

か
く
計
測
さ
れ
、
そ
の
数
字

に
応
じ
て
広
告
収
入
等
が
配

信
者
に
分
配
さ
れ
る
。
ま

た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
サ
イ

ト
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
等
で
表
示

さ
れ
る
「
あ
な
た
へ
の
お
す

す
め
」
も
、
閲
覧
履
歴
や
購

買
履
歴
等
を
も
と
に
、
関
心

を
引
き
そ
う
な
情
報
を
優
先

的
に
提
示
す
る
仕
組
み
で
あ

り
、
注
意
経
済
の
重
要
な
装

置
に
な
っ
て
い
る
。
Ａ
Ｉ
の

普
及
に
よ
っ
て
、
情
報
の
生

成
量
は
い
っ
そ
う
増
え
、「
お

す
す
め
」の
精
度
も
高
ま
る
。

今
後
も
、
注
意
経
済
は
社
会

の
隅
々
に
ま
で
浸
透
し
て
い

く
だ
ろ
う
。

武
蔵
野
大
学
工
学
部
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
学
科
教
授
　

白
井 

信
雄

キ
ー
ワ
ー
ド　

 

で
考
え
る

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

６
０
年
代
に
は
ハ
ー
バ
ー

ト
・
サ
イ
モ
ン
が
、
情
報
が

豊
富
に
な
る
ほ
ど
注
意
は
希

少
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
。

そ
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
黎

明
期
の
97
年
、
米
国
の
社
会

学
者
マ
イ
ケ
ル
・
ゴ
ー
ル
ド

ハ
ー
バ
ー
が
こ
の
名
称
を
用

い
、
人
々
の
注
意
そ
の
も
の

が
貨
幣
の
よ
う
な
価
値
を
持

つ
新
し
い
経
済
の
姿
を
指
摘

し
た
。

　

注
意
に
経
済
価
値
が
付
与

さ
れ
、「
ど
れ
だ
け
注
意
を

集
め
る
か
」
が
競
争
の
軸
と

な
る
仕
組
み
が
経
済
の
中
核

の
一
つ
と
な
り
つ
つ
あ
る
、

こ
れ
が
注
意
経
済
で
あ
る
。

具
体
例
と
し
て
ユ
ー
チ
ュ
ー

バ
ー
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー

が
あ
る
。
視
聴
回
数
や
視
聴

注
意
経
済（
ア
テ
ン
シ
ョ
ン・エ
コ
ノ
ミ
ー
）に
お
け
る
認
知
的
自
律

　
―
―
一
方
で
、
太
陽

光
パ
ネ
ル
な
ど
の
主
要

デ
バ
イ
ス
を
中
国
な
ど

の
特
定
国
に
依
存
し
て

い
る
現
状
へ
の
危
機
感

も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
産
化
に
向
け
た
具
体

的
な
処
方
箋
は
何
で

し
ょ
う
か
。

　

現
在
、
中
国
の
主
要

パ
ネ
ル
メ
ー
カ
ー
は
過

剰
生
産
に
よ
る
赤
字
に

苦
し
ん
で
お
り
、
販
売

価
格
が
原
材
料
費
と
ほ

ぼ
変
わ
ら
な
い
と
い
う

異
常
な
事
態
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
状
況
で
、
生

産
に
乗
り
出
す
民
間
企

業
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
一
国
に
デ

バ
イ
ス
を
独
占
さ
れ
る

こ
と
は
、
将
来
の
輸
出

規
制
や
価
格
高
騰
の
リ

ス
ク
を
抱
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
レ
ア
ア
ー

ス
の
教
訓
を
忘
れ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

　

日
本
は
、
初
期
投
資

の
全
額
補
助
や
、
製
品

の
適
正
価
格
で
の
買
い

取
り
保
証
を
行
っ
て
で

も
、
一
定
の
生
産
能
力

を
国
内
に
確
保
す
べ
き

で
す
。
こ
れ
は
安
全
保

障
上
の
必
要
経
費
で
あ

り
、
次
世
代
へ
の
投
資

で
す
。

　

も
う
一
点
、
大
事
な

�

（
１
面
か
ら
）

技
術
革
新
が
「
ゲ
ー
ム

チ
ェ
ン
ジ
」
を
起
こ
す

　
―
―
風
力
発
電
や
地
熱
発

電
に
つ
い
て
も
、
具
体
的
な

普
及
拡
大
に
つ
い
て
提
言
さ

れ
て
い
ま
す
ね
。

　

日
本
は
四
方
を
海
に
囲
ま

れ
て
い
ま
す
か
ら
、
太
陽
光

と
並
び
、
洋
上
風
力
発
電
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
高
く
、
開

発
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
特
に
排
他
的
経
済
水
域

（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
で
の
浮
体
式
洋

上
風
力
は
不
可
欠
で
す
。
課

題
の
一
つ
は
「
重
さ
」
で
す

が
、
ナ
セ
ル
（
風
車
上
部
の

発
電
装
置
）
の
重
量
を
３
分

の
１
か
ら
５
分
の
１
に
軽
量

化
で
き
る
革
新
的
な
技
術
が

出
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
が

実
用
化
さ
れ
れ
ば
、
浮
体
式

風
力
は
一
気
に
「
ゲ
ー
ム

チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
」
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
発
電
サ
イ
ト
が

陸
か
ら
遠
い
場
合
、
海
底

ケ
ー
ブ
ル
に
頼
ら
ず
、
発
電

サ
イ
ト
で
蓄
電
池
に
貯
め
た

り
、
水
素
な
ど
に
変
換
し
て

運
搬
す
る
方
法
も
有
力
で

す
。
蓄
電
池
を
積
ん
だ
「
電

気
運
搬
船
」
で
大
需
要
地
に

電
力
を
運
ぶ
「
エ
ナ
ジ
ー
ア

ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
。「
資
源

の
循
環
と
地
域
と
の
つ
な
が

り
が
生
み
出
す
、
み
ん
な
の

"
い
こ
い
"
の
場
」
と
し
て
、

１
月
27
日
に「KIRISHIMA 

GREENSHIP icoia

（
イ

コ
イ
ア
）」
を
開
業
し
た
。

イ
コ
イ
ア
で
は
、
両
社
の
事

業
活
動
に
よ
り
排
出
さ
れ
る

「
焼
酎
か
す
」
や
「
コ
ー
ヒ
ー

か
す
」
を
用
い
た
堆
肥
づ
く

り
の
実
験
と
い
っ
た
、
資
源

循
環
を
体
験
で
き
る
顧
客
参

加
型
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
す
る
な
ど
、
両
社
の
強

み
を
生
か
し
た
地
域
社
会
や

自
然
環
境
に
前
向
き
な
ア
ク

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
。

　

同
協
定
の
目
的
は
、
霧
島

酒
造
の
焼
酎
製
造
工
程
で
発

生
す
る
副
産
物
で
あ
る
「
焼

酎
か
す
」
と
、
ス
タ
ー
バ
ッ

ク
ス
の
コ
ー
ヒ
ー
を
抽
出
し

た
後
に
排
出
さ
れ
る
「
コ
ー

ヒ
ー
か
す
」
を
再
生
利
用
し

て
廃
棄
物
の
削
減
お
よ
び
地

域
資
源
の
循
環
利
用
の
促
進

に
貢
献
す
る
こ
と
で
、
２
社

は
す
で
に
３
月
２
日
か
ら
協

業
を
開
始
。
都
城
市
内
の
ス

タ
ー
バ
ッ
ク
ス
２
店
舗
か
ら

排
出
さ
れ
る
「
コ
ー
ヒ
ー
か

す
」
を
、
霧
島
酒
造
が
運
営

す
る
焼
酎
か
す
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ン
ト
に
受
け
入
れ
て
い

る
。
そ
の
量
は
１
日
当
た
り

約
20
㌔
㌘
で
、
こ
れ
を
メ
タ

ン
発
酵
処
理
す
る
こ
と
で
、

約
２
・
２
立
方
㍍
の
バ
イ
オ

ガ
ス
（
約
１
・
４
世
帯
分
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
）
が
発
生
。
都
市

ガ
ス
使
用
量
の
削
減
に
よ
り
、

年
間
０
・
９
㌧
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減

に
つ
な
が
る
見
込
み
。

　

宮
崎
県
都
城
市
お
よ
び
霧

島
酒
造
と
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス 

コ
ー
ヒ
ー 

ジ
ャ
パ
ン
は
４

月
27
日
、「
焼
酎
か
す
と
コ
ー

　

多
量
の
事
業
用
太
陽
電
池

の
廃
棄
者
に
対
す
る
廃
棄
実

施
計
画
の
届
出
義
務
付
け
な

ど
を
柱
と
す
る
太
陽
電
池
廃

棄
物
再
資
源
化
推
進
法
案
が

12
日
、
衆
院
本
会
議
で
原
案

取
り
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ

た
。
ま
た
、
４
月
28
日
の
衆

院
環
境
委
員
会
（
宮
路
拓
馬

委
員
長
、
自
民
）
で
は
、
同

法
案
に
対
し
、
費
用
負
担
の

あ
り
方
を
検
討
し
措
置
す
る

こ
と
な
ど
計
６
項
目
の
付
帯

決
議
が
議
決
さ
れ
た
。

　

付
帯
決
議
に
よ
る
と
、
第

１
に
、
太
陽
電
池
の
廃
棄
量

の
抑
制
と
廃
棄
の
平
準
化
を

図
る
た
め
、
太
陽
電
池
の
長

期
間
の
使
用
お
よ
び
再
使
用

を
促
進
す
る
た
め
の
必
要
な

措
置
を
早
急
に
講
ず
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

　

第
２
に
、
太
陽
光
発
電
設

備
の
解
体
等
お
よ
び
同
廃
棄

物
の
再
資
源
化
等
の
実
施
に

要
す
る
費
用
の
負
担
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
太
陽
電
池
の

大
量
廃
棄
に
可
能
な
限
り
先

立
ち
検
討
を
加
え
、
所
要
の

措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

　

第
３
に
、
同
廃
棄
物
の
再

資
源
化
等
が
持
続
可
能
に
実

施
さ
れ
る
体
制
を
速
や
か
に

確
立
す
る
た
め
、
再
資
源
化

等
に
よ
る
環
境
影
響
の
可
視

化
お
よ
び
資
源
の
循
環
利
用

の
促
進
を
図
る
態
勢
の
整
備

等
に
つ
い
て
所
要
の
措
置
を

講
ず
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

第
４
に
、
太
陽
光
発
電
設

備
の
設
置
、
運
用
お
よ
び
撤

去
に
当
た
り
、
放
置
対
策
も

含
め
生
態
系
な
ど
環
境
影
響

を
回
避
・
軽
減
し
、
ま
た
地

域
経
済
へ
資
す
る
も
の
と
な

る
よ
う
、
地
域
と
の
共
生
を

基
本
と
し
た
施
策
の
実
施
に

努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

第
５
に
、
第
７
条
の
規
定

に
基
づ
く
判
断
基
準
は
、
設

置
済
み
の
太
陽
電
池
の
耐
用

年
数
の
確
認
と
そ
の
結
果
を

踏
ま
え
た
長
期
使
用
ま
た
は

再
使
用
を
事
業
者
に
求
め
て

廃
棄
量
の
抑
制
の
徹
底
を
図

る
も
の
と
す
る
ほ
か
、
同
廃

棄
物
の
最
大
限
の
リ
サ
イ
ク

ル
を
目
指
し
て
不
断
に
見
直

し
、
適
切
な
時
期
に
段
階
的

に
強
化
さ
れ
る
も
の
と
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

　

最
後
に
、
付
則
第
４
条
の

規
定
に
基
づ
く
太
陽
電
池
の

廃
棄
の
抑
制
お
よ
び
同
廃
棄

物
の
再
資
源
化
等
の
推
進
に

係
る
制
度
の
あ
り
方
の
検
討

に
つ
い
て
は
、
施
行
後
３
年

を
目
途
に
行
う
こ
と
と
し
、

そ
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

イ
ラ
ン
ド
構
想
」
も
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

地
熱
に
つ
い
て
い
え
ば
、

日
本
は
世
界
有
数
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
あ
り
ま
す
。
温
泉

地
で
の
合
意
形
成
な
ど
開
発

の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
従
来
型

で
は
な
く
、
地
下
３
千
～

５
千
㍍
の
「
大
深
度
超
臨
界

地
熱
発
電
」
に
期
待
し
て

い
ま
す
。
こ
の
深
さ
な
ら

４
０
０
～
５
０
０
℃
程
度
の

超
臨
界
水
を
取
り
出
せ
る
の

で
、
大
型
火
力
発
電
所
並
み

の
高
効
率
が
得
ら
れ
ま
す
。

ミ
リ
波
で
岩
盤
を
掘
削
す
る

よ
う
な
新
技
術
を
使
え
ば
、

場
所
を
選
ば
ず
に
発
電
が
可

能
で
す
。
例
え
ば
、
既
存
の

石
炭
火
力
発
電
所
の
跡
地
な

ど
で
発
電
す
れ
ば
、
既
存
の

送
電
イ
ン
フ
ラ
も
そ
の
ま
ま

活
用
で
き
、
ま
さ
に
リ
プ
レ

イ
ス
メ
ン
ト
が
成
立
し
ま

す
。

　
―
―
再
エ
ネ
が
余
る
時
に

需
要
を
創
出
す
る
「
上
げ
Ｄ

Ｒ
（
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン

ス
）」
の
活
用
に
つ
い
て
も
、

具
体
的
な
効
果
や
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
を
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
は
「
需
要
に
合

わ
せ
て
発
電
」
し
て
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
「
発

電
に
合
わ
せ
て
需
要
を
動

か
す
」
時
代
で
す
。
上
げ
Ｄ

Ｒ
は
、
電
力
量
料
金
単
価
が

安
い
時
間
帯
に
稼
働
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
シ
フ
ト
し
て
生

産
を
行
う
た
め
、
電
気
料
金

を
抑
え
、
生
産
コ
ス
ト
を
低

減
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。 

　

九
州
や
北
海
道
で
再
エ
ネ

が
余
っ
た
時
、
電
炉
で
の
鉄

鋼
生
産
や
Ｌ
Ｌ
Ｍ
（
大
規
模

言
語
モ
デ
ル
）
の
機
械
学
習

と
い
っ
た
電
力
多
消
費
型
の

プ
ロ
セ
ス
を
集
中
さ
せ
る
の

で
す
。
実
際
に
、
東
京
製
鐵

が
九
州
電
力
の
余
剰
電
力
を

活
用
し
て
安
価
な
電
力
で
電

炉
を
動
か
す
事
例
も
出
て
い

ま
す
。
上
げ
Ｄ
Ｒ
を
徹
底
す

れ
ば
、
33
年
に
は
潜
在
的
な

電
力
抑
制
量
の
最
大
48
％
を

吸
収
で
き
、
高
価
な
蓄
電
池

の
設
置
を
最
小
限
に
抑
え
る

こ
と
が
可
能
と
試
算
し
て
い

ま
す
。
特
に
電
力
多
消
費
型

産
業
に
お
い
て
は
、
よ
り
価

格
競
争
力
の
あ
る
製
品
を
生

産
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
競
争
力
を
高
め

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

若
者
を
主
体
と
し
た

社
会
実
装
の
加
速

の
は
パ
ネ
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル

で
す
。
日
本
に
は
リ
サ
イ
ク

ル
技
術
も
あ
り
ま
す
か
ら
、

早
く
循
環
シ
ス
テ
ム
を
完
備

し
ま
し
ょ
う
。

　
―
―
若
者
の
環
境
意
識
は

高
い
一
方
で
、「
生
活
水
準

を
落
と
し
て
も
よ
い
」
と
考

え
る
人
は
少
な
い
と
い
う
調

査
結
果
を
受
け
、
大
学
生
を

対
象
と
し
た
活
動
を
重
視
さ

れ
て
い
ま
す
。
次
世
代
を
担

う
若
者
た
ち
に
、
こ
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
「
自
分
た
ち
の
未

来
」
と
し
て
ど
う
捉
え
て
ほ

し
い
と
お
考
え
で
す
か
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
未
来
に
関

し
て
、
社
会
に
正
し
い
情
報

が
行
き
渡
っ
て
い
な
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。「
原
子
力
が

安
く
て
再
エ
ネ
が
高
い
」
と

い
う
古
い
常
識
が
蔓
延
し
て

い
ま
す
が
、
最
近
の
世
界
の

新
設
電
源
の
９
割
以
上
は
再

エ
ネ
で
す
。
安
い
か
ら
で

す
。
こ
の
世
界
の
現
実
は
今

の
学
生
に
伝
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
。
し
か
し
、私
の
経
験
上
、

学
生
は
真
実
を
知
り
「
こ
れ

が
自
分
た
ち
の
未
来
だ
」
と

確
信
す
れ
ば
、
必
ず
自
ら
動

き
出
し
ま
す
。
彼
ら
を
社
会

実
装
の
主
体
と
し
て
巻
き
込

み
、
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
て
い

く
こ
と
が
、
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
現
実
の
も
の
に
す
る
た
め

に
必
要
な
ル
ー
ト
だ
と
信
じ

て
い
ま
す
。

　

―
―
最
後
に
、
こ
の
ビ

ジ
ョ
ン
を「
絵
に
描
い
た
餅
」

に
し
な
い
た
め
の
決
意
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

制
度
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば

実
装
は
進
み
ま
せ
ん
が
、
実

装
が
進
ん
だ
実
態
が
な
け
れ

ば
制
度
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
「
鶏
と
た
ま
ご
」
の
状

況
を
打
破
す
る
た
め
に
、
プ

ラ
チ
ナ
構
想
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
は
４
月
に
「
営
農
型
太
陽

光
発
電
社
会
実
装
推
進
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
」
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
こ
こ
に
は
ク
ボ
タ

や
ヤ
ン
マ
ー
と
い
っ
た
農
業

関
係
の
企
業
、
九
州
電
力
な

ど
の
電
力
会
社
、
そ
し
て
金

融
機
関
や
自
治
体
な
ど
、
約

40
を
超
え
る
組
織
が
参
加
し

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
営
農
型

太
陽
光
発
電
で
の
成
功
事
例

を
一
つ
ず
つ
作
り
、「
こ
れ

な
ら
で
き
る
」
と
い
う
実
感

を
社
会
に
広
め
て
い
き
ま

す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
国
家

は
、
日
本
に
と
っ
て
実
現
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で

す
。
厳
し
い
挑
戦
で
は
あ
り

ま
す
が
、
覚
悟
を
持
っ
て
、

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
邁

進
し
ま
す
。

�

（
聞
き
手
・
野
田
宜
践
）

　

欧
州
の
核
融
合
企
業
・
団

体
は
４
月
29
日
、
イ
ラ
ン
で

の
紛
争
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

危
機
の
長
期
的
な
影
響
に
直

面
し
て
お
り
、
解
決
策
と
し

て
核
融
合
技
術
の
活
用
が
求

め
ら
れ
る
と
の
公
開
書
簡
を

連
名
で
公
表
し
た
。

　

書
簡
は
、
欧
州
が
こ
れ
ま

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
重
要
技
術
、

戦
略
的
原
材
料
の
供
給
に
外

部
依
存
す
る
形
を
続
け
て
き

た
が
、
こ
れ
に
変
化
を
も
た

ら
す
べ
く
核
融
合
技
術
の
導

入
を
検
討
し
て
い
る
と
強
調
。

核
融
合
は
星
を
動
か
す
反
応

と
し
て
地
球
上
で
も
再
現
で

き
、
化
石
燃
料
燃
焼
の
最
大

１
千
万
倍
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

放
出
し
て
Ｃ
Ｏ
２

を
排
出
せ

ず
、
深
刻
な
リ
ス
ク
で
あ
る

メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
や
連
鎖
反
応

も
生
じ
な
い
と
ま
と
め
た
。

主
に
水
素
同
位
体
を
燃
料
と

し
、
海
水
か
ら
重
水
素
を
、

リ
チ
ウ
ム
か
ら
ト
リ
チ
ウ
ム

を
密
閉
燃
料
サ
イ
ク
ル
で
製

造
で
き
る
と
し
て
燃
料
調
達

の
簡
易
さ
を
述
べ
た
。

　

国
際
的
な
動
向
に
も
触
れ

た
。
核
融
合
発
電
所
の
建
設

が
進
め
ら
れ
て
い
る
国
々
と

し
て
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
挙
げ
た
ほ

か
、ア
メ
リ
カ
、中
国
、日
本
、

カ
ナ
ダ
で
は
公
共
支
援
と
民

間
投
資
が
拡
大
し
て
い
る
と

述
べ
た
。
そ
の
上
で
、
欧
州

が
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に

対
す
る
戦
略
を
明
確
に
す
る

こ
と
を
強
く
求
め
た
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
危
機
の
解
決
や
環
境

負
荷
の
低
減
だ
け
で
な
く
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
自
足
や

技
術
的
主
権
の
確
保
、
経
済

の
安
定
化
に
向
け
た
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
同

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
重
要
な
役
割

を
果
た
す
と
訴
え
た
。

　

署
名
し
た
の
は
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
・
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
、

フ
ォ
ー
カ
ス
・
エ
ナ
ジ
ー
、

マ
ー
ベ
ル
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
、

プ
ロ
キ
シ
マ
・
フ
ュ
ー
ジ
ョ

ン
、
ノ
バ
ト
ロ
ン
・
フ
ュ
ー

ジ
ョ
ン
、
ガ
ウ
ス
・
フ
ュ
ー

ジ
ョ
ン
、
Ｄ
Ｗ
Ｅ
、
Ｒ
Ｉ
リ

サ
ー
チ
・
イ
ン
ス
ツ
ル
メ
ン

ツ
、
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
・
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
な
ど
。

ラ
ル
を
実
現
す
る
こ
と
を
目

指
し
、
23
年
に
「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
を
表

明
。
第
２
次
都
城
市
環
境
基

本
計
画
に
基
づ
き
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
や
省

エ
ネ
、
地
下
水
保
全
、
７
月

の
市
民
一
斉
清
掃
な
ど
の
活

動
を
推
進
し
、
自
然
環
境
と

共
生
す
る
持
続
可
能
な
循
環

型
社
会
の
構
築
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

霧
島
酒
造
と
ス
タ
ー
バ
ッ

ク
ス
は
、
お
互
い
が
取
り
組

む
地
域
や
環
境
に
つ
い
て
の

活
動
、
持
続
可
能
な
未
来
へ

の
想
い
に
共
鳴
し
、
22
年
か

ら
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ

ヒ
ー
か
す
で
生
み
出
す
豊
か

な
循
環
型
地
域
社
会
の
構
築

に
関
す
る
連
携
協
定
」
を
締

結
し
た
。
焼
酎
お
よ
び
コ
ー

ヒ
ー
の
製
造
で
発
生
す
る

廃
棄
物
を
バ
イ
オ
ガ
ス
に

活
用
し
て
地
域
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
利
用
す
る
な

ど
、
３
者
で
連
携
し
て
資

源
循
環
を
促
進
し
て
都
城

市
の
循
環
型
社
会
の
構
築

を
目
指
す
。

　

都
城
市
は
、
２
０
５
０

年
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

入
す
る
と
発
表
し
た
。
同

ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
で
緊
急
時
の

対
応
や
気
候
適
応
、
構
造
的

安
全
の
準
備
状
況
を
評
価
す

る
実
践
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を

提
供
す
る
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
全
土
で
は
他

の
西
太
平
洋
地
域
の
国
々
と

同
様
、
洪
水
や
熱
波
、
疾
病

の
発
生
と
い
っ
た
問
題
が
増

え
て
い
る
。
医
療
施
設
は
こ

れ
ら
の
問
題
に
対
応
す
る
最

前
線
に
立
つ
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
資
器
材
へ
の
負

荷
や
労
働
環
境
の
悪
化
と
向

き
合
い
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と

な
る
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る

困
難
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｒ
＋
は
既
存
の

３
つ
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
ツ
ー
ル
で
あ

る
「
病
院
安
全
指
数
」
と

「
気
候
変
動
に
強
い
環
境
に

持
続
可
能
な
医
療
施
設
の
枠

組
み
」、「
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｈ
―
Ｆ
Ｉ

Ｔ
（
水
・
衛
生
・
衛
生
施
設

改
善
ツ
ー
ル
）」
を
統
合
し
、

単
一
の
効
率
的
な
評
価
に
ま

と
め
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
で
は

こ
れ
を
使
い
「
マ
レ
ー
シ
ア

レ
ジ
リ
エ
ン
ト
ヘ
ル
ス
ケ
ア

施
設
（
Ｍ
ｙ
Ｒ
ｅ
Ｈ
Ｆ)

」

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
と
し
て
導

入
。
マ
レ
ー
シ
ア
保
健
省
や

Ｗ
Ｈ
Ｏ
、
パ
ー
ト
ナ
ー
機
関

と
共
同
で
マ
レ
ー
シ
ア
独
自

の
気
候
に
強
靭
で
緊
急
対
応

可
能
な
医
療
施
設
の
推
進
を

目
指
し
国
内
各
地
で
技
術

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
き
現

地
試
験
を
開
始
し
た
。

の
調
査
を
行
う
と
い
う
が
、

手
法
な
ど
を
巡
り
被
害
者
団

体
か
ら
異
論
が
出
て
い
る
。

当
事
者
の
声
に
寄
り
添
い
つ

つ
、
ま
ず
は
全
容
解
明
を
急

ぐ
べ
き
だ
。�

（
小
峰
純
）

　

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）
は
４
月
28
日
、
気
候
変

動
に
対
す
る
医
療
施
設
の
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
を
強
化
す
る
統

合
ツ
ー
ル
「
気
候
・
緊
急
対

応
準
備
（
Ｃ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｒ
＋
）」

ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
を
開
発
し
マ

レ
ー
シ
ア
に
初
め
て
試
験
導

「
水
俣
市
長
に
は
し
っ
か
り
伝
え
た
」

初
の
健
康
調
査
も
被
害
者
の
声
に
寄
り
添
っ
て

ビジョンの概略

締
結
式
の
様
子



（3） 令和 8年（2026 年）5月 13日（水曜日） （第３種郵便物認可）　　（毎週水曜日発行）

環
境
総
合
／
水
・
土
壌
環
境

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
調
査
業
務

�

汚
染
原
因
者
に
浄
化
対
策
求
め
る

流
域
治
水
と
自
然
再
興

ポ
イ
ン
ト
ブ
ッ
ク
を
発
行

�

Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
と
九
大

沖 縄 県

巡視船・重油流出事故で
伊藤前々環境相らが要望

「
総
量
管
理
」に
転
換
を

�
中
環
審
が
答
申

制
度
見
直
し
へ 

栄
養
塩
類
管
理
の
導
入
な
ど

右
か
ら
伊
藤
前
々
環
境
相
、
寺
沢
宮
城

県
漁
協
代
表
理
事
、
森
下
環
境
政
務
官

見
通
し
の
良
い
執
務
エ
リ
ア

（注１）改定後の大気環境基準は 2026 年 3月 1日から実施。
（注 2）�表中の「移行期間の基準値」は 2030 年 12 月 31 日まで適用し、2031 年 1月 1日以降は「基準値」

欄の基準を適用。
（注 3）�1 級基準は国家公園、自然保護区、自然公園及びその他の特別な保護が必要な地域、2級基準は住

居地域、商業交通住居混合地域、文化地域、工業地域及び農村地域に適用される。
（出典：生態環境部等発布の環境大気質基準GB3095―2026 中の表 1をもとに筆者編集）

　

答
申
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま

で
の
９
次
に
わ
た
る
水
質
総

量
削
減
に
よ
り
、
水
質
に
つ

い
て
は
全
体
的
に
は
改
善
し

て
き
て
い
る
も
の
の
、
東
京

湾
と
伊
勢
湾
で
は
底
層
環
境

の
明
確
な
改
善
が
見
ら
れ

ず
、
依
然
と
し
て
貧
酸
素
水

塊
の
拡
大
な
ど
の
課
題
が
残

る
一
方
、
近
年
で
は
一
部
の

海
域
で
栄
養
塩
類
の
不
足
に

よ
る
水
産
資
源
へ
の
影
響
が

あ
る
と
指
摘
。

　

こ
れ
ら
の
入
り
組
ん
だ
課

題
の
解
決
に
は
、
従
来
の
指

定
水
域
全
体
で
の
一
律
な
対

策
で
は
な
く
、
地
域
の
ニ
ー

ズ
や
課
題
等
に
応
じ
、
特
定

の
水
域
ご
と
に
目
指
す
べ
き

水
環
境
の
姿
を
地
域
主
体
で

定
め
、
き
め
細
や
か
な
水
環

境
管
理
へ
の
転
換
を
図
る
こ

と
が
重
要
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
削

減
の
み
を
目
標
と
し
て
き
た

総
量
削
減
制
度
を
「
総
量
管

理
制
度
」
に
転
換
し
、
海
域

の
状
況
が
現
状
よ
り
も
悪
化

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
指

定
水
域
全
体
の
汚
濁
負
荷
の

総
量
を
管
理
す
る
基
本
的
な

枠
組
み
は
維
持
す
る
一
方
、

よ
り
狭
い
範
囲
の
特
定
の
水

域
を
対
象
に
柔
軟
か
つ
順
応

的
に
栄
養
塩
類
の
管
理
を
可

能
と
す
る
「
栄
養
塩
類
管
理

　

ク
ボ
タ
は
１
日
、
本
社
を

グ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
大
阪
へ
移

転
し
た
。
先
立
つ
４
月
27

日
に
は
マ
ス
コ
ミ
関
係
者

を
招
い
て
新
オ
フ
ィ
ス
の
内

覧
会
を
開
催
し
、
本
社
移
転

の
狙
い
や
コ
ン
セ
プ
ト
に

つ
い
て
説
明
し
た
。
新
本
社

は
大
阪
駅
に
隣
接
す
る
「
グ

ラ
ン
グ
リ
ー
ン
大
阪
南
館

パ
ー
ク
タ
ワ
ー
（
地
上
39

階
地
下
３
階
）」
の
15
~
19

階
部
分
、
約
６
４
８
５
坪

（
２
万
１
４
４
１
平
方
㍍
）

で
約
２
６
０
０
人
が
在
籍
す

る
。

　

初
め
に
花
田
晋
吾
代
表
取

締
役
社
長
が
、
本
社
移
転
の

狙
い
や
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い

て
発
表
し
た
。

　
「
社
会
課
題
は
ま
す
ま
す

複
雑
か
つ
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し

事
業
環
境
が
大
き
く
変
化
す

る
中
で
、
ク
ボ
タ
が
持
続
的

に
成
長
し
企
業
価
値
を
高
め

続
け
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
の
進
化
が
求
め
ら
れ

る
。
新
本
社
は
持
続
的
な
成

長
と
企
業
価
値
向
上
の
意
思

を
具
現
化
す
る
場
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
の
ク
ボ
タ
の
新
し

い
価
値
を
生
み
出
す
起
点
に

し
た
い
」
と
語
り
、「
本
社

移
転
は
歴
史
的
な
転
換
点
」

だ
と
強
調
し
た
。

　

農
業
機
械
や
建
設
機
械
、

水
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
製
品

サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
社
会
に

貢
献
し
て
き
た
ク
ボ
タ
。
そ

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
生
か
し
つ
つ
、

既
存
事
業
の
進
化
や
磨
き
上

げ
と
と
も
に
新
規
事
業
の
探

索
に
注
力
す
る
両
利
き
の
経

営
を
推
進
し
て
さ
ら
な
る
成

長
を
遂
げ
る
に
は
、
人
材
の

掛
け
合
わ
せ
や
共
創
を
通
し

た
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
不
可
欠
だ
と
し
、「
つ

な
が
り
と
シ
ナ
ジ
ー
を
日
常

的
に
生
み
出
す
舞
台
」
と
し

て
、
緑
と
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の

融
合
で
あ
り
町

全
体
が
多
様
な

人
々
の
交
流
拠

点
で
あ
る
グ
ラ

ン
グ
リ
ー
ン
大

阪
を
選
ん
だ
と

説
明
し
た
。

　

新
本
社
が
実

現
す
る
の
は
、

役
職
・
年
齢
・

立
場
に
と
ら
わ

れ
ず
自
分
の
意

見
を
率
直
に
伝
え
あ
う
こ
と

が
で
き
、
多
様
性
に
配
慮
し

た
「
誰
も
が
安
心
し
て
働
け

る
環
境
」。
15
、
16
、
18
階

の
執
務
エ
リ
ア
は
、
部
門
ご

と
に
お
お
よ
そ
の
位
置
は
決

ま
っ
て
い
る
が
、
役
職
に
関

わ
ら
ず
基
本
的
に
は
フ
リ
ー

ア
ド
レ
ス
制
で
、
従
業
員
は

物
理
的
な
壁
が
ほ
と
ん
ど
な

い
フ
ラ
ッ
ト
な
空
間
の
中
で

自
由
に
働
け
る
。
車
い
す
等

で
も
楽
に
移
動
で
き
る
広
い

通
路
や
礼
拝
室
、
育
児
と
の

両
立
を
支
援
す
る
キ
ッ
ズ

ル
ー
ム
、
部
門
を
ま
た
い
だ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
期

待
で
き
る
マ
グ
ネ
ッ
ト
ス

ペ
ー
ス
（
カ
フ
ェ
カ
ウ
ン

タ
ー
）
な
ど
を
設
置
す
る
な

ど
、
多
様
な
人
が
働
き
や
す

く
交
流
も
し
や
す
い
オ
フ
ィ

ス
と
な
っ
て
い
る
。

　

19
階
に
は
総
合
受
付
の
ほ

か
、
部
門
や
会
社
の
垣
根
を

越
え
る
「
協
創
エ
リ
ア
」
を

第10次水質
総 量 削 減

　

中
央
環
境
審
議
会
（
環
境
相
の
諮
問
機
関
）
は
７
日
、
東
京
湾
や
伊
勢
湾
、
大
阪
湾
お
よ
び
瀬
戸
内
海
を
指
定
水
域

と
す
る
第
10
次
水
質
総
量
削
減
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
環
境
相
に
答
申
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
指
定
水
域
内
の
特
定

の
水
域
ご
と
に
目
指
す
水
環
境
の
姿
を
実
現
す
る
た
め
、
従
来
の
総
量
削
減
か
ら
「
総
量
管
理
」
へ
の
転
換
を
図
る
。

具
体
的
に
は
、
き
れ
い
で
豊
か
な
海
の
実
現
に
向
け
、
新
た
に
設
け
る
「
総
量
管
理
制
度
」
の
下
で
、
栄
養
塩
類
の
管

理
を
可
能
と
す
る
制
度
を
導
入
す
る
な
ど
と
し
て
い
る
。
目
標
年
度
は
２
０
２
９
年
を
基
本
と
し
て
い
る
。
答
申
を
踏

ま
え
、
環
境
省
は
今
後
、
総
量
削
減
基
本
方
針
の
策
定
を
検
討
す
る
一
方
、
中
環
審
も
水
環
境
制
度
の
見
直
し
に
向
け

た
検
討
を
進
め
る
予
定
。

表　改定後の大気環境基準値

セ
ミ
ナ
ー
・
イ
ベ
ン
ト

■
…
日
本
環
境
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
会
は
23
日
14
時
か

ら
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
気
候

変
動
か
ら
命
を
守
る　

エ
ネ

ル
ギ
ー
危
機
時
代
の
猛
暑
対

策
」
を
開
く
。
会
場
は
山
と

溪
谷
社
23
階
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー

ム
（
東
京
都
千
代
田
区
）。

オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
も
可
能
。

気
候
変
動
に
よ
る
健
康
や
ス

ポ
ー
ツ
へ
の
影
響
に
つ
い
て

専
門
家
を
招
き
、
報
道
関
係

者
と
議
論
す
る
。

　

主
な
登
壇
者
は
猛
暑
と
健

康
と
の
関
係
に
詳
し
い
橋
爪

真
弘
・
東
京
大
学
大
学
院
教

授
、
肱
岡
靖
明
・
国
立
環
境

研
究
所
気
候
変
動
適
応
セ
ン

タ
ー
長
、
長
谷
川
ア
ー
リ
ア

ジ
ャ
ス
ー
ル
氏
（
Ｊ
リ
ー
グ

気
候
ア
ク
シ
ョ
ン
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
）。
Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ　

ｉ

ｓ　

Ｈ
ｏ
ｐ
ｅ
、
山
と
溪
谷

社
と
の
共
催
。

　

参
加
は
無
料
、
申
し
込
み

は
日
本
環
境
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
会
事
務
局
（
地
球
・
人

間
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
。

「
猛
暑
対
策
」入
札
に
有
利

国
交
省 

地
方
整
備
局
工
事
か
ら
試
行

　

先
月
は
久
し
ぶ
り
に
ほ
ぼ

１
カ
月
北
京
に
滞
在
し
て
い

た
が
、
私
の
個
人
的
感
覚
で

は
４
月
は
１
年
の
う
ち
で
最

も
美
し
く
過
ご
し
や
す
い
季

節
に
感
じ
る
。
梅
、
桃
、
桜

の
花
が
順
に
重
な
る
よ
う
に

咲
き
、
続
い
て
海か

い
ど
う棠

の
花
が

満
開
に
な
る
。
日
本
で
は
あ

ま
り
意
識
し
て
見
る
こ
と
が

な
い
海
棠
の
花
だ
が
、
中
国

で
は
美
人
を
形
容
す
る
言
葉

と
し
て
使
わ
れ
る
ほ
ど
有
名

な
美
し
い
花
だ
。
海
棠
の
花

が
散
り
始
め
る
と
、
新
芽
が

伸
び
て
き
た
柳
の
木
か
ら
柳

絮
と
呼
ば
れ
る
白
い
綿
毛
が

一
斉
に
飛
び
始
め
る
。
ま
る

で
雪
が
舞
う
よ
う
で
時
に
は

車
の
視
界
を
遮
る
し
、
鼻
か

ら
吸
い
込
ん
で
し
ま
う
こ
と

も
珍
し
く
な
い
。

　

こ
の
綿
毛
で
ア
レ
ル
ギ
ー

（
花
粉
症
）
を
発
症
す
る
人
も

い
る
。
幸
い
私
は
こ
の
綿
毛

に
は
反
応
せ
ず
、
ま
た
北
京

で
は
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
花
粉

も
飛
ん
で
い
な
い
の
で
、
日

本
で
苦
し
ん
で
い
る
花
粉
症

か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
て

快
適
だ
。
過
ご
し
や
す
い
季

節
に
感
じ
る
大
き
な
理
由
は

こ
れ
か
も
知
れ
な
い
。
５
月

に
な
る
と
す
ぐ
暑
く
な
る
。

　

今
年
１
月
の
連
載
第
１
４

６
回
「
大
気
環
境
基
準
再
び

改
定
強
化
へ
」
で
新
大
気
環

境
基
準
案
の
パ
ブ
コ
メ
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
お
よ
び
新

基
準
値
案
を
紹
介
し
た
が
、

パ
ブ
コ
メ
を
経
て
若
干
表
現

等
が
修
正
さ
れ
、
今
年
３
月

１
日
か
ら
新
基
準
が
実
施（
適

用
）
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

提
案
さ
れ
た
新
基
準
値
自
体

に
変
更
は
な
か
っ
た
が
、
主

要
な
修
正
点
を
紹
介
す
る
と
、

①
新
基
準
の
実
施
時
期
を
２

０
３
１
年
１
月
１
日
か
ら
26

年
３
月
１
日
と
し
た
こ
と
②

パ
ブ
コ
メ
案
で
は
粒
子
状
物

質
（
Ｐ
Ｍ
10
）
と
微
小
粒
子

状
物
質
（
Ｐ
Ｍ
２
・
５
）
の

み
に
31
年
１
月
１
日
前
ま
で

の
間
適
用
す
る
「
移
行
基
準

値
」
を
設
定
し
て
い
た
が
、

そ
の
他
の
４
項
目
（
二
酸
化

硫
黄
、
二
酸
化
窒
素
、
一
酸

化
炭
素
、
オ
ゾ
ン
）
に
つ
い

て
も
同
様
に
設
定
し
た
こ
と

（
注
：「
移
行
期
間
の
基
準
値
」

と
表
現
を
改
め
、
移
行
基
準

値
は
改
定
前
の
旧
基
準
値
を

そ
の
ま
ま
ス
ラ
イ
ド
し
て
適

用
）
―
―
で
あ
る
。

　

ざ
っ
く
り
と
い
う
と
、
新

基
準
の
実
施
が
５
年
後
で
は

聞
こ
え
が
悪
い
の
で
直
ち
に

実
施
す
る
よ
う
に
見
か
け
上

変
更
し
、
こ
れ
に
伴
い
５
年

間
の
経
過
措
置
と
し
て
の「
移

行
基
準
値
」
を
そ
の
他
の
４

項
目
に
も
設
け
た
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
４
項

目
の
な
か
で
実
質
的
に
移
行

基
準
値
を
設
定
す
る
意
味
が

あ
る
の
は
、
５
年
後
に
基
準

値
を
強
化
す
る
こ
と
に
な
る

二
酸
化
硫
黄
と
二
酸
化
窒
素

の
２
項
目
の
み
で
あ
る
。
こ

の
ほ
か
環
境
大
気
質
評
価
技

術
規
範
お
よ
び
環
境
大
気
質

指
数
（
Ａ
Ｑ
Ｉ
）
技
術
規
定

も
同
時
に
改
定
さ
れ
て
い
る
。

改
定
後
の
大
気
環
境
基
準
値

に
つ
い
て
、
読
者
の
皆
様
が

参
照
・
引
用
し
や
す
い
よ
う

に
表
の
通
り
整
理
し
て
お
い

た
。
連
載
第
１
４
６
回
の
解

説
記
事
と
併
せ
て
参
考
に
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

さ
て
、
今
回
の
連
載
で
節

目
の
１
５
０
回
を
迎
え
た
。

13
年
10
月
に
執
筆
を
開
始
し

た
当
初
は
、
こ
ん
な
に
も
長

く
連
載
を
続
け
ら
れ
る
話
題

が
あ
る
と
は
夢
に
も
思
わ
な

か
っ
た
。し
か
し
、近
年
は
地

方
へ
出
張
す
る
機
会
も
少
な

く
な
り
、
最
近
で
は
皆
が
承

知
の
理
由
に
よ
り
日
中
間
の

往
来
交
流
も
止
ま
り
、
連
載

で
紹
介
で
き
る
ネ
タ
も
め
っ

き
り
少
な
く
な
っ
た
。
そ
ろ

そ
ろ
筆
を
置
く
時
期
が
来
た

か
と
悩
ん
で
い
る
が
、
ま
だ

中
国
に
滞
在
で
き
る
チ
ャ
ン

ス
に
恵
ま
れ
て
い
る
以
上
、

も
う
少
し
悩
み
続
け
た
い
。

新
大
気
環
境
基
準
早
く
も
実
施

シ
ャ
オ
リ
ュ
ウ

シ
ャ
オ
リ
ュ
ウ

シ
ャ
オ
リ
ュ
ウ
の

中
国
環
境
ウ
オ
ッ
チ

地
球
環
境
戦
略
研
究
機
関（
Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
）

北
京
事
務
所
所
長小

柳　

秀
明

▲

150 ▲

地
球
環
境
戦
略
研
究
機
関（
Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
）

北
京
事
務
所
所
長小

柳　

秀
明

速
や
か
に
栄
養
塩
類
の
増
加

措
置
を
中
断
で
き
る
順
応
的

管
理
の
仕
組
み
を
徹
底
す
べ

き
だ
と
し
て
い
る
。
順
応
的

管
理
に
当
た
っ
て
は
、
栄
養

塩
類
管
理
計
画
の
水
域
に
加

え
、
放
流
先
の
周
辺
環
境
等

へ
の
影
響
に
も
十
分
配
慮
す

る
必
要
が
あ
り
、
放
流
先
が

制
度
」
を
導
入
す
る
な
ど
と

し
て
い
る
。

  

栄
養
塩
類
の
管
理
に
つ
い

て
は
、「
栄
養
塩
類
管
理
計

画
」
の
策
定
に
よ
る
管
理
を

可
能
と
す
る
こ
と
が
妥
当
で

あ
り
、
同
計
画
に
基
づ
く
栄

養
塩
類
の
増
加
措
置
の
実
施

者
に
対
し
て
は
、
計
画
で
定

め
ら
れ
た
対
象
物
質
を
総
量

規
制
基
準
の
適
用
か
ら
除
外

す
る
と
し
て
い
る
。

  

ま
た
、
瀬
戸
内
海
環
境
保

全
特
別
措
置
法
に
お
け
る
栄

養
塩
類
管
理
制
度
と
同
様

に
、
水
質
予
測
モ
デ
ル
を
活

用
し
た
事
前
評
価
や
目
標
設

定
を
行
い
、
事
後
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
に
お
い
て
周
辺
環
境
に

影
響
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

河
川
の
場
合
は
、
河
川
の
周

辺
環
境
等
へ
の
影
響
に
も
同

様
に
配
慮
す
べ
き
だ
と
し
て

い
る
。　

  

さ
ら
に
、
栄
養
塩
類
の
増

加
措
置
の
実
施
者
は
、
同
措

置
の
決
定
か
ら
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
、
事
後
評
価
に
至
る
一
連

の
検
討
過
程
に
積
極
的
に
関

与
し
、
順
応
的
な
運
転
管
理

が
求
め
ら
れ
る
と
強
調
。
同

措
置
が
実
施
者
に
過
大
な
負

担
を
強
い
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
実
施
可
能
性
の
検
討
に

際
し
て
は
、
都
府
県
と
の
間

で
丁
寧
に
協
議
す
る
必
要
が

あ
る
な
ど
と
し
て
い
る
。

番
号 汚染物質名 平均化時間

移行期間の基準値 基準値
単位

一級基準 二級基準 一級基準 二級基準

１ 二酸化硫黄
（SO2）

年平均 20 60 20 20

μ g/m3

日平均 50 150 50 50
1 時間平均 150 500 150 150

２ 二酸化窒素
（NO2）

年平均 40 40 30 30
日平均 80 80 50 50
1 時間平均 200 200 200 200

３ 一酸化炭素
（CO）

日平均 4 4 4 4
mg/m3

1 時間平均 10 10 10 10

４ オゾン
（O3）

日最大 8時間平均 100 160 100 160

μ g/m3

1 時間平均 160 200 160 200

５ 粒子状物質
（PM10）

年平均 40 60 20 50
日平均 50 120 50 100

６ 微小粒子状
物質（PM2.5）

年平均 15 30 10 25
日平均 35 60 25 50

メ
イ
ン
に
配
置
。「
他
社
や

学
校
・
研
究
機
関
な
ど
の
社

外
パ
ー
ト
ナ
ー
と
つ
な
が
り

新
し
い
価
値
を
生
み
出
す
」

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ

く
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

は
、
オ
ー
プ
ン
な
空
間
に
高

さ
の
異
な
る
机
や
階
段
状
の

ソ
フ
ァ
な
ど
が
点
在
。
従
来

の
会
議
室
と
は
一
線
を
画

し
、
新
本
社
の
象
徴
的
な
フ

ロ
ア
と
な
っ
て
い
る
。

　

17
階
に
は
社
員
食
堂

「Kómorebi

（
こ
も
れ
び
）」

を
設
置
。
総
席
数
４
９
３
の

ゆ
と
り
の
あ
る
空
間
で
10

種
以
上
の
メ
ニ
ュ
ー
や
カ

レ
ー
、
弁
当
な
ど
を
提
供
す

る
。
単
に
昼
食
を
提
供
す
る

だ
け
で
な
く
交
流
の
起
点
と

し
て
の
機
能
も
想
定
さ
れ
て

お
り
、
夜
は
カ
フ
ェ
と
し
て

懇
親
会
な
ど
に
も
活
用
。
全

フ
ロ
ア
一
貫
し
て
マ
ン
パ

ワ
ー
存
分
に
引
き
出
せ
る
空

間
と
し
た
。

　

仙
台
塩
釜
港
（
宮
城
県
）
に
停

泊
中
の
宮
城
海
上
保
安
部
巡
視
船

「
ざ
お
う
」
に
よ
り
３
月
25
日
発
生

し
た
重
油
流
出
事
故
で
、
塩
釜
市

な
ど
の
ワ
カ
メ
、
コ
ン
ブ
、
ノ
リ

の
養
殖
漁
業
者
に
甚
大
な
事
故
が

生
じ
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
寺
沢

春
彦
・
県
漁
業
協
同
組
合
代
表
理

事
組
合
長
や
佐
藤
光
樹

市
長
ら
が
４
月
30
日
、

石
原
宏
高
環
境
相
に
国

家
賠
償
や
風
評
被
害
防

止
の
た
め
水
質
・
底
質

調
査
の
徹
底
を
要
望
し

た
。
伊
藤
信
太
郎
前
々

環
境
相
が
同
行
し
た
。

石
原
氏
は
Ｇ
７
パ
リ
環

境
相
会
議
で
不
在
だ
っ

た
た
め
森
下
千
里
環
境

大
臣
政
務
官
が
対
応
し

た
。
伊
藤
氏
、
森
下
氏

は
共
に
塩
釜
市
な
ど
が

地
元
で
も
あ
る
。

ｂ
Ｓ
（Nature-based Soluti

ons

：
自
然
に
根
ざ
し
た
解
決

策
）」に
つ
い
て
も
解
説
す
る
。

自
然
災
害
が
多
い
日
本
で
は
、

自
然
の
機
能
を
利
用
し
た
グ

リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
や
生
態
系

を
活
用
し
た
防
災
・
減
災
策

〈Eco-DRR

（Ecosystem-based 
Disaster Risk Reduction

）〉

を
包
含
す
る
考
え
方
と
し
て
、

Ｎ
ｂ
Ｓ
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

本
書
の
制
作
は
米
国
の
財

団
「The Coca-Cola Founda

tion

」
か
ら
の
助
成
金
を
活
用

し
、
有
明
海
流
入

河
川
流
域
を
対
象

と
し
た
減
災
と
淡

水
生
態
系
保
全
の

両
立
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
一
環
と
し
て

行
っ
た
。

　

世
界
自
然
保
護
基
金
ジ
ャ

パ
ン
（
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
）

と
九
州
大
学
の
林
博
徳
准
教

授
（
工
学
）
ら
は
４
月
24
日
、

地
域
固
有
の
歴
史
・
地
形
・

生
態
系
を
生
か
す
「
ネ
イ

チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
（
自
然

再
興
）」
の
視
点
で
治
水
を

進
め
る
こ
と
を
目
指
し
、
具

体
的
な
実
践
事
例
を
ま
と
め

た
ポ
イ
ン
ト
ブ
ッ
ク
を
発
行

し
た
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
伴

う
治
水
と
生
物
多
様
性
保
全

と
い
う
対
立
的
な
構
造
に
お

ち
い
り
が
ち
な
要
素
の
両
立

を
提
案
し
て
い
る
。
九
州
北

西
部
の
事
例
に
基
づ
き
自
然

資
本
を
守
り
生
か
す
ア
プ

ロ
ー
チ
を
紹
介
。
ま
ち
づ
く

り
と
一
体
で
水
害
に
備
え
る

流
域
治
水
の
河
川
管
理
者
や

行
政
、
企
業
、
住
民
な
ど
、

流
域
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
関

係
者
に
対
し
考
え
方
を
提
示

し
て
い
る
。

　

自
然
の
プ
ロ
セ
ス
や
生
態

系
を
活
用
し
て
環
境
問
題
や

社
会
的
課
題
に
対
処
す
る「
Ｎ

る
。
普
天
間
飛
行
場
（
宜
野

湾
市
）
周
辺
で
継
続
的
に
高

濃
度
の
有
機
フ
ッ
素
化
合
物

（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）
が
検
出
さ
れ
て

い
る
の
を
受
け
、
汚
染
源
の

特
定
や
汚
染
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

確
か
め
る
。
そ
の
上
で
、
汚

染
原
因
者
に
対
し
具
体
的
な

浄
化
対
策
を
提
案
す
る
資
料

の
作
成
を
求
め
る
。

　

水
質
と
地
下
水
位
の
調
査

や
、
調
査
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ

る
ボ
ー
リ
ン
グ
コ
ア
、
地
下

水
等
の
採
取
分
析
を
調
査
内

容
に
含
め
る
。
さ
ら
に
、
地

下
水
位
の
測
定
や
地
下
水
流

下
経
路
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
た
め
の
各
種
デ
ー
タ
の

把
握
も
求
め
る
。

　

基
地
周
辺
で
は
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

の
う
ち
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ａ
、
Ｐ
Ｆ
Ｈ
ｘ
Ｓ
な
ど
国
に

よ
り
毒
性
を
認
め
ら
れ
た
種

類
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
も
確
認
さ
れ

て
い
る
。
業
務
は
来
年
３
月

19
日
ま
で
実
施
す
る
。

手
法
の
確
立
に
向
け
た
研

究
・
実
証
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

沖
縄
県
は
５
月
15
日
ま
で
、

「
令
和
８
年
度
有
機
フ
ッ
素
化

合
物
汚
染
源
調
査
委
託
業
務
」

の
企
画
提
案
を
募
集
し
て
い

　

環
境
管
理
セ
ン
タ
ー
は
１

日
、有
機
フ
ッ
素
化
合
物（
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
）
の
調
査
・
分
析
か

ら
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
対

策
工
事
に
至
る
ま
で
の
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
一
貫
し
て

提
供
す
る
た
め
、
新
た
な
専

門
組
織
「
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
対
策
推

進
グ
ル
ー
プ
」
を
立
ち
上
げ

た
。
自
社
の
強
み
と
す
る
分

析
技
術
に
加
え
、
環
境
省
が

公
募
し
て
進
め
た
実
証
事
業

に
参
加
し
て
培
っ
た
技
術
的

ノ
ウ
ハ
ウ
を
合
わ
せ
た
。

　

現
在
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
対
応
を

巡
っ
て
は
水
質
や
環
境
中
の

測
定
分
析
を
含
め
た
現
状
把

握
や
、
対
策
工
事
な
ど
の
具

体
的
な
リ
ス
ク
低
減
に
対
す

る
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い

る
。
そ
れ
ら
を
幅
広
く
捉
え

た
自
社
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

の
好
機
と
捉
え
新
組
織
を
発

足
さ
せ
た
。

　

責
任
者
は
長
谷
川
亮
環
境

政
策
部
長
が
務
め
る
。
同
氏

は
環
境
放
射
能
除
染
学
会
理

事
や
廃
棄
物
資
源
循
環
学
会

企
画
運
営
委
員
会
幹
事
、
地

盤
工
学
会
研
究
委
員
会
委

員
、
国
立
環
境
研
究
所
資
源

循
環
領
域
共
同
研
究
員
な
ど

を
務
め
て
い
る
。

　

同
社
は
環
境
省
に
よ
る
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
の
う
ち
有
害
背
の
認

め
ら
れ
た
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
と
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ａ
の
全
国
調
査
業
務
を
受

託
す
る
な
ど
、
分
析
に
つ
い

て
経
験
も
豊
富
。
さ
ら
に
同

省
の
「
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
等
の
濃
度

低
減
の
た
め
の
対
策
技
術
の

実
証
」
事
業
に
選
定
さ
れ
る

な
ど
、
汚
染
実
態
の
把
握
の

み
な
ら
ず
、
技
術
的
な
低
減

　

国
土
交
通
省
は
４
月
28
日
、

屋
外
で
の
作
業
が
多
い
工
事

に
つ
い
て
入
札
参
加
者
か
ら

「
猛
暑
対
策
」
の
技
術
提
案
を

テ
ー
マ
と
し
て
設
定
し
、
選

定
に
際
し
評
価
す
る
施
策
を

試
行
す
る
と
発
表
し
た
。

　

全
国
の
地
方
整
備
局
等
が

発
注
す
る
工
事
の
う
ち
、
当

該
提
案
と
価
格
と
の
総
合
評

価
を
行
う
こ
と
で
落
札
者
を

決
定
す
る
。
適
切
な
猛
暑
対

策
を
織
り
込
む
よ
う
提
案
し

た
事
業
者
が
落
札
し
や
す
く

な
る
。

　

価
格
と
価
格
以
外
の
要
素

（
品
質
な
ど
）
を
総
合
的
に
評

価
し
て
落
札
者
を
決
定
す
る

総
合
評
価
落
札
方
式
「
技
術

提
案
評
価
型
Ｓ
型
」
に
組
み

込
む
。
施
工
上
の
工
夫
な
ど

の
技
術
提
案
と
価
格
の
両
面

を
評
価
で
き
る
。

　

技
術
提
案
の
「
具
体
性
」

と「
効
果
」が
評
価
ポ
イ
ン
ト
。

猛
暑
下
で
の
施
工
効
率
化
や

省
人
化
に
関
す
る
具
体
的
な

方
法
と
、
そ
れ
に
よ
る
短
縮

さ
れ
た
時
間
と
い
っ
た
効
果

に
つ
い
て
、
客
観
的
で
定
量

的
な
指
標
に
基
づ
い
て
評
価

す
る
。

　

昨
年
12
月
に
公
表
さ
れ
た

「
猛
暑
対
策
サ
ポ
ー
ト
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」
の
一
環
と
し
て
実

施
す
る
。

じ
た
最
適
な
運
用
が
可
能
に

な
り
、
そ
れ
が
さ
ら
な
る
資

産
価
値
の
向
上
に
つ
な
が

る
。

　

我
々
は
Ｎ
Ｅ
Ｂ
ｓ
の
指
標

を
デ
フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
（
事
実
上
の
標
準
）
に
育

て
て
い
く
こ
と
で
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ

は
「
コ
ス
ト
が
か
か
る
特
別

な
選
択
肢
」
か
ら
、「
企
業

の
持
続
的
成
長
に
不
可
欠
な

標
準
的
資
産
」
へ
と
変
え
て

い
き
た
い
。

　

こ
の
ほ
ど
、
Ｎ
Ｅ
Ｂ
ｓ
に

よ
る
試
算
を
簡
単
に
ウ
ェ
ブ

上
で
実
施
す
る
た
め
の

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

も
開
設
し
た
。
Ｚ
Ｅ

Ｂ
化
を
で
き
る
だ

け
身
近
に
感
じ
て
ほ

し
い
。
単
な
る
環
境

対
策
で
は
な
く
、
そ

こ
で
働
く
人
を
幸
せ

に
し
、
企
業
の
競
争

力
を
高
め
、
街
全
体

の
価
値
を
向
上
さ
せ

る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
投

資
と
な
る
。
Ｎ
Ｅ
Ｂ

ｓ
と
い
う
「
確
か
な

物
差
し
」
を
通
じ
よ

り
多
く
の
企
業
が
新

た
な
建
築
の
あ
り
方

に
一
歩
を
踏
み
出
し

て
ほ
し
い
と
考
え
て

い
る
。

　

高
度
な
省
エ
ネ
基
準
を
ク

リ
ア
し
た
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ
ル
（
Ｚ
Ｅ

Ｂ
）
の
付
加
価
値
を
算
定
す

る
ツ
ー
ル
「
Ｎ
Ｅ
Ｂ
ｓ
（
ネ

ブ
ズ
）」
を
２
０
２
１
年
に

開
発
し
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
ー
ズ
と
デ
ロ
イ
ト 

ト
ー
マ
ツ
の
２
社
。
物
件
の

Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
へ
向
け
投
資
判
断

を
明
確
化
さ
せ
る
機
能
を
持

つ
Ｎ
Ｅ
Ｂ
ｓ
を
駆
使
し
、
そ

れ
に
留
ま
ら
な
い
ま
ち
づ
く

り
の
構
想
を
描
き
出
す
。

　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　
―
―
12
の
指
標
に
は
、
他

に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
含
ま

れ
る
。

　

事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

の
観
点
か
ら
の
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
強
化
や
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
に
し

た
こ
と
に
よ
る
広
告
宣
伝

効
果
、
企
業
の
社
会
的
責
任

（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
活
動
と
し
て
の

価
値
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

例
え
ば
、
太
陽
光
発
電
を
備

え
た
Ｚ
Ｅ
Ｂ
は
、
災
害
時
の

非
常
用
電
源
と
し
て
機
能

し
、
事
業
停
止
リ
ス
ク
を
回

避
す
る
と
い
う
、
事
業
活
動

の
継
続
に
直
接
的
な
価
値
を

持
つ
。

　

働
き
や
す
さ
が
増
す
こ
と

に
よ
り
社
員
の
帰
属
意
識
を

高
め
職
務
へ
の
熱
意
も
引
き

出
す
。
つ
ま
り
、
人
材
確
保

共
施
設
な
ど
を
通
じ
て
社
会

全
体
が
享
受
す
る
「
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
」

の
評
価
も
進
め
て
い
く
。
例

え
ば
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

現
象
の
抑
制
や
、
地
域
全
体

の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
向
上
な
ど

だ
。

　
―
―
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
に
留
ま
ら

な
い
広
が
り
を
感
じ
る
。

　

我
々
は
Ｚ
Ｅ
Ｂ
を
単
体
の

建
物
と
し
て
で
は
な
く
、
街

全
体
を
活
性
化
さ
せ
る
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
捉

え
て
い
る
。
地
域
に
複
数
の

Ｚ
Ｅ
Ｂ
が
集
ま
る
こ
と
で
、

エ
リ
ア
全
体
の
価
値
が
高
ま

る
と
い
う
相
乗
効
果
も
期
待

で
き
る
。

　

―
―
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の

知
見
を
生
か
す
か
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
は
、
グ
ル
ー

プ
の
強
み
で
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用

し
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
建
築
の
建
物
管

理
で
得
ら
れ
る
デ
ー
タ
を
蓄

積
・
活
用
す
る
こ
と
で
、
建

物
の
付
加
価
値
を
、
経
年
と

と
も
に
向
上
さ
せ
て
い
く
サ

イ
ク
ル
を
構
築
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
デ
ー
タ
の
蓄
積

に
よ
り
、
建
物
の
特
性
に
応

や
リ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
に
も

効
果
が
あ
る
。
健
康
を
増
進

し
、
知
的
生
産
性
が
向
上
す

れ
ば
、
業
務
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
に
つ
な
が
る
。

　

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
あ
る
か

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
あ
る
か
の

違
い
を
問
わ
ず
、
企
業
の
施

設
管
理
部
門
が
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
の

メ
リ
ッ
ト
を
経
営
層
へ
報
告

す
る
場
合
に
は
、
こ
う
し
た

全
て
の
効
果
を
金
額
で
示
せ

る
の
は
極
め
て
重
要
だ
。
仮

に
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
を
推
進
し
た
い

の
で
あ
れ
ば
、
経
営
層
を
説

得
す
る
際
の
強
力
な
武
器
に

も
な
る
。

　
―
―
事
業
場
の
算
定
だ
け

で
な
く
公
共
施
設
も
対
象
に

加
え
た
。

　

現
在
は
生
産
施
設（
工
場
）

や
公
共
施
設
、
研
修
施
設
へ

と
対
象
を
広
げ
て
お
り
、
今

後
は
特
に
学
校
な
ど
の
文
教

施
設
へ
の
適
用
に
注
力
す

る
。
学
校
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
は
、

そ
こ
で
学
ぶ
学
生
の
環
境
意

識
を
育
む
「
教
育
効
果
」
や
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
貢

献
と
い
っ
た
、
従
来
の
枠
組

み
を
超
え
た
価
値
を
生
み
出

す
。

　

こ
れ
ま
で
は
ビ
ル
オ
ー

ナ
ー
や
利
用
者
の
利
益
（
ベ

ネ
フ
ィ
ッ
ト
）
に
フ
ォ
ー
カ

ス
し
て
き
た
が
、
今
後
は
公

ゼロエネビル 真価磨く「ＮＥＢｓ」（下）
ＮＴＴファシリティーズとデロイト トーマツ

〝当たり前のＺＥＢ〟のデファクトツールとして
外堀を埋めて意識変革促す

（提供・NTTファシリティーズ）

クボタ

交流の場「グラングリーン大阪」に本社を移転
新価値創造へ〝オープンイノベーション〟加速

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
対
策
専
門
組
織
を
発
足

分
析
、コ
ン
サ
ル
か
ら
対
策
工
事

�

環
境
管
理
セ
ン
タ
ー
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処
理
施
設
全
景
：
建
屋
（
奥
）

事
務
所
（
手
前
）

　

日
本
規
格
協
会
（
Ｊ
Ｓ
Ａ
）
は
戦
後
す
ぐ
の
１
９
４
５
年
に
発
足
し
た
、
標
準
化
と
品
質
管
理
技
術
に
係
る

ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
を
行
う
団
体
で
あ
る
。
日
本
工
業
規
格
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
、
現
在
の
日
本
産
業
規

格
）
を
開
発
す
る
こ
と
が
主
な
事
業
だ
。
各
業
界
団
体
や
学
識
経
験
者
、
消
費
者
団
体
な
ど
と
協
力
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
工
業
分
野
の
製
品
の
標
準
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
製
品
の
品
質
を
Ｊ
Ｉ
Ｓ
で
標
準
化
す
る
こ
と
に
よ

り
産
業
を
効
率
化
し
、
利
便
性
や
安
全
性
の
向
上
に
つ
な
げ
た
。
ま
た
、
Ｑ
Ｃ
（
品
質
管
理
）
や
Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク

ル
な
ど
の
普
及
に
も
取
り
組
む
な
ど
、
国
の
総
合
的
標
準
化
機
関
と
し
て
、
日
本
経
済
の
発
展
に
寄
与
し
て
き

た
。
２
０
１
９
年
に
は
日
本
規
格
協
会
、
日
本
規
格
協
会
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
お
よ
び
日
本
要
員
認
証
協
会
の

３
法
人
に
分
割
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
日
本
規
格
協
会
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
を
は
じ

め
と
す
る
各
種
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
審
査
登
録
お
よ
び
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
認
証
、
規
格
や
関
連
図
書
な

ど
の
出
版
販
売
、
セ
ミ
ナ
ー
の
提
供
な
ど
が
中
心
事
業
だ
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
関
連
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
や
今
回
の
改
訂
に
伴
う
サ
ポ
ー
ト
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
に
つ
い
て
、
同
社
の
佐
藤
哲
也
・
審
査
登
録
事
業
部
長
に

聞
い
た
。

　

国
際
標
準
化
機
構
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）
は
２
０
２
６
年
４
月
15
日
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）
の

国
際
規
格
で
あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
改
訂
版
が
発
行
さ
れ
た
と
発
表
し
た
。
今
回
の
26
年
改
訂
版
は
、
よ

り
明
確
な
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
現
代
の
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
と
の
よ
り
強
固
な
整
合
性
な
ど
を
実
現
。
気
候
変
動
な
ど
現

在
の
環
境
優
先
課
題
に
対
応
し
、
組
織
が
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
戦
略
的
意
思
決
定
等
に
効
果
的
に
統
合
で
き

る
よ
う
支
援
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
26
年
改
訂
版
へ
の
移
行
期
間
は
３
年
と
な
る
見
通
し
で
、
現
行
版

（
15
年
版
）
の
認
証
を
取
得
し
て
い
る
企
業
等
で
は
、改
訂
版
へ
の
円
滑
な
移
行
に
向
け
た
対
応
が
重
要
と
な
っ

て
い
る
。
以
下
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
発
表
資
料
な
ど
か
ら
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
や
26
年
改
訂
版
の
概
要
等
に
つ
い
て

紹
介
す
る
。

ISO14001改訂とＥＭＳ認証機関の対応ISO14001改訂とＥＭＳ認証機関の対応

長
期
的
な
持
続
可
能
性
目
標
の
達
成

を
支
援
す
る
た
め
の
枠
組
み
を
提
供

し
て
い
る
。

　

カ
ナ
ダ
規
格
評
議
会
（
Ｓ
Ｃ
Ｃ
）

が
主
導
し
た
２
年
間
の
調
査
研
究
で

は
、
１
９
９
９
年
か
ら
22
年
ま
で
83

カ
国
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
た
結
果
、

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
導
入
と
環
境

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
向
上
と
の
間

に
、
統
計
的
に
確
固
た
る
強
い
相
関

条
件
に
つ
い
て
も
、
組
織
が
関
連
す

る
課
題
か
ど
う
か
見
極
め
る
よ
う
求

め
ら
れ
て
い
る
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

で
は
、
環
境
へ
の
責
任
を
重
要
視
す

る
よ
う
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
環
境

へ
の
成
果
に
つ
な
が
る
活
動
に
参
加

す
る
よ
う
な
文
化
を
醸
成
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
文
化
と
い
う

言
葉
は
今
後
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
改

訂
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
予
定
で
あ

る
。
ま
た
、
外
部
か
ら
の
プ
ロ
セ
ス

と
製
品
の
管
理
は
、
原
料
、
生
産
、

廃
棄
ま
で
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
な

か
で
、
購
買
調
達
や
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス

に
お
い
て
役
務
の
提
供
な
ど
で
も
自

社
の
考
え
を
明
ら
か
に
し
、
協
力
を

要
請
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
よ

り
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
改
訂
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
の
が
23
年
10

月
で
、日
本
か
ら
も
参
画
し
て
い
る
。

今
回
は
前
回
の
15
年
版
の
時
に
比
較

す
る
と
小
規
模
な
改
訂
な
の
で
、
15

年
版
を
上
手
に
使
い
こ
な
し
て
い
る

人
に
と
っ
て
は
特
段
の
問
題
は
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
要
求
事
項
の
意

図
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
明
確
化
し

た
も
の
だ
と
と
ら
え
て
い
た
だ
け
る

と
よ
い
と
思
う
。
こ
の
10
年
間
で
気

候
が
激
甚
化
し
資
源
の
入
手
も
不
安

定
と
な
り
つ
つ
あ
る
な
か
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
の
重
要
性
が
よ
り
増
し

て
い
る
と
言
え
る
。

か
ら
環
境
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
監

視
、
関
係
者
を
環
境
へ
の
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
に
巻
き
込
む
こ
と
ま
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
側
面
を
含
ん
で
い
る
。

　
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
サ
ー
ベ
イ
２
０
２
４
」

に
よ
る
と
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
は

世
界
中
で
67
万
以
上
の
組
織
に
導
入

さ
れ
て
お
り
、
環
境
責
任
の
管
理
や

業
務
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
向
上
、
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
強
化
、
そ
し
て

天
然
資
源
に
関
し
て
良
い
影
響
を
及

ぼ
せ
る
。
ま
た
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
上
流
に
対
し
て
働
き
か
け
、
廃

棄
物
が
減
少
す
る
素
材
で
作
っ
て
も

ら
う
こ
と
で
分
解
さ
れ
や
す
く
な
り
、

下
流
に
も
良
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
全
体
で
自
分
た
ち
の
役
割
を
と

ら
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
世
界

全
体
で
環
境
へ
の
取
り
組
み
が
重
要

視
さ
れ
て
い
る
が
、
個
人
的
に
は
環

境
重
視
の
考
え
方
が
日
本
で
は
昔
か

ら
思
想
と
し
て
存
在
し
た
こ
と
が
、

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
が
普
及
し
た
理

由
の
一
つ
だ
と
思
う
。
環
境
認
証
で

環
境
保
護
が
Ｐ
Ｒ
材
料
に
な
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
も
、
日
本
で
認
証
取

得
件
数
が
伸
び
た
理
由
だ
と
思
う
。

26
年
版
要
求
事
項
の

解
釈
コ
ー
ス
な
ど
開
催

　

―
―
今
回
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１

改
訂
の
重
点
は
。

　

気
候
変
動
の
面
で
は
24
年
に
全
て

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
規
格
に

関
し
て
気
候
変
動
の
追
補
が
出
た
。

組
織
に
関
し
て
気
候
変
動
が
関
連
す

る
課
題
か
ど
う
か
見
極
め
、
ど
の
よ

う
に
対
処
す
る
か
、
経
営
層
に
意
識

す
る
よ
う
に
求
め
た
。
今
回
の
改
訂

で
は
気
候
変
動
だ
け
で
は
な
く
、
生

物
多
様
性
保
全
、
天
然
資
源
の
利
用

可
能
性
、
生
態
系
保
全
な
ど
の
環
境

関
係
が
明
ら
か
と
な
り
、
そ
の
信
頼

性
や
価
値
が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。

　

今
回
の
26
年
改
訂
版
は
、
こ
う
し

た
信
頼
の
基
盤
の
う
え
に
、
よ
り
明

確
な
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
使
い
や
す
さ
の

向
上
、
現
代
の
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
と
の

よ
り
強
固
な
整
合
性
、
そ
し
て
中
小

企
業
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
規
模
の
組
織

に
と
っ
て
の
導
入
し
や
す
さ
の
向
上

を
実
現
。気
候
変
動
や
生
物
多
様
性
、

資
源
効
率
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
、
そ
し

て
組
織
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
へ
の
注

目
度
が
高
ま
る
な
か
、
組
織
が
環
境

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
日
々
の
業
務
と
戦

略
的
意
思
決
定
に
効
果
的
に
統
合
で

き
る
よ
う
支
援
す
る
。
組
織
が
環
境

へ
の
取
り
組
み
を
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
、
そ
し
て
長
期

的
な
価
値
へ
と
転
換
で
き
る
よ
う
支

　

―
―
継
続
し
て
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０

１
の
認
証
を
取
得
す
る
意
義
は
。

　

15
年
版
か
ら
事
業
プ
ロ
セ
ス
の
統

合
が
明
確
化
さ
れ
た
。
環
境
活
動
を

本
業
と
別
の
仕
事
と
は
考
え
ず
、
本

業
の
活
動
が
す
な
わ
ち
環
境
に
対
し

て
良
い
取
り
組
み
と
な
る
よ
う
に
す

る
考
え
方
だ
。
審
査
の
な
か
で
も
無

理
や
無
駄
の
な
い
よ
う
仕
事
の
一
環

と
し
て
取
り
組
む
よ
う
求
め
て
い

る
。
内
容
も
事
業
者
の
役
に
立
て
る

よ
う
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ

る
。
環
境
配
慮
の
新
た
な
こ
と
の
み

な
ら
ず
、
従
来
か
ら
の
資
源
の
効
率

化
や
不
良
率
を
低
減
さ
せ
る
こ
と
も

環
境
活
動
の
一
環
と
言
え
る
。
本
業

に
も
プ
ラ
ス
で
あ
る
。
認
証
は
第
三

者
に
よ
る
審
査
を
行
う
の
で
、
事
業

者
の
環
境
配
慮
へ
の
取
り
組
み
に
客

観
性
を
担
保
で
き
る
。
基
準
が
国
際

規
格
な
の
で
世
界
共
通
の
国
際
言
語

と
し
て
の
価
値
を
持
っ
て
い
る
。
現

在
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
規

格
の
横
の
つ
な
が
り
、
つ
ま
り
章
立

て
や
テ
キ
ス
ト
を
共
通
化
す
る
見
直

し
が
さ
れ
た
の
で
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０

１
を
や
っ
て
い
る
人
が
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４

０
０
１
に
取
り
組
み
や
す
く
な
っ
て

い
る
。
事
業
者
の
皆
様
に
お
か
れ
て

は
、
26
年
改
訂
版
を
シ
ス
テ
ム
の
見

直
し
の
機
会
と
し
て
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
。

　

―
―
26
年
改
訂
版
の
各
種
支
援
ビ

ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
は
。

　

５
月
に
英
語
版
の
原
文
と
日
本
語

訳
を
見
開
き
で
見
ら
れ
る
対
訳
版
を

発
行
す
る
。
さ
ら
に
現
在
Ｊ
Ｉ
Ｓ 

援
す
る
。

　

ま
た
、
組
織
は
今
日
、
規
制
当
局

や
顧
客
、投
資
家
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
か
ら
、
信
頼
で
き
る
環
境
対
策
を

示
す
よ
う
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
な

か
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
は
こ
れ
ら

の
期
待
に
応
え
る
た
め
の
構
造
的
か

つ
体
系
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
供
し

て
い
る
。
そ
の
導
入
に
よ
り
、
組
織

は
環
境
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
一
貫
し

て
測
定
可
能
な
方
法
で
改
善
で
き
る

と
と
も
に
、
廃
棄
物
を
減
ら
し
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
資
源
の
活
用
を
最
適
化

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
環
境

規
制
の
よ
り
容
易
な
順
守
や
関
係
者

と
の
信
頼
性
の
強
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル

市
場
お
よ
び
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
へ

の
参
加
支
援
が
可
能
に
な
る
。

　

26
年
改
訂
版
は
、
こ
れ
ら
の
利
点

Ｑ
１
４
０
０
１
：
２
０
２
６
の
開
発

を
行
っ
て
お
り
、
夏
頃
に
発
行
さ
れ

る
予
定
だ
。
国
際
規
格
を
Ｊ
Ｉ
Ｓ
に

す
る
に
当
た
り
、
よ
り
理
解
し
や
す

い
日
本
語
に
な
る
よ
う
、
昨
秋
か
ら

５
～
６
回
Ｊ
Ｉ
Ｓ
素
案
作
成
委
員
会

が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
私
も
委
員
と

し
て
参
加
し
た
。

　

規
格
改
訂
に
伴
う
講
習
会
は
旧
規

格
と
の
差
分
研
修
会
を
オ
ン
デ
マ
ン

ド
で
開
始
し
て
い
る
。
26
年
版
に
移

行
す
る
事
業
者
と
こ
れ
か
ら
認
証
を

取
得
す
る
事
業
者
の
た
め
、
26
年
版

要
求
事
項
の
解
釈
１
日
コ
ー
ス
を
、

５
月
25
日
を
皮
切
り
に
月
２
回
、
東

京
の
他
、
大
阪
、
名
古
屋
、
仙
台
、

広
島
で
開
催
す
る
。
大
阪
と
名
古
屋

で
は
ラ
イ
ブ
配
信
も
行
う
。
内
部
監

査
員
の
研
修
コ
ー
ス
も
要
求
事
項
解

釈
コ
ー
ス
の
日
程
に
連
続
し
て
開
催

す
る
。
解
説
書
籍
は
３
月
２
日
に「
改

訂
点
と
実
践
ポ
イ
ン
ト
」
を
出
版
し

た
。
５
月
に
は
「
や
さ
し
い
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
」
の
26
年
版
を
出
版
す

る
。

　

―
―
認
証
機
関
の
課
題
と
要
望

は
。

　

審
査
員
が
不
足
し
て
い
る
。
事
業

者
の
な
か
で
環
境
活
動
に
携
わ
っ
て

い
た
人
は
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
と
し

て
審
査
員
に
な
っ
て
も
ら
い
、
こ
れ

ま
で
の
経
験
で
育
ん
だ
知
見
を
生
か

し
、
環
境
審
査
員
と
し
て
環
境
へ
の

貢
献
を
ぜ
ひ
検
討
し
て
ほ
し
い
。
定

年
後
の
社
会
貢
献
と
し
て
、
い
ろ
い

ろ
な
事
業
者
に
出
向
き
各
社
の
環
境

活
動
を
見
て
、
自
分
の
経
験
を
基
に

気
付
き
を
提
供
で
き
る
、
や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
で
あ
る
。
品
質
管
理
活

動
や
不
良
品
低
減
に
取
り
組
ん
で
い

た
経
験
で
も
、
省
資
源
と
い
う
観
点

か
ら
環
境
へ
の
貢
献
に
生
か
せ
る
部

分
は
あ
る
。
当
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
は
採
用
案
内
が
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ

応
募
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

を
よ
り
容
易
に
実
現
し
、
よ
り
明
確

な
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
ス
ム
ー
ズ
な
実
装

を
実
現
す
る
た
め
、
他
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
と
の
シ
ー
ム

レ
ス
な
統
合
を
可
能
に
す
る
よ
う
設

計
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
今
回
の
発
表
資
料
で

は
、
以
下
の
よ
う
な
関
係
者
の
コ
メ

ン
ト
も
紹
介
し
て
い
る
。

　

●
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
技
術
委
員
会（
Ｔ
Ｃ
）

２
０
７
（
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
の

事
務
局
を
務
め
る
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
グ
ア
イ

最
高
経
営
責
任
者

　

こ
の
規
格
が
コ
ス
ト
削
減
、
効
率

向
上
、
そ
し
て
経
済
成
長
の
促
進
に

役
立
つ
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ

る
。
我
々
は
こ
れ
ま
で
組
織
レ
ベ
ル

で
こ
う
し
た
影
響
を
測
定
し
て
き
た

が
、
的
を
絞
っ
た
調
査
を
通
じ
、
よ

り
広
範
な
シ
ス
テ
ム
全
体
の
メ
リ
ッ

ト
を
実
証
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
今
回
の
調
査
研
究
は
そ
の

好
例
で
あ
る
。
経
済
成
長
が
続
く
な

か
で
も
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
導

入
拡
大
は
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の

削
減
に
つ
な
が
る
。

　

●
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｔ
Ｃ
２
０
７
／
第
１

分
科
委
員
会
（
Ｓ
Ｃ
１
、
環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）
の
事
務
局
を

務
め
る
英
国
規
格
協
会
（
Ｂ
Ｓ
Ｉ
）

の
マ
ー
テ
ィ
ン
最
高
経
営
責
任
者

　

環
境
リ
ス
ク
が
ま
す
ま
す
複
雑
化

し
、
相
互
に
関
連
し
合
う
よ
う
に
な

る
に
つ
れ
、
透
明
性
と
説
明
責
任
に

対
す
る
期
待
は
高
ま
り
続
け
て
い

る
。
今
回
の
改
訂
は
単
な
る
ル
ー
チ

ン
的
な
更
新
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は

な
い
。
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
強
化
し
、
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
、
気
候
変
動
、

生
物
多
様
性
、
自
然
資
本
と
い
っ
た

新
た
な
優
先
事
項
に
合
致
さ
せ
る
大

き
な
前
進
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

組
織
は
環
境
へ
の
配
慮
を
戦
略
に
組

み
込
み
、
真
の
責
任
を
果
た
し
、
測

定
可
能
な
成
果
を
上
げ
る
た
め
の

ツ
ー
ル
を
手
に
入
れ
、
公
正
な
社
会

と
持
続
可
能
な
世
界
へ
の
移
行
を
支

援
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
。

　

―
―
日
本
で
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証
取
得
の

気
運
が
高
ま
っ
た
要
因
に
つ
い
て

は
。

　

品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の

国
際
規
格
で
あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１

で
い
わ
ゆ
る
審
査
登
録
制
度
が
本
格

的
に
始
ま
り
、
製
品
仕
様
の
規
格
標

準
化
で
は
な
く
、
組
織
の
仕
組
み
に

対
す
る
適
合
性
評
価
認
証
を
行
う
よ

う
に
な
っ
た
。
当
時
日
本
で
は
Ｉ
Ｓ

Ｏ
９
０
０
１
に
対
し
て
は
あ
ま
り
熱

心
で
は
な
か
っ
た
が
、
96
年
に
Ｉ
Ｓ

Ｏ
１
４
０
０
１
が
発
行
さ
れ
た
と
き

に
は
日
本
経
済
団
体
連
合
会
が
普
及

活
動
を
行
い
、
制
度
開
始
か
ら
認
証

件
数
が
増
え
た
歴
史
が
あ
る
。
90
年

代
初
め
に
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
地

球
サ
ミ
ッ
ト
が
開
か
れ
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９

０
０
１
の
仕
組
み
を
参
考
に
環
境
へ

の
取
り
組
み
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

幅
広
い
業
種
で
認
証

　

―
―
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
に
関
す

る
業
務
概
要
は
。

　

日
本
規
格
協
会
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ズ
で
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

の
認
証
を
行
う
。
特
定
業
界
の
た
め

の
認
証
機
関
で
は
な
く
、
日
本
規
格

協
会
グ
ル
ー
プ
80
年
の
歴
史
を
踏
ま

え
、
認
証
制
度
が
で
き
た
30
年
前
か

ら
事
業
を
始
め
て
お
り
、
幅
広
い
業

種
で
認
証
を
行
っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
の
認
証
件
数
は
約
６
０

０
件
あ
る
。ま
た
他
機
関
と
異
な
り
、

審
査
、
認
証
以
外
の
事
業
も
行
う
こ

と
が
日
本
規
格
協
会
グ
ル
ー
プ
の
特

徴
と
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規

格
を
Ｊ
Ｉ
Ｓ
に
す
る
開
発
を
行
っ
て

い
る
。
改
訂
版
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０

１
：
２
０
２
６
の
発
行
に
伴
い
、
原

本
の
販
売
を
行
っ
て
お
り
、
後
に
Ｉ

Ｓ
Ｏ
規
格
の
邦
訳
版
と
し
て
、
対
応

す
る
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
販
売
も
予
定
し
て
い

る
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
：
２
０
２

６
の
内
容
の
解
説
本
を
す
で
に
発
行

し
、
研
修
会
も
開
催
し
て
い
る
。
さ

ら
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
審
査

員
の
認
証
を
行
っ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
は
、
組
織
が

Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
設
計
・
実
装
し
、
環
境
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
継
続
的
に
向
上
さ

せ
る
た
め
の
枠
組
み
を
提
供
し
て
い

る
。
そ
の
順
守
に
よ
っ
て
、
組
織
は

環
境
負
荷
を
最
小
限
に
抑
え
、
関
連

す
る
法
的
要
件
を
満
た
し
、
環
境
目

標
を
達
成
す
る
た
め
の
積
極
的
な
対

策
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

枠
組
み
は
資
源
利
用
や
廃
棄
物
管
理

テ
ム
と
と
ら
え
て
制
定
さ
れ
た
の
が

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
で
あ
る
。
発
行

後
30
年
が
経
ち
、
国
内
で
２
万
件
の

認
証
が
さ
れ
る
ほ
ど
に
認
証
制
度
は

発
展
し
た
。
日
本
適
合
性
認
定
協
会

（
Ｊ
Ａ
Ｂ
）
の
認
定
業
種
分
類
は
39

で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
34
を
当
社
が

カ
バ
ー
し
て
い
る
。

　

―
―
認
証
取
得
で
企
業
の
意
識
は

変
わ
っ
た
か
。

　

そ
れ
ま
で
の
環
境
管
理
は
、
環
境

に
有
害
な
汚
染
物
質
を
出
さ
な
い
公

害
対
策
で
あ
っ
た
。
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認

証
の
取
得
で
、
汚
染
の
予
防
や
対
応

に
と
ど
ま
ら
ず
、
環
境
に
対
し
活
動

す
る
こ
と
で
周
辺
に
影
響
を
及
ぼ
す

取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
原
材
料
を
環
境
に
負
荷
が
な
い

と
こ
ろ
か
ら
調
達
す
れ
ば
、
自
社
の

敷
地
内
の
負
荷
低
減
だ
け
で
な
く
、

改
訂
に
伴
う
各
種
サ
ポ
ー
ト
を
実
施

�

職
場
の
経
験
生
か
せ
る
審
査
員
を
募
集
中

２
０
２
６
年
改
訂
版
が
４
月
15
日
に
発
行

気
候
変
動
な
ど
優
先
課
題
へ
の
対
応
を
支
援

日
本
規
格
協
会
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ  

佐
藤
哲
也
・
審
査
登
録
事
業
部
長
に
聞
く

　

分
析
用
試
薬
の
林
純
薬
工
業
と

分
析
機
器
の
ア
ジ
レ
ン
ト
・
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
は
４
月
23
日
、
東
京
都

千
代
田
区
で
「
水
道
水
質
・
環
境

分
析
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
６
」
を
会

場
と
ウ
ェ
ブ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形

式
で
開
催
し
た
。
国
立
医
薬
品
食

品
衛
生
研
究
所
生
活
衛
生
化
学
部

の
小
林
憲
弘
氏
が
、
４
月
に
改
正

さ
れ
た
水
道
水
質
検
査
基
準
と
検

査
方
法
に
つ
い
て
午
前
と
午
後
の

２
回
に
分
け
て
講
演
し
た
。

　

午
前
の
講
演
「
水
道
水
質
検
査

の
基
本
の
最
新
～
告
示
法
の
解
釈

と
妥
当
性
評
価
の
考
え
方
～
」
で

小
林
氏
は
、「
水
道
水
質
検
査
は

水
質
基
準
項
目
の
物
質
に
つ
い
て

は
告
示
法
を
用
い
る
必
要
が
あ

る
。
水
質
管
理
目
標
設
定
項
目
の

物
質
に
関
し
て
は
、
環
境
省
の
通

知
法
を
参
考
に
検
査
し
、
妥
当
性

評
価
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
告

示
法
で
は
、
試
薬
に
関
し
て
は
製

品
評
価
技
術
基
盤
機
構
の
認
定
し

た
事
業
者
が
発
行
す
る
証
明
書
添

付
の
標
準
液
を
使
用
す
る
。
有
害

な
溶
媒
の
使
用
量
削
減
の
た
め
、

24
年
に
告
示
法
は
試
薬
の
調
整
量

を
記
載
せ
ず
希
釈
率
を
表
示
す
る

よ
う
、で
き
る
限
り
改
め
ら
れ
た
。

告
示
法
は
標
準
作
業
手
順
書
で
は

な
い
の
で
、
作
業
手
順
は
検
査
機

関
が
作
成
し
た
上
で
妥
当
性
評
価

を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
妥

当
性
評
価
は
『
妥
当
性
評
価
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
』
を
参
考
に
検
査
物
の

濃
度
と
応
答
値
に
正
の
相
関
関
係

の
検
量
線
を
作
成
し
評
価
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　

午
後
の
講
演
「
水
道
水
質
検
査

の
最
新
～
告
示
法
の
改
正
と
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
の
検
査
方
法
」
で
は
、
検
査

義
務
を
伴
う
水
道
水
質
基
準
に
変

更
さ
れ
た
有
機
フ
ッ
素
化
合
物

（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）
の
う
ち
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
検
査
法
に
つ
い

て
講
演
し
た
。

　

小
林
氏
は
「
告
示
法
に
変
更
の

理
由
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ

が
全
国
的
に
検
出
さ
れ
る
こ
と
と
、

浄
水
場
で
活
性
炭
処
理
に
よ
っ
て

濃
度
が
低
減
で
き
る
こ
と
に
よ
る
。

検
査
方
法
の
改
正
点
は
３
点
。
一

つ
は
、
高
価
な
標
準
液
の
余
剰
分

を
廃
棄
せ
ず
冷
凍
保
存
し
て
６
カ

月
ま
で
使
用
可
能
に
し
た
こ
と
。

２
つ
目
は
、
濃
縮
時
、
機
器
の
性

能
に
合
わ
せ
濃
縮
倍
率
が
選
択
で

き
る
よ
う
に
し
た
こ
と
。
３
つ
目

は
、
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
の
分
析
で

異
性
体
を
考
慮
し
規
定
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
」
だ
と
述
べ
た
。

　

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
以
外
の

検
査
法
の
改
正
点
に
つ
い
て
は
、

「
水
銀
を
含
む
金
属
の
一
斉
分
析

法
と
し
て
、
連
続
流
れ
分
析
―
誘

導
結
合
プ
ラ
ズ
マ
質
量
分
析
（
Ｉ

Ｃ
Ｐ
／
Ｍ
Ｓ
）
装
置
に
よ
る
分
析

が
追
加
さ
れ
た
こ
と
な
ど
だ
」
と

し
た
。

　

小
林
氏
の
講
演
後
、
連
続
流
れ

分
析
装
置
を
販
売
す
る
ビ
ー
エ
ル

テ
ッ
ク
と
Ｉ
Ｃ
Ｐ
／
Ｍ
Ｓ
分
析
装

置
を
販
売
す
る
ア
ジ
レ
ン
ト
・
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
か
ら
、
装
置
の
紹
介

が
行
わ
れ
た
。

　

ア
ジ
レ
ン
ト
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

か
ら
は
、
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
質
量

分
析
装
置
の
紹
介
と
、
こ
れ
ま
で

困
難
と
さ
れ
て
い
た
超
短
鎖
～
長

鎖
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
一
斉
水
道
水
分
析

に
成
功
し
た
話
題
が
提
供
さ
れ

た
。
さ
ら
に
分
析
の
正
確
性
の
た

め
の
デ
ジ
タ
ル
管
理
の
必
要
性

と
、
同
社
の
管
理
ソ
フ
ト
も
紹
介

し
た
。

　

林
純
薬
工
業
は
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
標
準

液
や
カ
ラ
ム（
溶
媒
を
詰
め
た
管
）

な
ど
の
水
道
水
質
に
役
立
つ
製
品

を
紹
介
。
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
分
解
除
去
効

率
評
価
用
高
純
度
試
薬
、
大
量
の

試
薬
調
達
も
可
能
だ
と
述
べ
た
。

ま
た
、
あ
ら
か
じ
め
調
整
し
た
試

薬
を
販
売
し
、
手
間
と
時
間
が
か

か
る
前
処
理
を
軽
減
す
る
と
と
も

に
、
劇
薬
取
り
扱
い
や
廃
棄
量
の

低
減
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
を
紹

介
し
た
。

林純薬工業とアジレント・テクノロジー
ＰＦＡＳの検査方法などテーマにセミナー

国衛研の小林氏が講演

NEWS ＋

小林氏
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や
資
源
代
替
に
寄
与
し
て
い

る
か
ま
で
定
量
化
さ
れ
て
い

る
ケ
ー
ス
は
稀
だ
。
そ
の
た

め
、
排
出
事
業
者
側
も
自
社

の
環
境
開
示
に
処
理
段
階
の

付
加
価
値
を
十
分
に
反
映
で

き
ず
に
い
る
。

　

今
後
は
、
こ
の
状
況
が
劇

的
に
変
化
す
る
。
Ｃ
Ｄ
Ｐ
、

Ｓ
Ｂ
Ｔ
、
Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ
、
そ
し

て
建
築
物
Ｌ
Ｃ
Ａ
（
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）

な
ど
の
普
及
に
よ
り
、
排
出

事
業
者
に
は
よ
り
具
体
的
か

つ
定
量
的
な
根
拠
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
。
ど
の
廃

棄
物
を
、
ど
の
工
程
で
再
資

源
化
し
、
ど
の
よ
う
な
代
替

効
果
を
生
ん
だ
の
か
。
こ
う

し
た
精
緻
な
情
報
が
、
企
業

評
価
を
左
右
す
る
時
代
に
な

り
つ
つ
あ
る
。

　

そ
の
鍵
を
握
る
の
が
「
環

境
価
値
の
記
録
と
証
明
」
で

あ
る
。
ど
の
事
業
者
か
ら
何

を
受
け
入
れ
、
最
終
的
に
何

に
利
用
さ
れ
、
結
果
と
し
て

焼
却
や
埋
め
立
て
、
化
石
燃

料
、
天
然
資
源
を
ど
の
程
度

回
避
・
代
替
し
た
の
か
。
こ

れ
ら
を
記
録
し
、
エ
ビ
デ
ン

ス
と
し
て
提
供
で
き
る
体
制

を
整
え
る
こ
と
は
、
廃
棄
物

分
野
に
お
け
る
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

ａ
ｎ
ｄ 

Ｃ
ｌ
ａ
ｉ
ｍ
的
な

発
想
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
廃
棄
物
処
理

に
は
厳
格
な
法
令
や
処
理
責

任
が
伴
う
た
め
、
他
分
野
の

仕
組
み
を
そ
の
ま
ま
流
用
で

き
る
わ
け
で
は
な
い
。
二
重

計
上
や
過
大
評
価
を
排
除
す

る
た
め
の
慎
重
な
制
度
設
計

は
不
可
欠
だ
。

　

し
か
し
、
業
界
の
進
む
べ

き
方
向
性
は
明
確
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
処
理
業
者
の
評
価

軸
は
、
処
理
単
価
や
許
可
品

目
、
法
令
順
守
が
中
心
で

あ
っ
た
。
今
後
は
そ
れ
に
加

え
、「
そ
の
処
理
が
ど
の
よ

う
な
環
境
価
値
を
生
ん
で
い

る
か
」
を
証
明
で
き
る
か
ど

う
か
が
、
最
大
の
競
争
軸
と

な
る
。廃
棄
物
処
理
業
は「
受

け
入
れ
て
処
理
す
る
産
業
」

か
ら
、「
環
境
価
値
を
創
出

し
、
証
明
す
る
産
業
」
へ
と

進
化
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
。
こ

の
構
造
変
化
に
対
応
で
き
る

か
ど
う
か
が
、
次
世
代
の
競

争
力
を
左
右
す
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。

資
源
循
環

ブ
ッ
ク
オ
フ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
代
表
取
締
役
社
長  

堀
内
康
隆
氏

「
北
の
大
地
に
お
け
る
資
源
循
環
と
産
廃
処
理
」
に

つ
い
て
学
ぶ
会
と
な
っ
た

10
～
30
秒
程
度
で
安
全
か
つ
効
率
的
に
タ

ブ
レ
ッ
ト
等
を
分
解
で
き
る

BOOKOFF をはじめ国内外約 800
の〝実店舗〟を持つ強みを活かす

10 ～ 30 秒程度で安
全かつ効率的にタブ
レット等を分解できる

学校からの大量廃棄で
タブレット分解装置が注目

日東ホルカム

か
」
と
い
う
点
に
あ
り
、
廃

棄
物
処
理
業
界
と
も
深
く
関

係
し
て
い
る
。

　

産
業
廃
棄
物
は
、
排
出
事

業
者
か
ら
処
理
業
者
に
引
き

渡
さ
れ
た
時
点
で
、
物
理
的

に
は
事
業
者
の
手
を
離
れ

る
。
し
か
し
企
業
の
環
境
開

示
に
お
い
て
は
、
そ
の
後
の

処
理
工
程
が
ス
コ
ー
プ
３
排

て
残
り
続
け
る
の
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
Ｒ
Ｐ
Ｆ
化
に
よ
る
化
石

燃
料
の
代
替
、
木
く
ず
の

チ
ッ
プ
化
、
汚
泥
の
セ
メ
ン

ト
原
料
化
や
代
替
燃
料
化
、

さ
ら
に
は
食
品
廃
棄
物
の
メ

タ
ン
発
酵
な
ど
は
、
単
な

る
「
処
理
」
で
は
な
く
「
環

境
価
値
の
創
出
」
と
捉
え
直

す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
現

状
で
は
、
こ
れ
ら
の
価
値
は

十
分
に
可
視
化
さ
れ
て
い
な

い
。「
適
正
に
リ
サ
イ
ク
ル

し
て
い
る
」
と
い
う
説
明
は

あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
具
体
的

に
ど
の
程
度
の
Ｃ
Ｏ
２

削
減

出
量
や
資
源
循
環
の
評
価
に

直
結
す
る
。
つ
ま
り
、
廃
棄

物
と
い
う
「
物
」
は
処
理
業

者
へ
移
る
一
方
で
、
そ
こ
か

ら
生
じ
る
「
環
境
価
値
」
は
、

排
出
事
業
者
の
企
業
価
値
を

左
右
す
る
重
要
な
情
報
と
し

「
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

ａ
ｎ
ｄ 

Ｃ
ｌ
ａ

ｉ
ｍ
」
が
示
す
、
産
廃
業
界

の
次
の
競
争
軸

　

企
業
の
脱
炭
素
対
応
は
、

自
社
排
出
だ
け
で
な
く
、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
へ
と

広
が
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で

重
要
に
な
っ
て
い
る
の
が
、

単
に
「
削
減
し
た
か
」
と
い

う
事
実
だ
け
で
な
く
、「
そ

の
削
減
を
ど
う
証
明
す
る

か
」
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
で
あ

る 

。

　

こ
の
文
脈
で
注
目
さ
れ
る

の
が
、「
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

ａ
ｎ
ｄ 

Ｃ
ｌ
ａ
ｉ
ｍ
（
ブ
ッ
ク
・
ア

ン
ド
・
ク
レ
ー
ム
）」
と
い

う
考
え
方
だ
。
こ
れ
は
、
物

理
的
な
モ
ノ
の
流
れ
と
、
そ

こ
か
ら
生
ま
れ
る
環
境
価
値

の
流
れ
を
切
り
離
し
て
管
理

す
る
仕
組
み
を
指
す
。
例
え

ば
、
あ
る
場
所
で
低
炭
素
燃

料
の
利
用
等
に
よ
り
Ｃ
Ｏ
２

削
減
が
生
じ
た
場
合
、
そ
の

価
値
を
第
三
者
が
記
録
・
管

理
し
、
必
要
と
す
る
企
業
に

証
書
の
よ
う
に
割
り
当
て

る
。
一
見
、
海
運
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
分
野
特
有
の
話
に
思
え

る
が
、
そ
の
本
質
は
「
環
境

価
値
を
ど
う
記
録
し
、
誰
に

帰
属
さ
せ
、
ど
う
活
用
す
る

廃
棄
物
処
理
か
ら「
環
境
価
値
証
明
」へ

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
未
来
を
拓
く
～
リ
ユ
ー
ス
の
日
に
向
け
て
～
①

「
そ
の
削
減
を
ど
う
証
明
す
る
か
」の
プ
ロ
セ
ス
が
重
要

カ
ー
ボ
ン
フ
リ
ー
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
代
表
取
締
役 

中
西
　
武
志

廃
棄
物
処
理
業
者
が

生
き
残
る
た
め
の
脱
炭
素
経
営

（52）

「楽しい」「ワクワクする」キーワードにリユースの普及を
関係企業が集結し子供たちへの啓発イベント実施

　

―
―
「
リ
ユ
ー
ス
の
日
」

と
は
。

　

８
月
８
日
「
リ
ユ
ー
ス
の

日
」
は
、
日
本
リ
ユ
ー
ス
業

協
会
に
よ
っ
て
２
０
２
３
年

に
制
定
さ
れ
た
記
念
日
だ
。

も
の
が
人
か
ら
人
へ
と
循
環

し
続
け
る
様
子
が
イ
メ
ー
ジ

で
き
る
「
∞
」（
無
限
大
）

と
同
じ
形
の
「
８
」
が
並
ぶ

こ
と
が
由
来
と
な
っ
て
い

る
。
よ
り
多
く
の
人
に
リ

ユ
ー
ス
の
良
さ
や
楽
し
さ
を

知
っ
て
も
ら
い
、
リ
ユ
ー
ス

に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

―
―
リ
ユ
ー
ス
の
日
に
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
が
。

　

日
本
国
内
に
お
け
る
リ

ユ
ー
ス
市
場
は
拡
大
を
続
け

て
い
る
が
、
環
境
省
の
調
査

に
よ
る
と
使
わ
な
く
な
っ

た
品
物
を
一
年
の
う
ち
に
譲

渡
あ
る
い
は
売
却
す
る
人
は

30
％
程
度
と
、
リ
ユ
ー
ス

行
動
の
浸
透
は
ま
だ
道
半
ば

だ
。
こ
の
た
め
、
リ
ユ
ー
ス

人
口
の
拡
大
を
目
指
し
て
昨

年
初
め
て
小
学
生
と
そ
の
保

護
者
を
対
象
に
、
リ
ユ
ー
ス

体
験
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

た
。
８
月
８
、９
日
に
東
京
・

秋
葉
原
で
開
催
し
た
第
１
回

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
リ
ユ
ー
ス

業
協
会
会
員
企
業
６
社
の
ほ

か
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ

ミ
ー
や
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
に

取
り
組
む
企
業
を
含
め
計
26

社
が
賛
同
。
環
境
省
か
ら
も

後
援
を
い
た
だ
い
た
。

　

昨
年
は
参
加
者
か
ら
高
評

価
を
得
て
お
り
、
今
年
は
よ

り
多
く
の
企
業
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ

か
け
に
リ
ユ
ー
ス
の
認
識
を

深
め
て
い
き
た
い
。８
月
７
、

８
日
の
２
日
間
、
同
じ
秋
葉

原
で
開
催
す
る
こ
と
が
決
定

し
て
い
る
。
４
月
15
日
現
在

で
賛
同
企
業
は
31
社
と
な
っ

て
い
る
。

　

―
―
Ｃ
Ｅ
の
重
要
性
が
高

ま
っ
て
い
る
が
。

　

Ｃ
Ｅ
は
、
資
源
や
製
品
を

一
方
通
行
で
捨
て
る
の
で
は

な
く
、
循
環
さ
せ
な
が
ら
価

値
を
最
大
限
に
生
か
し
て
い

く
た
め
に
ど
う
活
動
す
る
か

と
い
う
こ
と
だ
と
と
ら
え
て

お
り
、
主
に
三
つ
程
の
要
素

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。
第
一
は
従
来
か

ら
言
わ
れ
て
い
た
環
境
的
要

素
で
、
作
ら
れ
た
も
の
を
単

に
捨
て
る
と
環
境
負
荷
に
な

る
の
で
ど
う
再
生
し
て
い
く

か
と
い
う
観
点
だ
。
第
二
に

最
近
特
に
注
目
さ
れ
て
き
た

こ
と
だ
が
、
経
済
安
全
保
障

の
面
も
含
め
、
資
源
の
希
少

性
、
有
限
性
に
焦
点
を
当
て

ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
か
と

　

政
府
は
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
（
Ｃ
Ｅ
）
を
国
家
戦
略
に
掲
げ
、強
力
に
推
進
し
て
い
く
方
針
を
示
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
重
要
な
要
素
の
一
つ
と
な
る
の
が
「
リ
ユ
ー
ス
」
だ
。
環
境
省
は
２
０
３
０
年
ま
で
に
リ
ユ
ー
ス
市
場
規
模

を
４
兆
６
千
億
円
（
24
年
比
32
％
増
）
と
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
「
リ
ユ
ー
ス
等
の
促
進
に
関
す
る
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

を
３
月
に
公
表
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
業
界
で
も
リ
ユ
ー
ス
の
普
及
・
拡
大
に
向
け
た
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。
８

月
８
日
の
「
リ
ユ
ー
ス
の
日
」
に
は
、23
年
以
降
各
社
か
ら
情
報
発
信
が
行
わ
れ
て
い
る
。
昨
年
に
は
秋
葉
原
で
リ
ユ
ー

ス
事
業
者
合
同
の
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
が
初
開
催
さ
れ
た
。
今
年
も
開
催
が
決
ま
っ
た
こ
と
を
受
け
、
今
回
か
ら
同
イ
ベ

ン
ト
の
関
係
者
に
リ
ユ
ー
ス
の
重
要
性
や
今
後
の
展
望
な
ど
を
聞
い
て
い
く
。
初
回
は
、
同
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
長
を

務
め
る
ブ
ッ
ク
オ
フ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
堀
内
康
隆
代
表
取
締
役
社
長
。

い
う
こ
と
だ
。
そ
し
て
第
三

が
、
生
活
者
と
し
て
の
視
点

だ
。
も
の
の
価
格
が
上
が
る

中
で
、
生
活
者
と
し
て
大
切

に
し
て
い
く
こ
と
が
自
分
た

ち
の
便
益
に
つ
な
が
る
。
特

に
リ
ユ
ー
ス
の
分
野
は
そ
こ

に
該
当
す
る
と
思
う
が
、
自

分
に
と
っ
て
は
使
わ
な
く

な
っ
て
価
値
が
な
く
な
っ
た

も
の
で
も
、
他
の
誰
か
に

と
っ
て
は
価
値
が
あ
る
可
能

性
が
あ
る
。環
境
負
荷
低
減
、

経
済
安
全
保
障
と
い
っ
た
マ

ク
ロ
な
活
動
と
、
ミ
ク
ロ
で

身
近
な
生
活
者
の
行
動
変
容

が
相
ま
っ
て
こ
そ
、
Ｃ
Ｅ
が

進
展
し
て
い
く
と
考
え
て
い

る
。

　

―
―
Ｃ
Ｅ
に
お
け
る
リ

ユ
ー
ス
の
位
置
付
け
は
。

　

Ｃ
Ｅ
の
中
で
も
リ
ユ
ー

ス
は
最
優
先
課
題
だ
。
リ

デ
ュ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
に

比
べ
て
、
リ
ユ
ー
ス
は
ま
だ

ま
だ
や
れ
る
の
に
や
っ
て
い

な
い
こ
と
が
多
く
あ
る
と
思

う
。
特
に
日
本
で
は
商
品

の
耐
久
性
が
昔
に
比
べ
て
圧

倒
的
に
向
上
し
、
リ
ユ
ー
ス

し
や
す
い
環
境
が
整
っ
て
き

た
。
一
度
作
ら
れ
た
も
の

を
長
く
使
い
続
け
れ
ば
、
最

も
大
き
な
環
境
負
荷
削
減
効

果
が
期
待
で
き
る
。
リ
ユ
ー

ス
が
拡
大
す
る
こ
と
で
リ

デ
ュ
ー
ス
の
成
果
も
現
れ
や

す
く
な
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
も

最
小
限
で
済
む
。
リ
ユ
ー
ス

を
ど
れ
だ
け
拡
大
で
き
る
か

が
、
Ｃ
Ｅ
実
現
の
鍵
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

―
―
日
本
の
リ
ユ
ー
ス
の

現
状
を
ど
う
見
て
い
る
か
。

　

現
状
で
は
ま
だ
残
念
な
が

ら
、
消
極
的
な
理
由
で
使
っ

て
い
る
人
が
多
い
と
い
う
の

が
実
感
だ
。
売
る
側
と
し
て

は
、
置
く
場
所
が
な
い
か
ら

と
か
、
引
っ
越
し
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
か
ら
仕
方
な
く

と
か
、
そ
う
し
た
理
由
に
よ

る
利
用
が
中
心
だ
。
一
方
購

入
サ
イ
ド
は
、敷
居
は
下
が
っ

て
き
て
い
る
が
、
ま
だ
選
択

肢
が
限
定
的
な
た
め
ク
オ
リ

テ
ィ
と
値
段
を
比
較
し
て
新

品
を
買
う
と
い
う
選
択
を
し

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
多
い
。

た
だ
、
若
い
世
代
に
は
変
化

が
出
て
き
て
い
る
。
若
年
層

が
中
古
品
を
売
買
す
る
こ
と

を
自
然
に
受
け
入
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら

さ
ら
に
変
わ
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

　

―
―
ブ
ッ
ク
オ
フ
グ
ル
ー

プ
の
特
徴
は
。

　

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｆ
Ｆ
を
は
じ

め
国
内
外
約
８
０
０
店
舗
を

展
開
し
、本
、Ｃ
Ｄ
、ゲ
ー
ム
、

お
も
ち
ゃ
、
ト
レ
カ
、
家
電
、

衣
類
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
中
古

商
品
の
買
取
・
販
売
を
行
っ

て
い
る
。
ネ
ッ
ト
販
売
が
拡

大
し
て
お
り
、
当
社
も
オ
ン

ラ
イ
ン
ス
ト
ア
を
運
営
し
て

い
る
が
、
リ
ア
ル
店
舗
の
強

み
は
な
く
な
っ
て
い
な
い
と

考
え
て
い
る
。
リ
ユ
ー
ス
商

品
は
状
態
が
均
一
で
は
な
い

た
め
、
実
際
に
目
で
見
て
、

手
に
取
っ
て
確
認
し
た
い
と

い
う
ニ
ー
ズ
は
根
強
い
。
ま

た
、
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ー

ド
を
使
っ
て
お
客
様
同
士
が

交
流
す
る
な
ど
、
大
型
店
で

は
大
人
が
集
え
る
サ
ー
ド
プ

レ
イ
ス
と
し
て
の
機
能
も
あ

る
。〝
安
心
感
〟〝
楽
し
さ
〟

な
ど
は
ネ
ッ
ト
で
は
提
供
で

き
な
い
面
も
あ
る
。
一
方

で
、
ア
プ
リ
（
会
員
数
現
在

約
１
千
万
人
）
で
簡
単
に
注

文
し
て
店
舗
で
受
け
取
れ
る

な
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
リ
ア

ル
の
良
さ
を
う
ま
く
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
事
業
拡
大
を

進
め
て
い
る
。

　

―
―
今
後
の
事
業
展
開

は
。

　

２
月
に
伊
藤
忠
商
事
と
の

資
本
業
務
提
携
を
発
表
し

た
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
店

舗
網
を
活
用
し
た
リ
ユ
ー
ス

品
の
仕
入
強
化
な
ど
を
計
画

し
て
い
る
。
４
月
か
ら
は
世

田
谷
区
・
杉
並
区
を
中
心
と

し
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
約

30
店
舗
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を

設
置
し
て
衣
料
品
・
雑
貨
を

回
収
す
る
実
証
実
験
も
開
始

し
た
。
当
社
グ
ル
ー
プ
と
し

て
は
、
粗
大
ご
み
の
処
理
や

家
屋
内
の
整
理
な
ど
、
消
費

者
の
困
り
ご
と
に
幅
広
く
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ
や
デ
ジ

タ
ル
活
用
も
急
務
だ
。
査
定

プ
ロ
セ
ス
の
自
動
化
な
ど
に

よ
り
、
ス
タ
ッ
フ
は
よ
り
顧

客
サ
ー
ビ
ス
に
集
中
で
き
る

環
境
を
整
え
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

―
―
国
等
に
対
し
て
望
む

こ
と
は
。

　

リ
ユ
ー
ス
と
い
う
言
葉
の

定
着
化
を
進
め
て
ほ
し
い
。

よ
り
消
費
行
動
に
結
び
つ
く

よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信

を
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。
リ

ユ
ー
ス
は
環
境
の
た
め
だ
け

で
は
な
く
、
文
化
で
あ
り
、

生
活
の
知
恵
だ
。「
環
境
の

た
め
に
や
る
べ
き
」
で
は
人

は
動
か
な
い
。
楽
し
い
、
ワ

ク
ワ
ク
す
る
、
と
い
っ
た
発

想
で
事
業
者
と
国
が
共
に
リ

ユ
ー
ス
を
広
め
て
い
く
こ
と

を
目
指
す
。

�

（
聞
き
手
・
黒
岩
修
） 　

文
部
科
学
省
が
推
進
す
る

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

よ
り
全
国
の
小
中
学
校
に
導

入
さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

が
更
新
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
２

０
２
５
~
26
年
度
は
約
９
５

０
万
台
の
使
用
済
み
端
末
が

大
量
廃
棄
さ
れ
る
見
込
み
と

な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

中
、
日
東
ホ
ル
カ
ム
（
千
葉

県
茂
原
市
）
が
開
発
し
た
タ

ブ
レ
ッ
ト
分
解
装
置
「
Ｈ
Ｏ

Ｒ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｕ 

Ｔ
Ｂ
Ｎ
︱

１
０
１
４
Ｈ
Ｋ
︱
Ｈ
３
」
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

ド
ラ
イ
ヤ
ー
等
で
熱
を
当

て
て
手
作
業
で
分
解
す
る
従

来
の
方
法
で
は
１
端
末
に
対

し
20
分
程
度
要
し
た
の
に
対

し
、
同
装
置
で
は
10
~
30
秒

程
度
で
安
全
か
つ
効
率
的
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
等
を
分
解
で
き

る
。
加
熱
温
度
を
制
御
し
、

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
安

全
に
取
り
出
せ
る
ほ
か
、
同

社
の
Ｃ
ｒ
ｕ
ｓ
ｈ 

Ｂ
ｏ
ｘ

シ
リ
ー
ズ
と
連
携
さ
せ
る
こ

と
で
Ｓ
Ｓ
Ｄ
、
ｅ
Ｍ
Ｍ
Ｃ
と

い
っ
た
記
憶
装
置
の
物
理
破

壊
ま
で
対
応
す
る
。

　

廃
棄
す
る
際
の
課
題
と
し

て
、
分
解
作
業
中
に
故
障
と

判
断
さ
れ
て
い
た
端
末
が
突

然
電
源
オ
ン
・
Ｏ
Ｓ
起
動
す

る
「
復
活
」
事
例
が
多
数
確

認
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ

の
現
象
は
、
端
末
の
多
く
が

児
童
・
生
徒
の
使
用
に
よ
る

落
下
・
振
動
で
生
じ
た
内
部

コ
ネ
ク
タ
や
ス
イ
ッ
チ
の
接

触
不
良
（「
隠
れ
故
障
」
ま

た
は
「
偽
装
死
」
状
態
）
に

よ
る
も
の
で
、
装
置
の
真
空

吸
着
固
定
、
加
熱
処
理
、
レ

バ
ー
操
作
に
よ
る
分
離
プ
ロ

セ
ス
で
微
細
な
物
理
刺
激
が

接
触
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
で

発
生
す
る
。
特
に
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
端
末
の
更
新
ピ
ー

ク
で
大
量
廃
棄
が
進
む
中
、

こ
の
「
復
活
」
事
例
は
修
理

業
者
・
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
者

間
で
共
通
の
知
見
と
し
て
共

有
さ
れ
始
め
て
い
る
。

　

こ
の
「
復
活
」
現
象
は
、

自
治
体
・
教
育
委
員
会
が
廃

棄
コ
ス
ト
削
減
や
資
源
有
効

利
用
を
促
進
す
る
上
で
、
情

報
漏
洩
の
重
大
な
懸
念
を
生

じ
さ
せ
る
。
文
部
科
学
省
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
（
教
育
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
）
や

小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に

準
拠
し
た
適
正
処
分
が
求

め
ら
れ
る
中
、「
電
源
が
入

ら
な
い
=
デ
ー
タ
安
全
」
の

思
い
込
み
が
最
大
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
あ
り
、
Ｊ

Ａ
Ｄ
Ｐ
Ａ
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

（
全
10
項
目
）
の
項
目
６
（
記

憶
媒
体
適
し
た
消
去
方
法
検

討
）・
７
（
証
明
書
発
行
）・

８
（
事
業
者
実
績
確
認
）
で

指
摘
さ
れ
る
リ
ス
ク
評
価
不

足
を
露
呈
す
る
。
事
故
発
生

時
の
責
任
は
主
に
自
治
体
等

に
帰
属
し
、
保
護
者
対
応
・

法
的
賠
償
の
恐
れ
が
あ
る
。

　

同
社
で
は
、こ
の
「
復
活
」

現
象
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
活
用

し
た
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
を

提
唱
。
Ｊ
Ａ
Ｄ
Ｐ
Ａ
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
の
ハ
イ
リ
ス
ク
点

を
補
完
す
る
た
め
、
分
解
工

程
に
接
触
不
良
検
知
を
組
み

込
み
、
即
時
対
応
を
推
奨
す

る
。

　

同
社
の
唐
鎌
益
男
代
表
取

締
役
は
、「
９
５
０
万
台
が

大
量
廃
棄
さ
れ
る
と
い
う
課

題
に
対
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の

生
産
技
術
力
で
省
人
化
機
械

を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。
テ

コ
の
原
理
と
い
う
基
本
的
な

法
則
を
活
用
・
工
夫
す
る
こ

と
で
実
用
新
案
を
取
得
し

た
」
と
話
す
。
さ
ら
に
情
報

リ
ス
ク
の
問
題
に
つ
い
て

は
、「
Ｍ
Ｄ
Ｍ
の
解
除
と
デ
ー

タ
消
去
・
物
理
破
壊
は
排
出

元
の
責
任
で
あ
る
。
復
活
し

た
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
デ
ー
タ
が

残
っ
た
ま
ま
売
却
さ
れ
る
こ

と
は
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
観
点
か
ら
非
常
に
ま
ず
い

状
況
だ
。
復
活
し
た
端
末
に

つ
い
て
は
必
ず
検
査
し
、
問

題
が
あ
れ
ば
適
切
に
対
応
す

る
こ
と
が
重
要
だ
」
と
強
調

し
て
い
る
。



（6）令和 8年（2026 年）5月 13日（水曜日）（第３種郵便物認可）　　（毎週水曜日発行）

春得 オンライン環境新聞

★３カ月無料の「春得」キャンペーン
　環境新聞オンラインでは、３月18日から5月15日間まで「2026春得　購読キャンペーン」を実施いたします。
　キャンペーン期間内（５月15日午後23時59分まで）にお申し込みいただいた方は、最大３カ月
　（申し込み月無料＋２カ月無料）になります。

　有料会員の方は、無料体験期間からすべてのコンテンツと機能をご利用いただけます。

で

●年間購読プランが対象です。

●プレミアム会員のご案内

（年額）26,400円
※

環境新聞オンラインをお申込みの方は、環境新聞紙面版を
お得に購読いただけます。
環境新聞紙面版（年間29,700円）＋環境新聞オンライン（年間5,280円）＝
年間34,980円（税込）になるお得なプランです。
＊紙面版は、有料発生日から配達いたします。

    年間購読料、29,700円＋月額440円（税込）環境新聞（紙面版）の年間購読をお申込みの方は
　紙面版と「環境新聞オンライン」の    すべてのコンテンツをご利用いただけます。
※無料会員の方は、一部機能のみ活用できます。

無料会員無料会員、、メルマガ会員メルマガ会員の方はの方は、、この機会をお見逃しなくこの機会をお見逃しなく！！！！

最大３カ月無料
３月18日～5月15日まで

対象は、個人 と法人契約 になります。
無料会員、メルマガ会員の方は、この機会をお見逃しなく！！

ヤクルト
本 社

市
原
市
の
大
型
モ
ー
ル
で

容
器
を
回
収
・
再
資
源
化

「
自
律
分
散
型
経
営
」の

仕
組
み
や
考
え
方
を
体
験

�

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
山
要
な
ど
が
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
プ
ロ
セ
ス
Ｗ
Ｇ

調
印
式
の
様
子

が
飛
躍
的
に
高
ま
る
と
い

う
。

　

Ｗ
Ｓ
で
は
参
加
者
た
ち

が
、
組
織
の
「
判
断
基
準
」

を
象
徴
す
る
言
葉
を
、
Ｒ
Ｉ

Ｎ
Ｇ
Ｏ
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て

決
定
。
具
体
的
な
意
思
表
現

と
、
質
問
と
意
見
の
切
り
分

け
の
重
要
性
を
学
び
な
が

ら
、
自
分
た
ち
の
組
織
内
で

こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
ど
う
実
装

し
て
い
く
か
を
考
え
た
。

　

乾
氏
は
「
意
思
と
意
見
の

違
い
」
に
つ
い
て
、「
意
思

は
自
分
の
内
側
か
ら
生
ま
れ

る
も
の
で
、
主
体
が
自
分
。

対
し
て
意
見
は
自
分
以
外
に

主
体
が
あ
る
も
の
」と
説
明
。

「
例
え
ば
、
あ
る
場
所
に
行

き
た
い
と
い
う
想
い
は
意
思

で
あ
り
、
そ
の
場
所
へ
向
か

う
際
に
『
こ
ち
ら
の
道
か
ら

行
っ
た
方
が
近
い
』
と
い
っ

た
ア
ド
バ
イ
ス
が
意
見
。
こ

の
区
別
を
組
織
内
で
共
有
す

る
こ
と
で
、
会
議
の
質
が
劇

的
に
向
上
す
る
」
と
し
た
。

　

さ
ら
に
「
意
思
が
明
確
で

あ
れ
ば
、
た
と
え
全
員
の
意

見
が
一
致
し
な
く
て
も
意
思

決
定
で
き
る
。
重
要
な
の
は

主
体
性
を
持
つ
こ
と
だ
」
と

強
調
し
た
。
従
来
の
組
織
で

は
全
員
の
合
意
を
求
め
る
あ

ま
り
決
定
が
遅
延
し
た
り
、

上
司
の
判
断
だ
け
で
進
む
た

め
現
場
が
主
体
性
を
失
う
と

い
う
課
題
が
あ
っ
た
。
し
か

し
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
実
践
す

る
こ
と
で
、
迅
速
性
と
納
得

度
の
両
立
が
可
能
に
な
る
。

　

個
人
の
主
体
性
と
組
織
全

体
の
目
的
が
調
和
す
る
新
し

い
組
織
運
営
の
手
法
に
、
参

加
者
た
ち
は
強
い
関
心
を
寄

せ
て
い
た
。

　

多
く
の
組
織
で
は
会
議
で

意
見
は
活
発
に
出
て
い
る
の

に
、「
誰
が
す
る
の
か
」
と

い
う
段
階
で
決
定
が
停
滞
す

る
。
乾
氏
は
こ
れ
を
「
意
見

は
あ
っ
て
も
意
思
が
な
い
」

と
指
摘
。
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
プ
ロ

セ
ス
は
、
主
体
性
を
持
つ
個

人
の
「
意
思
」
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
周
囲
の
意
見
を
「
受

け
止
め
る
」（
必
ず
し
も
受

け
入
れ
る
と
は
限
ら
な
い
）

こ
と
で
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
か
つ

納
得
度
の
高
い
決
定
を
実
現

す
る
仕
組
み
だ
。

　

す
で
に
自
律
分
散
型
経
営

を
実
践
し
て
い
る
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ

　

廃
棄
物
処
理
に
取
り
組
む

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
山
要
／

寝
屋
川
興
業
（
大
阪
府
寝
屋

川
市
）
は
ミ
タ
カ
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
滋
賀

県
湖
南
市
）
と
共
同
で
、
自

律
分
散
型
経
営
の
仕
組
み
や

考
え
方
を
体
験
で
学
ぶ
「
Ｒ

Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
プ
ロ
セ
ス
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（
Ｗ
Ｓ
）」
を
同

社
本
社
で
開
催
し
た
。
す
で

に
自
律
分
散
型
経
営
を
実
践

す
る
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ 

ｐ
ｒ
ｏ

ｐ
（
福
岡
市
）
を
は
じ
め
、

新
た
な
組
織
運
営
の
導
入
に

関
心
を
持
つ
複
数
企
業
が
参

加
。
講
師
を
務
め
た
「
手
放

す
経
営
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
」
の

乾
真
人
氏
が
、
人
が
人
ら
し

く
居
ら
れ
る
組
織
運
営
の
仕

組
み
を
実
践
的
に
伝
え
た
。

　

乾
氏
は
長
年
に
わ
た
り

「
進
化
型
組
織
運
営
」
の
研

究
を
続
け
て
お
り
、
そ
の
成

果
が「
Ｄ
Ｘ
Ｏ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

と
し
て
体
系
化
さ
れ
て
い

る
。
同
Ｗ
Ｓ
は
、
そ
の
中
核

を
成
す
「
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
プ
ロ

セ
ス
」
を
体
験
す
る
も
の
。

参
加
者
た
ち
は
、「
意
思
」

と
「
意
見
」
の
違
い
を
明
確

に
区
別
し
、
グ
ル
ー
プ
で
意

志
決
定
を
下
す
プ
ロ
セ
ス
を

実
践
し
た
。

ｎ 

ｐ
ｒ
ｏ
ｐ
の
川
添
克
子

代
表
取
締
役
会
長
も
参
加
。

「
人
が
人
ら
し
く
生
き
て
い

け
る
組
織
運
営
が
実
現
す
れ

ば
、
組
織
全
体
が
生
命
体
の

よ
う
に
自
然
に
成
長
し
て
い

く
」
と
そ
の
有
効
性
を
述
べ

た
。
従
来
の
階
層
的
経
営
で

は
上
層
部
が
指
示
を
下
す

が
、
進
化
型
組
織
で
は
全
メ

ン
バ
ー
が
自
分
た
ち
の
大
切

に
し
た
い
こ
と
を
基
準
に
主

体
的
に
動
く
。
そ
の
結
果
、

組
織
全
体
が
環
境
変
化
に
素

早
く
対
応
し
、
持
続
可
能
性

講師の乾真人氏（左）と自律分散型
経営を実践する川添克子氏

参加者が「ＲＩＮＧＯプロセス」を体験

資
源
循
環

　

廃
棄
物
処
理
業
界
に
関

わ
っ
て
い
る
と
、「
言
わ
な
く

て
も
分
か
る
だ
ろ
う
」「
見
て

覚
え
て
」
と
い
っ
た
空
気
感
、

ま
だ
ま
だ
根
強
い
な
と
感
じ

る
こ
と
が
多
い
で
す
。
い
わ

ゆ
る
ハ
イ
コ
ン
テ
ク
ス
ト
な

文
化
、
簡
単
に
言
う
と
「
言

わ
な
く
て
も
分
か
る
だ
ろ
う
」

と
い
う
前
提
で
成
り
立
つ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
当
た

り
前
に
な
っ
て
い
る
現
場
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
ち
ろ
ん
、
現
場
で
の
経

験
や
勘
は
大
事
で
す
し
、
先

「
察
す
る
文
化
」か
ら「
き
ち
ん
と

言
葉
に
す
る
文
化
」へ

人
材
を
育
て

活
か
す
環
境
づ
く
り

第 81 回

シ
ュ
ー
フ
ァ
ル
シ
　
代
表
取
締
役

武
本 

佳
弥

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
人
材
育
成
そ
の
も
の

廃棄物のリサイクル・再資源化技術推進で
ＣＥパートナーシップタケエイなど14団体が参加

　

Ｔ
Ｒ
Ｅ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
連
結
子
会
社
の
タ
ケ
エ
イ
が
、
２
０
２
５
年
２
月
に
地
元

自
治
体
、
企
業
、
大
学
等
と
締
結
し
た
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
（
Ｃ
Ｅ
）
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
、
今
回
新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
が
加
わ
る
こ
と
と
な
り
、
取
り
組
み
内
容
の
一
層

の
拡
充
を
目
的
と
し
て
４
月
28
日
に
参
加
14
団
体
に
よ
る
締
結
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。
同

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
、
地
域
の
リ
サ
イ
ク
ル
ニ
ー
ズ
や
廃
棄
物
へ
の
対
応
力
強
化
を
目

的
と
し
て
、
一
般
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
特
化
し
た
内
容
か
ら
廃
棄
物
全
般
の
リ
サ
イ

ク
ル
お
よ
び
資
源
循
環
へ
と
取
り
組
み
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
と
し
、
Ｃ
Ｅ
へ
の
転
換
を
よ

り
一
層
推
進
し
て
い
く
。

た
。

　

ま
た
、
南
相
馬
市
の
門
馬

和
夫
市
長
は
、「
ご
み
の
減

量
化
は
大
き
な
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
、
市
民
一
人
ひ
と
り

の
意
識
向
上
に
も
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
同

時
に
ご
み
減
量
あ
る
い
は
リ

サ
イ
ク
ル
の
仕
組
み
づ
く
り

も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
紙
お
む
つ

の
リ
サ
イ
ク
ル
に
参
加
し
、

剪
定
枝
の
再
利
用
も
検
討
い

た
だ
い
て
い
る
。
こ
う
し
た

取
り
組
み
は
行
政
だ
け
で
は

で
き
ず
、
各
分
野
の
方
々
が

集
ま
っ
て
仕
組
み
を
作
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
感
謝
し
、

こ
う
し
た
参
加
の
機
会
を
得

る
こ
と
に
御
礼
申
し
上
げ

る
。
こ
の
Ｃ
Ｅ
の
取
り
組
み

が
一
つ
ひ
と
つ
成
果
を
上
げ

る
こ
と
を
祈
念
す
る
」
と
期

待
を
寄
せ
た
。

　

同
社
は
福
島
県
相
馬
市
で

進
め
て
い
る「
相
馬
サ
ー
キ
ュ

ラ
ー
パ
ー
ク
」
構
想
の
一
環

と
し
て
、
25
年
２
月
に
相
馬

市
、
南
相
馬
市
を
は
じ
め
と

す
る
自
治
体
や
動
脈
企
業
、

山
形
大
学
な
ど
９
団
体
が
参

加
す
る
「
一
般
廃
棄
物
の
リ

サ
イ
ク
ル
技
術
推
進
に
関
す

る
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ

ミ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」

を
締
結
し
た
。
発
足
以
降
も

複
数
の
企
業
や
団
体
が
新
規

加
盟
し
て
お
り
、
産
官
学
連

携
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
有

す
る
強
み
・
情
報
・
資
源
を

持
ち
寄
る
こ
と
で
、
地
域
社

ギ
ー
」「
資
源
循
環
」「
研
究

開
発
」
の
４
つ
の
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）
を
設

け
て
、
①
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

リ
サ
イ
ク
ル
技
術
の
開
発
、

実
証
②
使
用
済
み
紙
お
む
つ

の
再
資
源
化
・
埋
め
立
て
ご

み
の
削
減
③
リ
サ
イ
ク
ル
し

や
す
い
製
品
の
開
発
④
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し

た
地
域
の
Ｃ
Ｎ
推
進
―
―
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
各

Ｗ
Ｇ
で
生
ま
れ
た
新
し
い
技

術
や
成
果
に
つ
い
て
は
、
持

続
可
能
な
も
の
は
Ｗ
Ｇ
間
で

シ
ェ
ア
し
、
相
乗
効
果
を
図

る
。

　

締
結
式
で
は
参
加
団
体
の

代
表
者
が
そ
れ
ぞ
れ
抱
負
等

を
語
っ
た
。
タ
ケ
エ
イ
の
阿

部
光
男
社
長
は
、「
昨
年
２

月
に
９
団
体
で
ス
タ
ー
ト
し

た
が
、
１
年
余
り
で
14
団
体

と
な
っ
た
。
タ
ケ
エ
イ
は
創

業
59
年
を
迎
え
る
が
、
今
回

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
相

馬
市
、
南
相
馬
市
を
起
点
に

福
島
の
環
境
問
題
に
取
り
組

み
、
そ
し
て
こ
の
事
業
を
日

本
に
発
信
し
て
い
き
、
３
０

０
年
、
５
０
０
年
と
長
い
間

続
く
よ
う
な
事
業
と
す
る
た

め
に
、
今
日
こ
こ
に
ま
た

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
締
結

し
た
の
だ
と
言
わ
れ
る
よ
う

な
事
業
に
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
た
。

　

相
馬
市
の
阿
部
勝
弘
市
長

は
、「
新
た
に
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
結
ぶ
各
企
業
、
事

業
者
の
皆
様
が
知
識
、
知
見
、

技
術
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

企
業
が
持
つ
想
像
力
、
活
動

力
を
一
つ
に
力
を
合
わ
せ
て

取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
の
相
馬
の
地
か
ら
新
し
い

Ｃ
Ｅ
の
動
き
を
全
国
に
広
げ

て
い
く
場
に
な
っ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
し

会
の
廃
棄
物
に
関
す
る
課
題

解
決
に
貢
献
す
る
リ
サ
イ
ク

ル
技
術
開
発
や
ス
キ
ー
ム
の

社
会
実
装
に
向
け
た
実
証
・

検
証
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

一
般
廃
棄
物
か
ら
廃
棄
物

全
般
の
資
源
循
環
へ
と
取
り

組
み
内
容
を
拡
大
さ
せ
る
の

に
伴
い
、
名
称
を
「
廃
棄
物

の
リ
サ
イ
ク
ル
・
再
資
源
化

技
術
推
進
に
関
す
る
サ
ー

キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
へ
と
変
更

し
、
新
た
に
加
盟
し
た
企
業

を
含
む
14
団
体
で
改
め
て
締

結
式
を
執
り
行
っ
た
。
発
足

時
か
ら
参
加
し
て
い
る
同

輩
の
背
中
を
見
て
学
ぶ
こ
と

に
も
意
味
は
あ
り
ま
す
。
た

だ
、
そ
れ
だ
け
で
通
用
す
る

時
代
で
は
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
の
も
事
実
で
す
。
世
代

も
違
え
ば
、
育
っ
て
き
た
環

境
も
違
う
。
価
値
観
や
前
提

条
件
が
バ
ラ
バ
ラ
な
中
で
、

「
自
分
の
当
た
り
前
」
を
そ
の

ま
ま
相
手
に
当
て
は
め
て
し

シ
ョ
ン
と
い
う
の
は
、
単
に

回
数
を
増
や
す
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
相
手
が
ど
う
受

け
取
っ
て
い
る
か
を
確
認
し

な
が
ら
、
ち
ゃ
ん
と
伝
わ
る

ま
で
言
葉
に
す
る
こ
と
で

す
。
例
え
ば
、
指
示
を
出
し

た
あ
と
に
「
こ
こ
ま
で
で
分

な
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な

が
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
な
の
に
、「
た
ぶ
ん
分

か
っ
て
い
る
だ
ろ
う
」「
前
に

伝
え
た
は
ず
だ
」
と
い
う
前

提
で
進
め
て
し
ま
う
。
こ
れ
、

実
は
か
な
り
リ
ス
ク
の
高
い

状
態
や
と
思
う
ん
で
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
大
事
な
の

が
、「
伝
え
た
つ
も
り
」
で

終
わ
ら
せ
な
い
こ
と
で
す
。

こ
ま
め
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

ま
う
と
、
ど
う
し
て
も
ズ
レ

が
生
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

廃
棄
物
処
理
業
界
で
は
特

に
、
安
全
や
法
令
順
守
が
事

業
の
根
幹
で
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
ち
ょ
っ
と
し
た
認
識
の

違
い
や
伝
達
不
足
が
、
大
き

か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
な

い
？
」
と
一
言
添
え
る
だ
け

で
も
全
然
違
い
ま
す
し
、
相

手
に
説
明
し
返
し
て
も
ら
う

こ
と
で
認
識
の
ズ
レ
に
も
気

づ
け
ま
す
。

　

こ
う
い
う
積
み
重
ね
が
、

人
を
育
て
ま
す
。
逆
に
言
う

と
、
こ
こ
を
省
い
て
し
ま
う

と
、い
つ
ま
で
経
っ
て
も「
言

わ
れ
た
こ
と
し
か
で
き
な
い

人
材
」
か
ら
抜
け
出
せ
ま
せ

ん
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
単
な
る
情
報
伝
達
で
は
な

く
て
、
人
材
育
成
そ
の
も
の

や
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
質
が
変
わ
る
と
、

職
場
の
空
気
も
変
わ
っ
て
き

ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
違
和

感
や
「
こ
れ
、
こ
う
し
た
方

が
い
い
の
で
は
な
い
か
」
と

い
う
声
が
出
や
す
く
な
る
。

そ
う
す
る
と
、
現
場
が
自
分

ご
と
と
し
て
動
き
出
し
て
、

組
織
全
体
が
活
性
化
し
て
い

き
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
信

頼
関
係
を
築
く
こ
と
は
、
安

全
で
安
心
し
て
働
け
る
職
場

環
境
づ
く
り
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

　

廃
棄
物
処
理
業
界
に
お
い

て
、
安
全
で
働
き
や
す
い
職

場
で
あ
る
こ
と
は
何
よ
り
重

要
で
あ
り
、
そ
の
土
台
と
な

る
の
が
日
々
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
こ
れ
か

ら
の
時
代
は
、「
察
す
る
文

化
」
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り

ま
す
。「
き
ち
ん
と
言
葉
に

す
る
文
化
」
に
変
え
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。
自
分
の

当
た
り
前
は
相
手
の
当
た
り

前
で
は
な
い
。
そ
の
前
提
に

立
っ
て
、
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧

に
伝
え
て
い
く
。
そ
の
積
み

重
ね
が
、
世
代
を
超
え
て
信

頼
関
係
を
つ
く
り
、
強
い
組

織
を
つ
く
っ
て
い
く
ん
や
と

思
い
ま
す
。

　

忙
し
い
現
場
だ
か
ら
こ

そ
、
つ
い
省
略
し
て
し
ま
い

が
ち
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
。
で
も
実
は
、
そ
こ
に
一

番
大
事
な
本
質
が
あ
り
ま

す
。
日
々
の
何
気
な
い
一
言

が
、
人
を
育
て
、
組
織
を
変

え
て
い
く
。
そ
の
意
識
を
持

つ
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
廃

棄
物
処
理
業
界
に
は
求
め
ら

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
安
全
で
安
心
し

て
働
け
る
職
場
環
境
こ
そ
、

こ
れ
か
ら
の
業
界
に
と
っ
て

欠
か
せ
な
い
基
盤
に
な
っ
て

い
く
と
思
っ
て
い
ま
す
。

社
、
相
馬
市
、
南
相
馬
市
、

瑞
光
、
金
沢
興
業
、
高
良
、

グ
リ
ー
ン
レ
ン
タ
ル
、
ネ
ク

ス
ト
環
境
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
山
形
大
学
に
加
え
、
昨

年
６
月
に
は
ユ
ニ
・
チ
ャ
ー

ム
が
参
画
。
さ
ら
に
今
回
新

た
に
石
油
資
源
開
発
、
東
急

建
設
、
ド
リ
ー
ム
ズ
フ
ァ
ー

ム
、
福
島
銀
行
の
４
社
が
加

わ
っ
た
。

　

同
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

は
、
産
官
学
の
さ
ま
ざ
ま
な

団
体
が
連
携
し
、
一
般
廃
棄

物
の
排
出
抑
制
、
リ
サ
イ
ク

ル
お
よ
び
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
（
Ｃ
Ｎ
）
技
術
や
ス

キ
ー
ム
の
社
会
実

装
を
推
進
す
る
な

ど
、
従
来
の
消
費

型
社
会
か
ら
Ｃ
Ｅ

へ
の
転
換
を
加
速

し
、
地
域
の
特
性

を
生
か
し
た
循
環

経
済
圏
の
構
築
を

目
指
し
発
足
。
当

初
は
一
つ
の
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
と
し

て
活
動
を
開
始
し

た
が
、
異
業
種
な

ど
か
ら
多
く
の
賛

同
を
得
て
社
会
全

体
の
課
題
解
決
へ

と
動
き
が
活
発
化

し
て
い
る
。

　

今
後
は
廃
棄
物

全
般
に
取
り
組
み

の
幅
を
広
げ
、「
一

般
廃
棄
物
」「
イ

ン
フ
ラ
エ
ネ
ル

締結式の様子

　

ヤ
ク
ル
ト
本
社
は
、
千
葉

県
市
原
市
の
大
型
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
「
ユ
ニ
モ
ち
は

ら
台
」
に
飲
用
後
の
ヤ
ク
ル

ト
容
器
（
ポ
リ
ス
チ
レ
ン

製
）
を
回
収
す
る
専
用
ボ
ッ

ク
ス
を
設
置
し
、
回
収
し
た

容
器
を
東
洋
ス
チ
レ
ン
で
再

資
源
化
す
る
取
り
組
み
を
４

月
27
日
か
ら
開
始
し
た
。

　

同
取
り
組
み
は
、「
市
原

市
ポ
リ
ス
チ
レ
ン
ケ
ミ
カ
ル

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
推
進

協
議
会
」
会
員
で
あ
る
ユ
ニ

モ
ち
は
ら
台
、
東
洋
ス
チ
レ

ン
お
よ
び
同
社
が
協
働
し
、

市
原
市
が
掲
げ
る
「
サ
ー

キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
市

原
モ
デ
ル
」の
構
築
に
向
け
、

24
年
か
ら
同
協
議
会
の
「
乳

酸
菌
飲
料
容
器
水
平
リ
サ
イ

ク
ル
検
討
部
会
」
に
お
け
る

仕
組
み
を
検
討
し
て
き
た
も

の
。
そ
の
中
で
、
24
年
か
ら

ユ
ニ
モ
ち
は
ら
台
で
実
施
し

た
３
回
の
回
収
実
証
に
よ

り
、異
物
や
汚
れ
が
少
な
く
、

再
資
源
化
に
適
し
た
飲
用
後

の
ヤ
ク
ル
ト
容
器
を
回
収
で

き
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
実

現
に
至
っ
た
。

　

今
後
は
、
ポ
リ
ス
チ
レ
ン

資
源
と
し
て
飲
用
後
の
ヤ
ク

ル
ト
容
器
を
回
収
し
、
ケ
ミ

カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
ポ

リ
ス
チ
レ
ン
樹
脂
に
戻
し
た

う
え
で
、再
び
「
ヤ
ク
ル
ト
」

の
容
器
に
再
生
す
る
資
源
循

環
を
進
め
る
。
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●�環境省「令和７年度補正予算循環型社会形成推進事業費
補助金（リチウムイオン電池等の火災事故防止・分別回
収による安全・経済損失防止対策事業）」の一次公募

　執行団体である産業廃棄物処理事業振興財団において、当該補
助金の一次公募を実施。民間企業が有する廃棄物処理施設等にお
いて、混入するリチウムイオン電池等をＸ線やＡＩ等を活用して
高度に選別する設備や、発火を検知し各設備（施設の自動停止、
散水等の延焼防止対策、警報発報等）と連携・連動するシステム
の導入を支援することにより、予期せぬ火災事故への強靱化と再
生材（主にプラスチック）の質・量の安定供給力確保を推進する
とともに、先進的な装置の国際展開を見据えた市場創出等を実施
する。対象はリチウムイオン電池の高度選別機・検知連携システ
ムの導入支援で、公募期間は６月 30 日まで（期間満了の前に予
算額に達した場合はその時点で受付を終了）。公募の詳細は、同
財団のホームページ（https://www.sanpainet.or.jp/）を参照。

機
械
に
通
過
さ
せ
る
こ
と
で
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
を
検
知
す
る
。
当
初

は
45
㍑
の
袋
で
１
時
間
９
０
０
袋
程

度
の
検
知
能
力
だ
っ
た
が
、
現
在
は

１
秒
間
に
１
個
ほ
ど
の
処
理
が
可
能

で
、
８
時
間
で
７
㌧
ほ
ど
の
検
知
能

力
だ
っ
た
の
が
、
１
時
間
３
㌧
程
に

向
上
す
る
な
ど
、
日
々
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
図
っ
て
い
る
。

　

加
山　

当
社
も
火
災
事
故
が
起
き

て
し
ま
っ
た
経
験
か
ら
、
万
が
一
火

が
出
て
も
迅
速
に
消
火
し
て
被
害
を

最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
を
目
的
に
、

地
元
の
設
備
会
社
で
あ
る
土
岐
と

「
チ
ェ
ッ
カ
ー
式
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
」

を
開
発
し
た
。
小
さ
な
発
火
か
ら
セ

ン
サ
ー
で
自
動
感
知
し
て
適
切
な
場

所
に
適
量
で
放
水
し
て
消
火
し
、
火

が
消
え
た
ら
自
動
で
水
が
止
ま
る
。

再
燃
し
た
時
に
は
ま
た
自
動
で
放
水

す
る
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
て
延

焼
を
防
ぐ
の
で
、
大
規
模
火
災
に
な

る
リ
ス
ク
を
大
幅
に
軽
減
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
設
備
を
作
る
会
社
だ
け

で
は
ど
こ
に
設
置
し
て
ど
の
く
ら
い

の
水
量
が
あ
れ
ば
い
い
か
な
ど
、
分

か
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
そ
う

し
た
部
分
で
当
社
が
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提

可
能
に
近
い
の
で
、
混
入
さ
れ
て
し

ま
っ
た
も
の
を
検
知
す
る
こ
と
と
、

万
が
一
発
火
し
て
し
ま
っ
た
際
に
消

火
す
る
と
い
う
二
段
構
え
で
備
え
て

お
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
。
廃
棄

物
を
扱
う
業
種
に
は
、
火
災
対
策
設

備
の
導
入
は
も
は
や
必
須
だ
と
考
え

て
い
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
れ
か

ら
の
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
で
は
、
こ
う

し
た
安
全
設
備
は
基
本
的
イ
ン
フ
ラ

と
し
て
整
備
さ
れ
る
べ
き
だ
。

　

二
木　

最
近
、
小
型
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
制
度
見
直
し
に
関
す
る
検
討
会

に
参
加
し
た
。
そ
こ
で
強
く
主
張
し

た
の
が
、
基
金
の
よ
う
な
制
度
を
創

設
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
火
災

が
起
き
る
と
わ
れ
わ
れ
処
理
業
者
が

悪
者
に
さ
れ
、
保
険
に
も
入
れ
ず
、

復
旧
に
は
多
額
の
資
金
が
必
要
な

る
。
メ
ー
カ
ー
、
販
売
店
、
消
費
者

の
三
者
が
基
金
に
拠
出
し
、
被
害
を

受
け
た
企
業
を
補
償
す
る
と
い
っ
た

仕
組
み
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

製
品
の
購
入
時
に
少
し
価
格
が
高

く
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
が
含
ま
れ
て
い
る
か

ら
危
険
性
に
備
え
て
お
金
を
集
め
て

い
る
と
説
明
で
き
れ
ば
、
消
費
者
教

育
に
も
な
る
。海
外
の
例
を
見
て
も
、

メ
ー
カ
ー
責
任
の
徹
底
化
と
基
金
制

度
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
初
め
て

問
題
が
解
決
す
る
傾
向
が
強
い
。
日

本
で
も
同
様
の
仕
組
み
を
急
ぎ
導
入

す
べ
き
だ
。

　

加
山　

安
全
性
を
担
保
し
た
製
品

開
発
を
し
た
企
業
の
努
力
が
報
わ
れ

る
べ
き
だ
。
安
い
も
の
を
た
く
さ
ん

製
造
し
て
市
場
に
流
す
企
業
と
の
差

別
化
が
必
要
だ
と
思
う
。
消
費
者
が

正
し
い
製
品
を
選
択
し
、
適
切
な
処

理
方
法
が
確
立
さ
れ
れ
ば
、
わ
れ
わ

れ
の
業
界
も
守
ら
れ
る
。
製
造
段
階

で
の
責
任
を
明
確
に
し
、
廃
棄
段
階

で
の
対
策
費
用
の
負
担
を
含
め
る
制

度
設
計
が
重
要
だ
と
思
う
。
Ｐ
Ｃ
Ｂ

や
ア
ス
ベ
ス
ト
の
対
策
を
経
験
し
た

私
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
、
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
対
策
の
重
要
性
を
理
解
し

て
い
る
。

　

―
―
そ
れ
ぞ
れ
検
知
シ
ス
テ
ム
、

消
火
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
手
掛
け
て

い
る
が
、
特
徴
は
。

　

二
木　

火
災
事
故
が
起
き
て
、
会

社
や
従
業
員
、
近
隣
を
守
る
た
め
、

対
策
の
必
要
性
を
感
じ
た
が
、
当
時

そ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
は
ま
だ
ほ
と
ん

ど
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
自

ら
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
検
知
す

る
シ
ス
テ
ム
「
Ｏ
Ｓ
Ｌ
ｉ
Ｂ
ソ
ー

タ
ー
」
を
開
発
し
た
。
Ｘ
線
と
Ａ
Ｉ

を
組
み
合
わ
せ
、
資
源
ご
み
の
袋
を

供
し
て
い
る
。

　

―
―
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

（
Ｃ
Ｅ
）
推
進
で
資
源
循
環
の
重
要

性
が
高
ま
っ
て
い
る
が
。

　

加
山　

Ｃ
Ｅ
を
進
め
て
行
く
に

は
、
わ
れ
わ
れ
廃
棄
物
処
理
業
の
存

在
は
不
可
欠
だ
。
わ
れ
わ
れ
が
技
術

を
磨
い
て
い
く
こ
と
で
、
次
世
代
の

再
生
資
源
と
し
て
役
立
て
ら
れ
る
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は
適
切
に
処

理
す
れ
ば
資
源
の
塊
だ
。
国
内
循
環

を
進
め
、
有
効
活
用
す
る
方
法
を
わ

れ
わ
れ
も
積
極
的
に
開
発
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
リ
チ
ウ
ム
や
コ
バ
ル

ト
な
ど
の
レ
ア
メ
タ
ル
の
回
収
は
、

経
済
的
に
も
環
境
的
に
も
重
要
な
課

題
だ
。

　

二
木　

現
在
、
当
社
で
は
検
知
器

の
精
度
を
上
げ
る
た
め
に
、
セ
ン

サ
ー
を
増
や
し
た
り
、
Ａ
Ｉ
を
活
用

し
て
他
の
希
少
金
属
も
検
知
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
で
汎
用
性
を
高
め

る
な
ど
、
日
々
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ベ
ー
ル
の
検

査
シ
ス
テ
ム
も
開
発
中
で
、
特
許
取

得
を
目
指
し
て
い
る
。
業
界
の
安
全

性
向
上
の
た
め
に
、
で
き
る
限
り
の

技
術
開
発
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
こ

う
し
た
投
資
が
廃
棄
物
処
理
業
の
価

値
を
高
め
、
社
会
に
お
け
る
位
置
付

け
を
変
え
て
い
く
と
確
信
し
て
い

る
。

　

―
―
環
境
省
の
補
助
事
業
も
始

ま
っ
て
い
る
が
。

　

加
山　

環
境
省
の
補
助
事
業
は
大

変
あ
り
が
た
い
し
、
多
く
の
処
理
業

者
が
活
用
す
べ
き
だ
。
た
だ
、
行
政

の
補
助
事
業
は
申
請
手
続
き
が
複
雑

で
、
な
か
な
か
申
請
に
踏
み
切
れ
な

い
業
者
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
。
今
回
新

規
事
業
と
し
て
補
正
予
算
で
手
当
て

し
て
い
た
だ
い
た
が
、
利
用
が
な
け

れ
ば
意
味
が
な
い
。
ま
ず
は
初
年
度

予
算
が
足
り
な
く
な
る
ほ
ど
活
用
さ

れ
て
ほ
し
い
。
あ
ま
り
利
用
が
少
な

い
と
、
初
年
度
で
終
わ
っ
て
し
ま
う

と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
。

　

二
木　

確
か
に
申
請
手
続
き
が
煩

雑
と
い
う
面
は
あ
る
が
、
ま
ず
は
挑

戦
す
る
こ
と
が
大
事
だ
。
当
社
も
既

存
工
場
へ
の
設
備
導
入
に
今
回
の
補

助
事
業
を
活
用
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
今
後
国
に
期
待
し
た
い
こ
と
と

し
て
は
、
補
助
事
業
の
周
知
活
動
を

も
っ
と
強
化
す
る
こ
と
と
、
で
き
れ

ば
申
請
要
件
を
簡
素
化
す
る
と
い
う

こ
と
だ
。

　

―
―
業
界
で
危
機
感
は
高
ま
っ
て

い
る
か
。

　

二
木　

確
か
に
一
部
で
は
危
機
感

が
高
ま
っ
て
い
る
と
は
思
う
が
、
ま

だ
ま
だ
他
人
事
と
思
っ
て
い
る
業
者

が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て

い
る
。
い
つ
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く

な
い
と
い
う
認
識
を
持
つ
べ
き
だ
。

当
社
も
そ
う
だ
が
、
す
で
に
火
災
事

故
が
起
き
た
と
こ
ろ
は
、
次
は
な
い

と
い
う
覚
悟
で
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
そ
れ
く
ら
い
の
危
機
感
が
ま

だ
十
分
に
浸
透
し
て
い
な
い
の
が
現

状
だ
。

　

加
山　

小
さ
な
発
火
が
頻
繁
に
起

き
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
、
慣

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
ケ
ー
ス

も
あ
る
。
慣
れ
ほ
ど
怖
い
も
の
は
な

い
。
全
国
で
大
規
模
火
災
が
多
発
し

て
い
る
今
こ
そ
、
業
界
全
体
が
自
分

事
と
し
て
真
剣
に
向
き
合
う
時
期
だ

と
思
う
。
こ
の
危
機
を
機
に
、
業
界

が
一
体
と
な
っ
て
対
策
に
当
た
る
必

要
が
あ
る
。
単
独
企
業
で
の
対
応
だ

け
で
な
く
、
全
体
の
底
上
げ
が
急
務

だ
。

　

二
木　

発
火
し
た
こ
と
を
隠
し
た

が
る
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ

を
公
開
し
き
ち
ん
と
対
応
し
た
と
い

う
こ
と
を
示
す
の
が
大
事
だ
。
実
際

に
火
が
出
た
と
し
て
も
消
火
設
備
が

稼
働
し
て
迅
速
に
消
火
で
き
た
な

ら
、対
策
が
成
功
し
て
い
る
証
拠
だ
。

情
報
の
透
明
性
こ
そ
が
、
業
界
全
体

の
信
頼
醸
成
に
つ
な
が
る
。

　

―
―
今
後
の
あ
る
べ
き
方
向
性

は
。

　

二
木　

先
に
も
述
べ
た
が
、
基
金

な
ど
業
界
を
救
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
仕
組
み
を
作
っ
て
い
く
べ
き
だ
と

思
う
。
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
に
よ

る
火
災
で
は
わ
れ
わ
れ
は
被
害
者
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
き
な
負

担
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
正

し
く
取
り
組
ん
で
い
る
会
社
が
守
ら

れ
る
仕
組
み
が
必
要
だ
。
例
え
ば
優

良
産
廃
処
理
業
者
認
定
制
度
が
あ
る

が
、
こ
れ
を
取
得
し
て
い
る
業
者
は

優
先
的
に
補
助
す
る
な
ど
、
適
正
な

処
理
業
者
に
は
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を

与
え
る
よ
う
な
政
策
を
検
討
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
。

　

加
山　

大
き
な
火
災
が
起
き
れ
ば

被
災
し
た
業
者
も
、
近
隣
産
業
も
巻

き
込
ま
れ
、
地
域
全
体
が
影
響
を
受

け
て
し
ま
う
。
廃
棄
物
処
理
施
設
は

と
か
く
迷
惑
施
設
と
言
わ
れ
る
が
地

域
に
不
可
欠
な
施
設
で
あ
り
、
火
災

が
起
き
た
ら
終
わ
り
と
い
う
状
況
を

作
っ
て
は
い
け
な
い
。
基
金
制
度
な

ど
の
仕
組
み
が
あ
れ
ば
、
正
し
く
対

策
し
て
い
る
業
者
を
守
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

政
治
家
の
方
々
に
も
関
心
を
持
っ

て
、
本
気
で
考
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
強
く
願
っ
て
い
る
。
廃
棄
物
処
理

業
は
、環
境
問
題
解
決
の
最
前
線
だ
。

こ
の
業
界
を
守
る
こ
と
は
、
日
本
の

循
環
経
済
全
体
を
守
る
こ
と
と
同
義

な
の
だ
。
廃
棄
物
処
理
業
界
は
単
に

適
正
に
廃
棄
物
を
処
理
す
る
だ
け
で

な
く
、
循
環
経
済
の
核
と
な
る
産
業

に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

―
―
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
に
起

因
す
る
火
災
事
故
が
頻
発
し
て
い
る

が
。

　

二
木　

よ
う
や
く
事
態
の
深
刻
さ

を
皆
が
受
け
止
め
、
こ
こ
数
年
で
世

の
中
が
動
き
だ
し
た
と
感
じ
て
い

る
。
２
０
２
０
年
頃
か
ら
訴
え
続
け

て
き
た
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
対
策

に
つ
い
て
、
や
っ
と
国
や
東
京
都
が

補
助
事
業
を
始
め
て
く
れ
た
。
た
だ

足
元
を
見
る
と
、
回
収
し
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
を
乗
せ
た
車
か
ら
火
が
出
た

り
、
選
別
し
て
圧
縮
し
た
ベ
ー
ル
か

ら
出
火
し
た
り
と
、
混
入
は
依
然
と

し
て
多
い
。
こ
れ
ま
で
何
年
も
警
告

し
て
き
た
こ
と
で
よ
う
や
く
行
政
で

も
重
要
性
が
認
識
さ
れ
た
こ
と
は
前

進
だ
が
、
実
際
の
現
場
で
は
相
変
わ

ら
ず
問
題
が
絶
え
な
い
。

　

当
社
で
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
中
間

処
理
を
行
う
新
工
場
が
３
月
に
竣
工

し
た
が
、
そ
こ
に
は
火
花
検
知
シ
ス

テ
ム
や
加
山
興
業
が
開
発
を
手
掛
け

た
チ
ェ
ッ
カ
ー
式
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

を
導
入
し
て
い
る
。
さ
ら
に
今
年
度

内
に
は
自
社
で
開
発
し
た
Ｌ
ｉ
Ｂ
検

知
を
目
的
と
し
た
手
選
別
ラ
イ
ン
支

援
シ
ス
テ
ム
も
導
入
す
る
計
画
だ
。

新
工
場
は
当
社
５
番
目
の
工
場
と
な

る
が
、
最
終
的
に
は
全
工
場
に
検
知

機
を
導
入
し
、
消
火
設
備
も
完
備
さ

せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
、
設

備
を
入
れ
た
だ
け
で
十
分
と
い
う
わ

け
で
は
な
く
、
選
別
作
業
は
ス
タ
ッ

フ
が
行
っ
て
い
る
の
で
、
注
意
喚
起

を
徹
底
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

　

行
政
に
も
、
よ
り
一
層
の
周
知
の

支
援
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ

だ
。
消
費
者
側
へ
の
啓
発
も
含
め
た

総
合
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
だ
と

考
え
て
い
る
。

　

加
山　

地
元
愛
知
県
産
業
資
源
循

環
協
会
で
も
最
近
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
電
池
対
策
を
テ
ー
マ
に
座
談
会
な

ど
を
行
っ
た
が
、
各
地
で
火
災
が
相

次
ぐ
状
況
に
皆
危
機
感
を
抱
い
て
い

た
。
火
災
が
起
き
た
際
に
、
周
囲
か

ら
は
捨
て
た
人
で
は
な
く
わ
れ
わ
れ

処
理
業
者
が
非
難
さ
れ
て
し
ま
う
。

復
旧
に
は
長
時
間
を
要
し
、
工
場
再

建
も
容
易
で
は
な
い
。
さ
ら
に
深
刻

な
の
は
、
火
災
保
険
に
加
入
で
き
な

い
と
い
う
事
態
が
起
き
て
い
る
こ
と

だ
。
こ
れ
は
業
界
全
体
の
経
営
を
圧

迫
す
る
重
大
な
問
題
で
あ
り
、
何
と

か
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は
ノ
ー
ベ

ル
賞
を
受
賞
し
た
素
晴
ら
し
い
発
明

だ
が
、
安
全
性
を
担
保
し
た
正
規
品

と
、
安
価
な
粗
悪
品
で
は
大
き
な
差

が
あ
る
。
海
外
製
の
安
い
製
品
が
市

場
に
溢
れ
て
い
る
こ
と
が
、
火
災
が

多
発
す
る
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
。
安
全
性
よ
り
も
価
格
競
争
力
が

優
先
さ
れ
る
傾
向
が
強
く
、
品
質
管

理
の
緩
い
製
品
が
次
々
と
市
場
に
流

入
し
て
来
る
の
が
現
状
だ
。

　

―
―
ど
の
よ
う
に
周
知
を
図
っ
て

い
く
べ
き
か
。

　

加
山　

重
要
な
の
は
、
メ
ー
カ
ー

と
消
費
者
の
両
面
で
ア
プ
ロ
ー
チ
し

て
い
く
こ
と
だ
。
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
の
表
示

の
義
務
化
を
進
め
、
教
育
を
含
め
て

全
国
民
に
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
。

た
だ
、
ど
ん
な
に
対
策
を
進
め
て
も

発
火
事
故
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は
不

二
木  

適
正
な
業
者
を
守
る
た
め
の
基
金
制
度
な
ど
を
整
備
す
べ
き

加
山  

業
界
全
体
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
早
急
な
対
応
が
不
可
欠

地元の設備会社と「チェッカー式スプリンクラー」を
共同開発。小さな発火からセンサーで自動感知して適
切な場所に適量で放水して消火する（加山興業）

特別
対談 リチウムイオン電池による火災対策を考える
【出席者】　大谷清運代表取締役社長 二木 玲子 氏／加山興業代表取締役 加山 順一郎 氏　〈司会〉環境新聞編集部　黒岩 修

　

全
国
の
廃
棄
物
処
理
・
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
な
ど
で
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
原
因
と
す
る
火
災
事
故
が
相
次

い
で
お
り
、廃
棄
物
処
理
業
界
の
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
大
谷
清
運
（
東
京
都
）
と
加
山
興
業
（
愛
知
県
）

も
過
去
に
火
災
事
故
が
発
生
し
、
そ
の
経
験
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
検
知
シ
ス
テ
ム
や
発
火
時

の
消
火
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
大
谷
清
運
の
二
木
玲
子
社
長
と
加
山
興
業
の
加
山
順
一
郎
社

長
は
、
環
境
省
が
募
集
を
開
始
し
た
循
環
型
社
会
形
成
推
進
事
業
費
補
助
金
を
活
用
し
て
、
処
理
業
界
は
早
急

に
対
応
を
進
め
る
べ
き
だ
と
訴
え
る
。
両
氏
に
問
題
点
や
今
後
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
も
ら
っ
た
。

二 木 氏 加 山 氏

「
Ｏ
Ｓ
Ｌ
ｉ
Ｂ
ソ
ー
タ
ー
」
の
開
発
は
、「
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ 

Ｃ
ｈ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ

ｎ
ｇ
ｅ
、Ｌ
ｉ
―
ｉ
ｏ
ｎ 

Ｂ
ａ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ｙ 

２
０
２
５ 

発
火
を
防
ぎ
、

都
市
鉱
山
を
目
指
せ
！
」
コ
ン
テ
ス
ト
に
も
入
賞
（
大
谷
清
運
）
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阿 波 市
と ４ 社

地
中
空
洞
を
正
確
把
握

戸
田
建
設
充
填
剤
の
注
入
・
掘
削
で

水
道
有
収
率
向
上
へ

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
実
証

「
下
水
道
用
カ
プ
セ
ル
カ
メ
ラ
」販
売
へ

は
る
ひ
建
設

千
葉
市
内
で
最
終
実
証
実
験

水
・
土
壌
環
境

「埼玉下水道アンバサダー」第一号に
気象予報士の田中美都氏

北
田
下
水
道
管
理
者
か
ら
任

命
状
を
手
渡
さ
れ
る
田
中
氏

国
交
省
・
石
井
上
下
水
道
審
議
官

「
下
水
疫
学
調
査
」社
会
実
装
へ
支
援
策
検
討

推
進
団
体
の
共
同
提
案
に
前
向
き
回
答

下
水
道
技
術
検
定
等

11
月
８
日
、全
国
10
都
市
で

　

日
本
下
水
道
事
業
団
（
Ｊ

Ｓ
）
は
、
２
０
２
６
年
度
の

下
水
道
技
術
検
定
と
下
水
道

管
理
技
術
認
定
試
験
を
11
月

８
日
に
全
国
10
都
市
で
実
施

す
る
。
４
月
24
日
付
け
の
官

報
で
公
告
し
た
。

　

実
施
場
所
は
札
幌
市
、
仙

台
市
、
東
京
都
、
新
潟
市
、

名
古
屋
市
、
大
阪
市
、
広
島

市
、
高
松
市
、
福
岡
市
、
那

覇
市
の
10
都
市
。
受
験
資
格

に
制
限
は
な
い
。
申
し
込
み

用
紙
は
Ｊ
Ｓ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

る
。
申
し
込
み
の
受
け
付
け

は
、
６
月
15
日
か
ら
７
月
31

日
ま
で
。

　

検
定
お
よ
び
試
験
手
数
料

は
税
込
み
で
、
第
１
種
技
術

検
定
が
１
万
２
３
０
０
円
、

第
２
、
３
種
技
術
検
定
お
よ

び
認
定
試
験
が
９
２
０
０

円
。

国連での筆者

最
終
実
証
実
験
の
様
子

中
国
（
４
５
０
カ
所
）、
日

本
（
約
２
５
０
カ
所
）
で
あ

り
、
日
々
増
加
し
て
い
る
。

世
界
最
大
の
投
資
管
理
会
社

（
Ｊ
Ｌ
Ｌ
）
に
よ
る
と
30
年

ま
で
に
Ｄ
Ｃ
建
設
は
約
２
倍

に
達
す
る
と
予
測
し
て
い

る
。

　

生
成
Ａ
Ｉ
が
計
算
を
繰
り

返
す
際
、
サ
ー
バ
ー
は
凄
ま

じ
い
熱
を
発
す
る
。
こ
の
熱

を
冷
や
す
た
め
、
グ
ー
グ
ル

や
ア
マ
ゾ
ン
と
い
っ
た
世
界

の
メ
ガ
テ
ッ
ク
企
業
が
今
、

喉
か
ら
手
が
出
る
ほ
ど
欲
し

て
い
る
の
は
、
上
水
で
も
地

下
水
で
も
な
い
、「
究
極
の

長
率
は
10
～
20
％
台
と
い
う

異
例
の
高
い
成
長
率
を
維
持

し
て
い
る
。
彼
ら
の
収
益
源

は
Ｄ
Ｃ
だ
。

　

26
年
現
在
、
世
界
に
は
約

１
万
１
千
カ
所
の
大
型
Ｄ
Ｃ

が
存
在
し
、
そ
の
半
分
（
約

５
３
０
０
カ
所
）は
米
国
に
、

ド
イ
ツ
（
約
５
３
０
カ
所
）、

英
国
（
約
４
５
０
カ
所
）、

産
（Water Bankruptcy

）」

に
突
入
し
て
い
る
。
筆
者
も

出
席
し
た
「
国
連
２
０
２
３

水
会
議
」
で
ア
ン
ト
ニ
オ
・

グ
テ
ー
レ
ス
国
連
事
務
総
長

は「
地
球
人
口
80
億
人
の
内
、

40
億
人
が
〝
水
ス
ト
レ
ス
〟

に
直
面
す
る
」
と
警
告
し
、

特
に
淡
水
資
源
で
あ
る
表
流

水
や
地
下
水
管
理
、
さ
ら
に

ChatGPT

と
の
対
話
は
、

わ
ず
か
数
回
の
検
索
で
、
５

０
０
㍉
㍑
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

１
本
分
以
上
の
水
が
蒸
発
す

る
。

　

巨
大
Ｄ
Ｃ
は
、
１
０
０
㍋

㍗
級
の
施
設
（
建
設
費
約
１

６
０
０
億
円
）
の
場
合
、
１

日
に
約
２
千
立
方
㍍
も
の
水

が
、
冷
却
塔
か
ら
空
へ
と
消

と
っ
て
、
地
域
の
水
を
奪
う

こ
と
は
Ｅ
Ｓ
Ｇ
（
環
境
・
社

会
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
に
お
け

る
最
大
の
不
名
誉
だ
。
だ
か

ら
こ
そ
、
彼
ら
は
「
天
候
に

左
右
さ
れ
ず
、
毎
日
一
定
量

が
確
実
に
流
れ
て
く
る
下
水

処
理
水
」
を
、
デ
ジ
タ
ル
経

済
を
動
か
す
「
生
命
の
水
・

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
」
と
し
て
狙

そ
れ
を
支
え
る
心
臓
部
、

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
（
Ｄ
Ｃ
）

な
の
だ
。

メ
ガ
テ
ッ
ク
主
要
５
社
の

２
０
２
５
年
・
合
計
年
間
売

上
高
は
約
２
兆
㌦
（
日
本
円

で
約
３
２
０
兆
円
）
で
年
成

は
じ
め
に
～
下
水
道
は

「
守
り
」
か
ら
「
攻
め
」

の
イ
ン
フ
ラ
へ

　

今
、
日
本
の
下
水
道
事
業

は
、
崖
っ
ぷ
ち
に
立
た
さ
れ

て
い
る
。
人
口
減
少
に
よ
る

収
益
悪
化
、
老
朽
化
す
る
巨

大
施
設
、
激
甚
化
す
る
豪
雨

災
害
。
し
か
し
、
悲
観
す
る

必
要
は
な
い
。
視
点
を
「
地

球
規
模
の
産
業
構
造
の
変

化
」
へ
転
換
し
た
瞬
間
、
そ

こ
に
は
１
０
０
年
に
一
度
の

巨
大
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

が
姿
を
現
す
。

　

そ
の
正
体
こ
そ
、
メ
ガ

テ
ッ
ク
企
業
（
グ
ー
グ
ル
、

ア
マ
ゾ
ン
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ

ト
、
オ
ラ
ク
ル
、
メ
タ
等
）

が
世
界
中
で
展
開
し
て
い

る
、
爆
発
的
に
普
及
す
る
生

成
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
と
、

　

全
国
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン

ス
推
進
協
議
会
と
日
本
下
水

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
協
会
は
４

月
28
日
、
国
土
交
通
省
の
石

井
宏
幸
上
下
水
道
審
議
官
に

対
し
、
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン

ス
（
下
水
疫
学
調
査
）
の
社

会
実
装
を
強
力
に
進
め
る
た

め
の
共
同
提
案
を
行
っ
た
。

石
井
上
下
水
道
審
議
官
は
、

下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
重

要
性
に
理
解
を
示
し
た
上
で
、

「
社
会
実
装
に
向
け
た
具
体
的

な
支
援
策
を
検
討
し
て
い
き

た
い
」
と
前
向
き
な
回
答
を

示
し
た
。

　

提
案
に
は
協
会
の
特
別
顧

問
で
結
核
予
防
会
理
事
長
の

尾
身
茂
氏
ら
が
同
行
し
、
尾

身
氏
は
「
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ

ン
ス
は
公
衆
衛
生
の
み
な
ら

ず
、
国
家
安
全
保
障
の
基
盤

と
な
る
重
要
戦
略
で
あ
る
」

と
強
調
し
た
。

　

両
団
体
は
、
政
府
の
「
経

済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本

方
針
２
０
２
６
」（
骨
太
の
方

針
２
０
２
６
）
に
お
い
て
、

次
な
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
へ
の

備
え
と
し
て
全
国
的
な
下
水

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
観
測
網
の

構
築
を
明
記
す
る
こ
と
や
、

日
本
成
長
戦
略
会
議
の
戦
略

分
野
の
一
つ
「
創
薬
・
先
端

医
療
」
に
お
け
る
主
要
技
術

と
し
て
の
位
置
付
け
を
求
め

て
い
る
。

　

下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の

具
体
的
な
実
施
体
制
と
し
て
、

今
年
12
月
ま
で
に
全
国
２
０

０
の
拠
点
都
市
を
決
定
し
、

来
年
度
か
ら
定
期
的
・
継
続

的
な
採
水
と
分
析
を
開
始
す

る
よ
う
要
望
。
こ
れ
に
伴
い
、

分
析
費
用
（
年
５
・
２
億
円
）

や
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
構
築
・
運
営
（
３
億
円
）、

自
動
採
水
器
な
ど
の
設
備
補

　

Ｎ
Ｊ
Ｓ
は
こ
の
ほ
ど
、
エ

ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
エ
ム
イ
ー

と
共
同
で
構
成
す
る
共
同
事

業
体
を
通
じ
、
北
海
道
登
別

市
の
下
水
処
理
場
「
若
山
浄

化
セ
ン
タ
ー
」
で
、
Ｐ
Ｐ
Ａ

（
電
力
販
売
契
約
）
方
式
に

よ
る
太
陽
光
発
電
設
備
を
導

入
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
電
力
の
供
給
を
開
始
し

た
。

　

こ
の
事
業
は
、
登
別
市
が

推
進
す
る
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
」
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
の
一
環
。
Ｐ
Ｐ
Ａ

方
式
を
採
用
す
る
こ
と
で
、

市
は
初
期
費
用
を
負
担
す
る

こ
と
な
く
、
下
水
処
理
場
の

敷
地
を
有
効
活
用
し
て
再
エ

ネ
を
導
入
で
き
る
点
が
特

徴
。
下
水
処
理
場
の
特
性
を

熟
知
し
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
力
を
生
か
し
、
脱
炭
素
化

と
同
時
に
地
域
の
防
災
・
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
強
化
も
両
立
さ

せ
、
長
期
的
な
安
定
運
用
を

目
指
す
。

　

導
入
さ
れ
た
設
備
の
発
電

容
量
は
約
５
９
０
・
４
㌔
㍗

で
、
年
間
発
電
量
は
約
80
万

㌔
㍗
時
。
年
間
の
Ｃ
Ｏ
２

削

減
効
果
は
約
３
１
０
㌧
を
見

す
る
も
の
。
田
中
氏
は
同
県
桶
川

市
出
身
か
つ
、
気
象
予
報
士
と
し

て
の
高
い
専
門
性
と
豊
富
な
情
報

　

埼
玉
県
下
水
道
局
と
埼
玉
県
下

水
道
公
社
は
７
日
、
気
象
予
報
士

で
マ
ン
ホ
ー
ラ
ー
の
田
中
美
都
氏

を
「
埼
玉
下
水
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」

の
第
一
号
に
任
命
し
た
。
任
命
式

と
意
見
交
換
会
が
さ
い
た
ま
市
の

衛
生
会
館
で
行
わ
れ
、
埼
玉
県
下

水
道
局
下
水
道
事
業
管
理
者
の
北

田
健
夫
氏
よ
り
任
命
状
が
手
渡
さ

れ
た
。

　

埼
玉
下
水
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と

は
、
下
水
道
局
お
よ
び
下
水
道
公

社
の
防
災
・
危
機
管
理
・
広
報
力

を
強
化
し
、
県
民
へ
下
水
道
の
役

割
や
理
解
を
深
め
る
た
め
に
設
置

発
信
力
を
持
ち
、
マ
ン
ホ
ー
ル

カ
ー
ド
集
め
を
趣
味
と
す
る
な
ど

適
任
だ
と
選
出
さ
れ
た
。
就
任
を

受
け
田
中
氏
は
、「
地
元
で
貢
献

が
で
き
る
機
会
を
と
て
も
嬉
し
く

思
う
。
日
々
、
天
気
予
報
を
伝
え

る
な
か
大
雨
か
ら
街
を
守
る
の
が

下
水
道
。
そ
の
魅
力
や
大
切
さ
を

よ
り
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
」と
抱
負
を
述
べ
た
。

　

今
後
は
、
豪
雨
・
災
害
時
の
助

言
や
下
水
道
関
連
イ
ベ
ン
ト
で
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
情
報
発
信
な
ど
多

方
面
で
の
活
動
を
行
っ
て
い
く
予

定
。

　

徳
島
県
阿
波
市
は
４
月
16

日
、
四
国
電
力
送
配
電
と
中

部
電
力
、
日
邦
バ
ル
ブ
、
日

野
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
共

同
で
、
電
力
ス
マ
ー
ト
メ
ー

タ
ー
通
信
網
を
活
用
し
た
水

道
栓
の
遠
隔
開
閉
の
実
証
実

験
を
開
始
し
た
。
10
月
ま
で

取
り
組
み
水
道
事
業
の
効
率

的
な
運
営
と
水
道
利
用
者
の

便
益
の
向
上
に
つ
な
げ
る
。

　

市
内
の
市
場
町
大
俣
山
路

区
域
の
１
箇
所
に
水
道
ス

マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
と
、
日
邦

バ
ル
ブ
・
日
野
エ
ン
ジ
が
開

発
し
た
遠
隔
操
作
で
き
る
水

道
栓
（
水
道
ス
マ
ー
ト
バ
ル

ブ
）
を
設
置
す
る
。
水
道
ス

マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
か
ら
取
得

し
た
排
水
量
デ
ー
タ
を
四
国

電
力
送
配
電
の
提
供
す
る
電

力
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
通
信

網
を
通
じ
、
中
部
電
力
が
提

供
す
る
水
道
検
針
デ
ー
タ
の

管
理
シ
ス
テ
ム
（
Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ｓ
）

へ
連
係
す
る
。
こ
れ
に
よ
り

排
水
量
を
把
握
し
、
遠
隔
操

作
に
よ
る
止
水
・
通
水
を
通

じ
て
、
水
道
ス
マ
ー
ト
バ
ル

ブ
の
実
運
用
へ
の
適
合
性
や

有
収
率
向
上
に
向
け
た
実
効

性
を
検
証
す
る
。

　

水
道
ス
マ
ー
ト
バ
ル
ブ
は

Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ｓ
か
ら
の
指
示
に
応

じ
水
道
栓
の
開
閉
操
作
を
遠

隔
か
ら
即
時
に
行
え
る
。
Ｍ

Ｄ
Ｍ
Ｓ
か
ら
水
道
栓
の
開
閉

状
態
や
水
道
ス
マ
ー
ト
バ
ル

ブ
の
電
池
残
量
な
ど
の
状
態

を
確
認
で
き
る
。
電
池
残
量

が
低
下
し
た
際
に
は
Ｍ
Ｄ
Ｍ

Ｓ
へ
ア
ラ
ー
ト
を
送
信
す
る
。

　

同
市
は
水
道
法
に
基
づ
く

安
全
性
の
確
保
や
細
菌
の
繁

殖
防
止
の
観
点
で
水
道
水
の

滞
留
に
よ
る
水
道
管
内
の
残

留
塩
素
濃
度
の
低
下
を
防
ぐ

た
め
、
日
常
的
に
管
末
な
ど

で
排
水
し
て
い
る
。
た
だ
過

剰
な
排
水
に
よ
り
販
売
で
き

た
水
の
割
合
で
あ
る
有
収
率

が
低
下
す
る
課
題
が
あ
り
、

適
切
な
残
留
塩
素
濃
度
を
維

持
し
て
不
要
な
排
水
を
減
ら

す
効
率
的
な
水
道
運
用
の
実

現
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

込
ん
で
い
る
。
発
電
し
た
電

力
は
全
て
同
セ
ン
タ
ー
内
で

自
家
消
費
さ
れ
、
外
部
へ
の

売
電
は
行
わ
な
い
。

　

地
下
水
で
満
た
さ
れ
た
環

境
下
に
も
適
応
で
き
る
。
大

規
模
な
道
路
陥
没
の
要
因
と

な
る
地
中
空
洞
を
正
確
に
捉

え
る
。
新
た
な
調
査
手
法
に

よ
る
試
料
採
取
は
深
度
１
㍍

ご
と
に
実
施
し
注
入
材
が
孔

の
上
へ
噴
き
出
す
の
を
防
ぐ

た
め
、
水
パ
ッ
カ
ー
を
使
用

す
る
。
深
度
10
～
12
㍍
の
区

間
に
地
中
空
洞
の
存
在
が
想

定
し
た
箇
所
で
検
証
し
、
地

中
空
洞
部
分
へ
の
的
確
な
充

填
と
地
盤
を
乱
さ
な
い
高
精

度
な
試
料
採
取
を
確
認
し
た
。

　

老
朽
化
し
た
下
水
道
管
の

腐
食
や
破
損
に
起
因
す
る
地

中
空
洞
化
は
、
重
大
な
社
会

課
題
。
こ
れ
ま
で
地
中
空
洞

の
直
接
的
な
調
査
に
は
ボ
ー

リ
ン
グ
掘
削
後
に
孔
内
カ
メ

ラ
を
挿
入
し
て
撮
影
し
て
き

た
が
、
映
像
か
ら
の
推
定
に

依
存
す
る
た
め
、
空
洞
情
報

を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が

困
難
だ
っ
た
。

　

戸
田
建
設
は
４
月
21
日
、

国
土
防
災
技
術
と
カ
テ
ッ
ク

ス
と
の
共
同
研
究
で
道
路
陥

没
の
原
因
と
な
る
地
中
空
洞

の
厚
み
を
正
確
に
把
握
す
る

新
た
な
調
査
手
法
を
確
立
し

た
と
発
表
し
た
。
地
中
空
洞

に
注
入
材
を
充
填
し
空
洞
情

報
を
保
持
し
た
試
料
と
し
て

採
取
す
る
手
法
。
先
行
し
て

ボ
ー
リ
ン
グ
掘
削
し
た
後
に

注
入
材
を
孔
内
に
充
填
し
、

硬
化
後
に
再
度
掘
削
し
て
コ

ア
試
料
を
採
取
す
る
。
こ
れ

に
よ
り
従
来
の
孔
内
カ
メ
ラ

に
よ
る
観
察
で
は
困
難
だ
っ

た
地
中
空
洞
の
厚
み
を
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
単
位
で
把
握
す

る
。
周
辺
の
空
洞
な
ど
の
地

盤
状
況
を
実
物
で
直
接
観
察

す
る
こ
と
が
で
き
、
情
報
の

精
度
を
高
め
た
。

　

注
入
剤
を
棒
状
の
管
で
注

入
し
て
空
洞
の
有
無
や
、
大

き
さ
な
ど
を
調
べ
る
。
空
洞

が
な
い
場
合
は
注
入
棒
と
地

盤
の
間
に
わ
ず
か
に
注
入
剤

が
挟
ま
る
が
、
空
洞
が
あ
る

場
合
は
地
盤
が
取
れ
ず
多
く

の
注
入
剤
が
得
ら
れ
る
。

　

は
る
ひ
建
設
（
東
京
都
台

東
区
）
は
４
月
27
日
、
同
社

が
開
発
す
る
下
水
道
用
カ
プ

セ
ル
カ
メ
ラ
「Kuhaa

（
ク
ー

ハ
―
）」
の
最
終
実
証
を
千

葉
市
内
で
行
っ
た
。

　

こ
の
カ
プ
セ
ル
カ
メ
ラ

は
、
国
土
交
通
省
が
２
０
１

９
年
に
主
催
し
た
「
下
水
道

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
で
、
管
路
内
の
状
況
を

確
認
す
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

調
査
用
に
同
社
が
考
案
・
発

表
し
た
も
の
で
、
こ
の
た
び

販
売
開
始
が
決
定
し
た
。

　

今
回
の
最
終
実
証
は
、
昨

年
12
月
に
初
め
て
公
道
下
の

下
水
道
管
路
を
使
用
す
る
実

証
実
験
に
用
い
た
場
所
と
同

じ
管
路
を
使
用
し
た
。
カ
メ

ラ
を
カ
プ
セ
ル
に
固
定
す
る

器
具
を
さ
ら
に
改
良
し
た
ほ

か
、
流
量
の
多
い
管
路
を
想

定
し
て
、
今
回
は
流
去
防
止

に
釣
り
糸
で
は
な
く
ロ
ー
プ

を
用
い
る
な
ど
、
改
良
を
加

え
て
の
実
証
を
行
っ
た
。

　

今
回
は
千
葉
市
職
員
の
ほ

か
、
管
路
調
査
会
社
の
職
員

も
参
加
し
た
。
途
中
、
カ
プ

セ
ル
が
想
定
し
た
速
度
で
流

れ
な
か
っ
た
場
面
で
は

「
ロ
ー
プ
の
素
材
や
重
さ
が
、

こ
の
場
所
に
は
適
さ
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
」「
状
況

次
第
で
前
回
用
い
た
釣
り
糸

と
今
回
の
ロ
ー
プ
を
柔
軟
に

選
ぶ
と
良
い
」
な
ど
の
意
見

交
換
が
あ
っ
た
。
ま
た
撮
影

さ
れ
た
映
像
を
見
る
場
面
で

は
「
鮮
明
な
画
像
な
の
で
倍

速
で
も
あ
る
程
度
確
認
が
で

き
る
。
気
に
な
る
部
分
は
ス

ロ
ー
再
生
す
れ
ば
し
っ
か
り

確
認
で
き
そ
う
だ
」
と
い
っ

た
意
見
が
あ
っ
た
。

　

は
る
ひ
建
設
の
平
井
悦
子

社
長
は
販
売
開
始
を
決
め
た

経
緯
と
し
て
、「
カ
プ
セ
ル

カ
メ
ラ
は
管
路
内
に
人
が
入

ら
な
く
て
も
手
軽
に
調
査
が

可
能
で
、
一
日
で
も
早
く
、

よ
り
楽
で
安
価
に
、

ま
た
安
全
に
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
調
査
が

で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
と
い
う
思
い
で
決

断
し
た
」と
語
っ
た
。

ま
た
、
販
売
に
関
し

て
は
同
社
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
５
月
18
日
よ

り
受
け
付
け
を
開
始

す
る
予
定
だ
と
い

う
。

加
え
、
下
水
道
管
路
の
腐
食

予
測
や
老
朽
化
診
断
と
い
っ

た
イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
へ
の

デ
ー
タ
活
用
も
視
野
に
入
れ

て
い
る
。

ラ
」
と
位
置
付
け
る
政
策
提

案
書
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ

は
、
感
染
症
の
早
期
検
知
に

よ
る
医
療
費
削
減
と
い
っ
た

公
衆
衛
生
上
の
メ
リ
ッ
ト
に

助
（
１
・
５
億
円
）
と
い
っ

た
予
算
の
安
定
確
保
と
制
度

化
を
訴
え
た
。

　

さ
ら
に
内
閣
感
染
症
危
機

管
理
統
括
庁
を
中
心
に
、
厚

生
労
働
省
、
国
交
省
に
よ
る

推
進
連
絡
会
議
を
設
置
し
、

３
省
庁
が
連
携
し
て
下
水
疫

学
調
査
の
社
会
実
装
を
加
速

す
る
体
制
を
構
築
す
る
よ
う

要
請
し
た
。

　

ま
た
、
共
同
提
案
に
同
行

し
た
国
立
健
康
危
機
管
理
研

究
機
構
な
ど
の
共
同
グ
ル
ー

プ
か
ら
は
、
下
水
サ
ー
ベ
イ

ラ
ン
ス
を
「
国
家
的
イ
ン
フ

安
定
水
源
」
と
し
て
の
下
水

再
生
水
な
の
だ
。

１
．
生
成
Ａ
Ｉ
は
「
水

を
飲
ん
で
」
思
考
す
る

　

世
界
の
水
資
源
の
現
状

は
、
地
球
規
模
の
「
水
の
破

地
球
上
の
「
水
リ
サ
イ
ク
ル

管
理
」
に
力
を
入
れ
る
べ
き

と
宣
言
し
た
。

　
（
１
）
止
ま
ら
な
い
「
水

の
ガ
ブ
飲
み
」
と
い
う
宿
命

　

生
成
Ａ
Ｉ
は
、
私
た
ち
が

想
像
す
る
以
上
に
「
喉
が
渇

く
」技
術
だ
。
27
年
ま
で
に
、

Ａ
Ｉ
需
要
に
伴
う
世
界
の
取

水
量
は
、
最
大
で
日
本
の
年

間
水
道
使
用
量
の
約
半
分

（
66
億
立
方
㍍
）
に
達
す
る

と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

え
て
い
く
。

　

水
は
空
気
の
３
千
倍
の
熱

を
運
ぶ
能
力
を
持
つ
。
こ
の

膨
大
な
熱
を
処
理
す
る
た
め

に
、
も
は
や
貴
重
な
飲
料
水

（
上
水
）
や
地
下
水
を
使
い

続
け
る
こ
と
は
、
社
会
的
に

も
物
理
的
に
も
許
さ
れ
な
い

時
代
が
来
て
い
る
。

（
２
）「
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
」：
企
業
の
生
存

戦
略

　

今
や
巨
大
Ｉ
Ｔ
企
業
に

グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
ォ
ー
タ
・
ジ
ャ
パ
ン
代
表

吉
村
和
就

第 10回

い
を
定
め
た
の
だ
。

　

で
は
な
ぜ
下
水
処
理
水
な

の
か
。

　

上
水
道
と
の
競
合
：
水
道

水
を
使
う
場
合
は
、
地
域
住

民
の
生
活
用
水
や
飲
料
水
と

同
じ
供
給
源
を
奪
い
合
う
こ

と
に
な
る
。
す
で
に
米
国
で

は
Ｄ
Ｃ
の
水
道
水
を
使
い
す

ぎ
て
、
市
民
の
生
活
を
脅
か

し
て
い
る
と
、
多
く
の
訴
訟

が
起
こ
さ
れ
て
い
る
。

　

地
下
水
の
枯
渇
リ
ス
ク
：

地
下
水
は
更
新
に
時
間
が
か

か
る
資
源
で
あ
り
、
過
剰
汲

み
上
げ
で
地
盤
沈
下
や
生
態

系
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
。
従
っ
て
一
度
使
っ
た
下

水
を
処
理
し
再
生
水
を
使
う

こ
と
に
よ
り
「
有
限
な
天
然

資
源
の
水
」
へ
の
依
存
を
ゼ

ロ
に
近
づ
け
る
こ
と
が
可
能

に
な
る
。

新
・
世
界
と
日
本
の
水
事
情

Ａ
Ｉ
時
代
の
デ
ジ
タ
ル
経
済
を
支
え
る〝
救
世
主
〟

～
下
水
処
理
水
は「
宝
の
山
」へ
と
変
貌
す
る
～（
そ
の
１
）

ＮＪＳ
Ｐ
Ｐ
Ａ
活
用
再
エ
ネ
電
力
の
供
給
開
始

登
別
市
の
下
水
処
理
場
で

新コスモス電機
防爆ファン付きウェア

「AIR FLOW PRO」に
新色ネイビーを追加

アース製薬
熱中症対策に向け入浴の有用性に着目した

「熱ケア」サイトオープン

　新コスモス電機は、ガス検知器の開発で培った
防爆設計技術を生かし、防爆エリアの熱中症防止
に、防爆ファン付きウェア「AIR FLOW PRO（エ
アーフロープロ）」を 2025 年６月から販売して
いる。ユーザーからの声に応え、３月に汚れが目
立ちにくい新色ネイビーを追加した。防爆機器
IIBT ３分類に対応し、「通常の状態において爆発
性雰囲気がしばしば発生する可能性のある場所

（第一類危険箇所）」でもファンやバッテリーユ
ニットが発火元とならない構造により、防爆ファ
ン付きウェアを使用できなかった一酸化炭素、エ
タノール、エチレン、エチレンオキシド等を使用
している化学プラント等（ゾーン１のエリア）で
も使用することができる。バッテリーユニットは
約 200㌘と小型軽量で、１台のバッテリーで２
台のファンを同時駆動することが可能。一度の充
電で連続動作時間８時間を実現した。
◎問い合わせ先： 06・6308・3112

　入浴剤大手のアース製薬は４月22日、「熱ケア」
サイトをオープンした。同サイトでは、熱中症の
仕組みや熱中症対策における「入浴習慣」の有用
性に着目した研究結果等を公開し、熱中症リスク
低減に寄与する。同社は 2022 年夏、インターネッ
トにより 15 ～ 69 歳の男女 2331 人を対象に、
熱中症の重症化有無（救急搬送や病院に行く重症
化と、それ以外）と、６月以降の入浴頻度と熱中
症の重症度の関連について調査し、入浴の実施頻
度が月３回以下の人は、週３回以上の人と比較し
て、熱中症が重症化しやすいことが分かった。同
社は昨年より国立環境研究所と入浴と暑熱順化の
共同研究を行っている。共同研究の成果は、５月
30 日より群馬県安中市磯部温泉で開催される第
91 回日本温泉気候物理医学会で発表される予定。
◎アドレス：https://www.earth.jp/qof/netsucare
◎�問い合わせ先：アース製薬 QOF プロジェクト

広報事務局（オズマピーアール内）メールアド
レス：earth-pr ＠ ozma.co.jp
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